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──気が付いたら、キミが好きでした。







　　序幕　アワユキ。

　　　intro:Snow Flower Garden




　　　　♪




　それまでは、ずっと、

　気が付いたら、空を見ていて。

　ただ、息を、吸って、吐はいて──を繰くり返していた。

　空はいつも姿を変えていて、すごくうらやましい。

　自分は、何ど処こにも行けない。

　ずっと、此こ処こでこうして、呼吸をしているだけだ。

　そういうのを誰だれかが『篭かごの中の鳥のようだね』と言うかもしれない。

　でも、背中には最初から羽根なんてないし、此処が居場所なんだろうと判わかっていたつもりだ。

　此処でこうして、死んでいくのを待っているだけなんだよ。

「判わかる？」

　見上げる空に訊たずねてみる。

　返事の代わりに、やわらかな風が頬ほおをすべっていった。

　落ち葉がからからと寂しげな音を立てて、何処かへ運ばれていってしまった。

　判っているよ。

　羽根はない。

　自由はない。

　何処かに行きたいと思わない。

　願わない。

　この中だけが、世界のすべてなんだから。

　此処は、この辺り一帯で一番の大きさと広さを持つ、人々からは『神しん殿でん』と呼ばれるような屋敷だけれど、〝彼女〟にとってはそれだけ。

　それでも、狭すぎるこの世界が、彼女が生きることを許された唯ゆい一いつの居場所だった。

　だから、居い心ごこ地ちが悪いとかそういう感情もなかった。

　彼女は生まれたときから身体からだが弱く、二は十た歳ちまで生きられるかどうか判らないと医者には言われていた。

　そんな彼女も、もう、十七歳。

　朝起きて、

「ああ、今日も生きている」

　と思うことも。

　夜眠りに就つく五秒前。

「ああ、今日も生きた」

　と考えることも、すっかりなれた。

　あした、生きていたらしあわせだ。

　起きて、身体からだがいつもより少し軽いだけで、とても心が穏おだやかになる。

　今日もこうして、こうやって、屋敷の縁えん側がわで風を頬ほおに感じながら、空を見上げる。

　大好きな歌を口ずさみながら、ただ、空を見てた。

　それだけで、もう、いいんだ。




　──ホントウニソウナノ？




「そうだよ」

　彼女は、やさしく微笑ほほえんで、浴衣ゆかたの裾すそから見える自分の青白く花きや車しやな足に目をやった。

「だって、羽根はないけれど。まだ、歩けるんだから」

　ゆっくりと立ち上がる。

　目の前が真っ白になるような眩暈めまいがした。けれど、

「ほら、まだ、立ってる。自分の足で」

　与えられた部屋にこもってばかりだった彼女は、少しだけ歩いてみることにした。

　なんとなく、そうしたかった。

　自分にもできることがある。それだけで、まだ、生きていてもいいような気がしたから。

　きっと、ただぼんやりと一日、一日を呼吸をして、死ぬのを待つより、空を眺ながめて心を空からっぽにしているよりはいい。

　部屋を出てすぐ、

「お、お嬢じようさま!?」

　ひどく驚いた声が耳に飛び込んできた。

　そして、次に視界の中に、どたばたと初しよ老ろうの女性が飛び込んでくる。

「お、お、お、お、お、お、お嬢さま、お部屋からお出になられても、大丈夫なんですか!?」

　畑に行っていたらしく両手に土の付いた野菜を抱かかえながら、女性は、縁側の廊下を歩いていた彼女を見上げ、あたふたする。

「ふふふ、大丈夫よ、おキクさん。今日はすごく調子がいいの」

　彼女は言って、女性に向かって、にっこりと笑えみを見せた。

「そ、そうなんですか……？」

　女性は、半はん信しん半はん疑ぎで彼女の顔色をうかがった。

　この女性──おキクさんは、彼女が生まれる前から屋敷に仕つかえているひとだ。

　彼女の身の回りの世話もしてくれている。

　畑仕事で泥だらけだが、屋敷に仕えるひとたちの責任者の立場にいるひとだったりもする。

　けど、ぜんぜんそんな風ふうな態度を取らないおキクさんを彼女は、とても信頼していた。

　もしかすると──血のつながった家族よりもずっと……。

「ええ。今日は本当に調子がいいの。それに、部屋にこもりきりだと気が滅め入いってしまいます」

　そう言って、彼女は微笑ほほえんだ。

　すると、おキクさんもほっとしたように、「そうですか、なら、よかった」とつられて笑顔になったが、付け加えて言った。

「やはり、お嬢じようさまだけをひとり歩かせるのも心配ですので、わたくしもごいっしょしてもよろしいですか？」

「ああ、そうですね。ひとりよりもふたりのほうが『お散歩』もたのしいですものね。うん。おキクさん、お願いできますか？」

　彼女は笑顔でおキクさんに訊たずねた。

「はい、もちろんですとも」

　おキクさんは、満まん面めんの笑えみで応こたえる。

「そうと決まれば、お嬢さま。少しだけ待っていてくださいな。厨ちゆう房ぼうにコレを持っていってしまいますっ」

　おキクさんが抱かかえた野菜を軽く持ち上げて見せる。彼女は「はいっ」と返事をした。







　彼女とおキクさんは、屋敷の中を少し歩いたあと、庭に出た。

　定期的に職人が入っていて、きちんと手入れの行き届いた華はなやかな庭だ。

　彼女の父が、身体からだが弱く自室にいることの多い彼女の気を少しでも紛まぎらわせられるようにと、配はい慮りよしてくれていた。

　そんな父は、毎日必ず、少なくとも一度は彼女の顔を見にきてくれる。

　うれしい。

　けれど、もうひとりの逢あいたいひとには──

「この数日、お母さまのお顔を拝はい見けんしていません」

　彼女がそう言うと、

「ご当とう主しゆさまは、お忙しい方ですので……！　なにしろこの蒼そう間ま一族を取り仕切っていらっしゃるんですから」

　おキクさんは、とりつくろうように早口になった。

　しかし、彼女は、母親に逢あえないことに落らく胆たんもしていないし、不安も感じていなかった。

　彼女の家──蒼そう間ま家は代々女じよ系けいで、ここ百年以上男子が産まれたという話をほとんど聞かない。本ほん家けから分ぶん家けをふくめた親族にいたるまで。

　今、すべてを束たばねるのが、彼女の母──蒼間本家、一族の当とう主しゆだ。

　彼女が生まれたことにより〝証あかし〟を失っていたが、それでも絶大な〝チカラ〟は健在で、いまだ絶対的な存在として一族を率ひきいている。

　そんな一族を束ねる当主を妻に持つ彼女の父親は、何かと肩身の狭せまい思いをしているようだが、決まって、

「私はしあわせ者ですよ。なにしろ、この広い庭を好きに任せてもらっているのだし、あなたたち三人の娘は、美しく、やさしい、すばらしい子たちばかりだ。それ以上、何かを望むのは贅ぜい沢たくが過ぎるでしょう」

　そう言う。

　とても、おだやかに笑いながら。

　こんな、いつ命の灯ともし火びが消えてしまうか判わからない娘を持ったことも、父は胸を張って、

「しあわせだ」

　と言ってくれる。

　その言葉を耳にするたびに、彼女は涙が出そうになる。

　うれしくて。

　そして、

　哀かなしくて。

　それは、彼女が──彼女として生まれてきてしまったからだ。




　蒼間家の後こう継けい者しやは、その者が生まれたときに決まる。

　今までもずっとそうだった。

　たぶん、これからもずっとそうだろう。

　条件は、〝証〟を持っていること。

　彼女の母もそれを持って生まれてきた。

　そして、それは彼女に受け継つがれた。

　彼女は、誰だれでもない彼女として生まれてきた。

　彼女は彼女で、それ以外の何者でもない。他ほかの誰にもなれないし、他の誰にも彼女の代わりはできない。

　けれど、自分の記憶の一番最初をたどってみると、

「どうして、自分は自分なのだろう」

　と考えたところに行き着く。

　どうして、自分が後こう継けい者しやとしての〝証あかし〟を持って生まれてきてしまったんだろう。

　どうして、自分でなければならなかったんだろう。

　どうして、ふたりの姉でも、親族の中の誰だれでもなかったんだろう。

　どうして、こんな──いつ命の火が消えるとも判わからない自分が？

　きっと、みんなそう思っているに違いない。

　ずっと以前から、〝証〟を持つ者が後継者となる蒼そう間ま一族の伝統に、親族の一部から疑問と不満が噴ふん出しゆつしていた。

　そして、その体制を良しとしない者たちはやがて、『反体制派』の勢力となってしまった。

「〝証〟ではなく〝チカラ〟こそが後継者の証だ」と主張し、現在、反体制派は、そう遠くないいつか〝証〟を持った後継者がいなくなるそのときを、今か今かと狙ねらっている。

　──彼女の死を待っていた。

　だったら、

「そう簡単に死んでやるものですかっ！」

　とか、運命というヤツに大声で叫んでやりたい。

　一族同士で争い合うなんて、哀かなしいことだ。

　自分が生き延びれば、争いはなくなるんだろうか。

　そんな風ふうに思うけれど……。




　蒼間の当とう主しゆ。

　それは権力の象しよう徴ちようと同意にもなる。

　蒼間一族とその関係組織に属する者たちは、この国を様々な脅きよう威いから守しゆ護ごする役目を担になっていた。

　脅威とは、人じん外がいな──物ものの怪けや外と世ぜ人びと、もしくは、人に害をもたらす人でありながら人を越えた能力チカラを持つ者たちのこと。

　蒼間一族とその仲間は、人でありながら人を超ちよう越えつしたチカラをもって、そして、命を賭として、それらの脅威と人知れず戦い続けていた。

　けっして、脅威を人々に知られてはいけない。

　人々が脅威を〝脅威〟として感じてしまってからでは遅い。

　すべての人々を護まもるため、蒼間一族と仲間たちは、全国に散らばっている。

　はるか昔から、国の成り立ち、成長、維持を見守ってきた蒼間家は、さまざまな分野に深く関わってきた。

　国を動かす政治にしてもそうだ　久那はまだ若い。たくさんの立派なオトナたちが、オトナでもなく子供でもないとても多た感かんな時期の少女を、よってたかって言葉巧たくみに操あやつっている。

　許せない。けれど、彼女にはどうすることもできなかった。

　明日には死んでしまうかもしれないこんな身体で、何ができるっていうんだろう。

〝証〟がほしければ、あげるのに。

　けれど、そういうワケにもいかなかった。

〝証〟は印だ。

　彼女の胸もとには、龍りゆうの姿をしたようなちいさな痣アザがある。

　一族の初代当とう主しゆが、かつてこの国を守しゆ護ごする宿しゆく命めいを背負ったとき、龍りゆうから授さずけられたモノが──龍の力を宿した神器『龍ノ眼め』と、それを操あやつることができる〝証あかし〟だ、と伝えられてきた。

　しかし、反体制派は「『龍ノ眼』を制御できるのは〝証〟ではなく〝チカラ〟だ」と主張し、〝証〟による継けい承しよう制度──それ自体を──悪あしき伝統として否定していた。

　これに一番、頭を悩ませているのは、彼女の母で、蒼そう間ま本ほん家け当とう主しゆだ。

　すでに彼女の母には、〝証〟がない。さらに、〝証〟を受け継いだ彼女がいなくなれば、対立は激げき化かするだろう。

　反体制派の勢力は、現在も大きくなっている。

　彼女は思う。

　どうして、自分なのだろう。

　自分が自分でなければ、こんなことにはならなかったのに。

　だから、お母さまは私の顔をあまり見にきてはくれないんだ。

　私の顔を見るたびに、ため息をつく。

　なんで、生まれてきてしまったんだろう。

「──……さま………お…………──お嬢じようさま……！」

　おキクさんの声がすぐ傍そばで聞こえた。

　彼女は、ハッと我われに返った。

　ひどく不安そうな表情をしておキクさんが、彼女の顔をのぞき込んでいた。

　しまった。

　ただでさえ自分は、心配させることしかできない身体からだなのに、こんな顔をしていたらよけい心配させてしまうだけ。

「ごめんなさい。おキクさん。少し考えごとをしていただけですから」

　そう言って、彼女はつとめて明るい表情で微笑ほほえみかけた。

　気持ちを察したおキクさんも、不器用に笑った。







　屋敷の中ではあるけれど、広大な敷地面積を持っているここでは、散歩程度でも彼女にはかなりの運動になる。

　普ふ段だんは、青い匂においのする畳たたみに敷しかれた布団で横になっているか、季節が移る庭を座って眺ながめたりしているだけの彼女だ。

「お嬢さま、大丈夫ですか？」

　おキクさんに訊たずねられても、

「ええ」

　と彼女は、笑顔で首を縦に振ることができた。

　今日は本当に身体からだの調子がいい。

　めったに足を運ぶことのないところまで歩いてきたけれど、あまり疲れていない。

　ふたりが立っているのは、この辺りに住む村のひとたちに開放している庭の一部で、広場と呼ばれているところだった。

　強大な権力を持った蒼そう間ま一族といえども、人とのつながりはなくてはならないもの。

　蒼間は、すべての人のために存在していると言ってもいい。

　だからこそ、蒼間の陰での役割を知る数少ない周囲の村の人たちは、蒼間一族やその仲間たちを英雄のように尊そん敬けいし、憧あこがれを抱いだいていた。

　それなのに、蒼間の内側は、人と人が争ってばかりいる。

　今、彼女の目の前には、九月の花が咲き、村の子供たち数人が駆かけ廻まわって遊んでいた。

　殺さつ伐ばつとした対立の中で、子供たちの笑顔やはしゃぐ声が、彼女の心をやわらげてくれる。

「あ、姫ひめさまっ！」

　子供のひとりが彼女に気付いて指さし、声を上げる。

　すると、

「あ、ほんとだあ！」

「姫さま、これみてこれ、すっごいだろ～～っ」

　子供たちが彼女のもとに集まってきた。

　彼女は『姫さま』と呼ばれるたびに、くすぐったく感じていたが、嫌ではなかった。

　その呼び名には、村のひとやその子供たちの彼女に対する親しみが込められているからだ。

「こらこら、あんまりお嬢じようさまにくっつくんじゃないよ」

　おキクさんが、彼女に抱だきついてぶらさがろうとする子供を軽々と抱かかえて引き離す。

「はーいっ！」と元気のいい返事が聞こえて、彼女に抱き付いたりしていた子供たちがおキクさんの言葉に素直に従う。

　これだけでも、おキクさんが屋敷の中でも外でも、みんなに信頼されているんだと判わかる。

　もちろん、彼女もおキクさんを信頼するそのひとり。

「ほら、あっちで遊んでおいで」

　おキクさんが言う。子供たちは「はぁ～～いっ！」と声を上げ、また、庭の中を走り出した。

「申もうし訳わけありません、お嬢さま」

「いいえ。元気をもらいましたから」

　おキクさんの言葉に首を振って、彼女は、子供たちの姿を目で追いかけた。

　争いが絶えない蒼間の家。それでも、この子たちの笑顔を護まもってくれている。

　そう思うと、心は幾いく分ぶんか晴れ、気分も少し楽になった。

　ただ、自分はこの子たちにできることは何もないんだと、哀かなしくもあった。

　何かできることがあればいいのに、と思いながら。

　できることなどないと、自分が一番判わかっていた。

　こんな死に逝ゆくだけの命で何ができる？

　そんなとき、風が吹いた。

「──……っ」

　目をふせないといけないくらい強く。

　それは、彼女の消えかかった命の火を吹き消すどころか、むしろ、燃え上がらせるような。

　瞼まぶたを閉じると、ヒカリを感じた。

　いつもよりもやけに明るく、瞼を透すき通って網もう膜まくに訴えかける。

　太陽光線のかなたで、誰だれかが語りかけてきた。

　いつもキミを照らしていたんだよ。

「…………まあ……」

　感かん嘆たんのため息が漏もれる。

　ヒカリにうながされて、目を開けた。

　子供たちが走っていく。

　そこには、風に舞い上がった無数の花びらが宙をたゆたっていた。

　ふわふわとか、ひらひらとか、それはまるで、色付いた淡あわ雪ゆきのようだった。

　その中に、立つひと。

　何な故ぜか目が止まって、離れなかった。

　淡雪の中に立っていた。







　──〝彼〟がいた。







　確かに其そ処こに居いるのに、何ど処こにも居ないような、今にも消え入りそうに稀き薄はくな姿で。

　片かた眼めは包ほう帯たいに覆おおわれ、もう片方の瞳ひとみは、泣きはらしたうさぎのように赫あかくなっていた。

　うつむいて、ぼんやりと風に散った花びらを見ている。

「ねえ、おキクさん。あのひとは？」

　彼女は、彼から視線を離すことができないまま、おキクさんに訊たずねた。

「あ、ああ、はいっ。あの子は……先日、こちらに引き取られたんです……その……」

　何故か、おキクさんは言葉を濁した。

　それに続く科白せりふを、彼女に聞かせたくなかった。

「そう……」

　としかし、他人の感情に敏感なはずの彼女がそれを察さつすることなく、視線は、数十歩先に立っている彼に向けられていた。ずっと。

　彼女は、蜃しん気き楼ろうや幻まぼろしを見ている気分だった。

　何な故ぜ、彼はこんなにも儚はかなく、瞳ひとみに映っているの？

　何故、彼の目は、うさぎのように赫あかいの？

　彼の目は、何を見ているの？

　彼女は見み惚とれていた。

　あまりに淡あわ雪ゆきをまとう彼が綺き麗れいで。

　あまりに存在は儚くて。




　彼女は、彼を見付けた。

　それは、同時に、

　彼女に──生きる意味をくれた。




　出で逢あいだった。







[image: 第壱幕　きみがくれたあの日から。]










　　　　♪




　──あのころのぼくは、何も知らないただの子供だった。







　二月のあの日。

　少年は、すこしだけオトナになってゆくということを知った。

　ような、気がした。

　たぶん。

　……本当は、ぜんぜん判わかってなかったかもしれない。

　なにしろ、そのときの少年はまだ、もうすぐ小学五年生になるというような幼さで、初対面のひとには必ず女の子に間違われてしまう自分の容よう姿しをすごく気にしていた。

　ただの、そんなごく普通の男の子だからだ。

　普通じゃないのは──







　あの日、少年は、たいせつなひとが心臓をつらぬかれて、うつぶせに倒れていくのを目まの当たりにした。

「じーちゃんっ!!」

　頭の中が真っ白になってしまった。

　くずれ落ちた目の前の人物から流れ出た血で地面が赤く染まっていく。

「うそでしょ、じーちゃん！　なんで、なんで……っ！」

　信じられない。

　信じたくない。

　だって、じーちゃんだもん。

　ぼくのじーちゃんなんだよ？

　本当にたいせつだったんだ。

　だいすきなじーちゃんなんだ。

　それが判ったのに。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁぁっ！」

　少年は、無む我が夢む中ちゆうだった。

　たいせつなひとにもらった夕ゆう陽ひ色いろのＶ字型のギターを振り上げて、そいつに向かっていった。

「おまえがっ！　おまえが、じーちゃんを殺したんだーっ!!」

「ジェットちゃん、待って！」

　少年を制止する幼おさな馴な染じみの女の子の声が聞こえたけれど、もう止まれなかった。

　護まもりたかった。

　護れなかった。

　たいせつなひとを殺したのは、おぞましいすがたをした鎧よろい武む者しやの〝物ものの怪け〟だ。

　怖こわくて、怖くて、しょうがない。

　逃げたくて、逃げたくて、たまらない。

　でも、逃げない！

　怖いけど、もう止まれないんだ！

「わぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁ──ッ!!」







　ぐぁしぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！







　鈍い音が鳴った。

　少年が渾こん身しんの力で振り下ろしたギターは、

「………あ…………れ？」

　あっさり武者に受け止められてしまった。

「や、や、や、やっぱムリっ！　だって、ぼく、ふっつーの小学四年生（もうすぐ五年生）なんだもんっ！」

　ぐるり、と半分崩れかかった顔が少年に向く。

　な、な、な、なんで、ぼく、攻撃したんだろ!?

　なんで、こんなことをしてしまったんでしょーかッッッ!?

　数秒前の想おもいなんて、そっこーで跡あと形かたもなく後こう悔かいに変わった。

　ああ、涙が止まりませんっ。

「た、助けて──っ、じーちゃ──────────────────────んッッッ!!」

「あいよー」

　軽い返事だった。

「…………えぇっ!?」

　目の前で血を流して絶ぜつ命めいしたはずの人物が、すぐそこに立って少年が手にしているのよりもひとまわりほど大きいＶ字型のギターをかまえていた。

「じーちゃん、なんで、生きてんのッッ!?」

「ワシは不ふ死じ身みのロッケンローラーじゃからのぅ……って！　ジェット、泣いておるのかぁ!?」

　見た目、二は十た歳ち前後のその人物は、やたらとじじむさい口調で、目が飛び出しそうなイキオイでガン見みして、びっくりしていた。

「き、貴き様さま、この落ち武む者しや野郎がぁ～～っ！　ジェットを泣かすヤツは、ワシが許さん！　たとえ、相手が町内会長さんでもじゃぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁっ！」

　何の基準で、町内会長の鈴木さんが出てきたんだろうか……。

　それは、まあ、いいとして。

「ぶっとばーすっ！　喰くらえ、これがワシの超必殺スーパーファイナルなんとかかんとか、アタァァァァァァァァアァァァァァァアァァァァァァァアアァァァァァァァァアァァァァァァァアアァァァアァァァァァァァァァアアァァァァァァァァァァァァァァック、アドナインス!!」

　その人物が叫ぶと同時に、ギターが輝き、

「ずぅりゃぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁッッッ！」

　という気合いとともに振り抜かれたギターから閃せん光こうが駆かけ抜けた。




　グァァァァァァァァアアァァァァァァァァアァァァァァァァァァァ────ッッ！




　武者のもののけの断だん末まつ魔まの叫びだった。

　粉々に武者の身体からだが吹き飛んで、光に呑のみこまれていった。




　そして、戦いが終わった。




　あの日、

　あの少年にとって、とても、とても大きな、

　あの事件が終わった、

　あの帰り道。







「ねぇ、じーちゃん……」

　雛ひな蕗ぶき慈じ恵人えつと──ジェットは、左側を歩くそのひとに言った。

　訊ききたいことがたくさんあった。

　けど、なんて言ったらいいか、なんて訊いたらいいか判わからない。

　とても簡単なことなのに。

　その日は、本当にいろんなことがあって、頭の中がごちゃごちゃでぐちゃぐちゃだった。

　みんな、『武者のもののけ』との戦いでボロボロで。ジェットは、薄着のままで家を飛び出していたけど、冬の風が肌に針を刺すような冷たさも、あんまり寒くない。

　感覚が麻ま痺ひするくらい、ずいぶんと混乱していた。

　でも、そのあったかさだけは、はっきりと憶おぼえていた。

　ちゃんと憶えてる。

　冬の日。

　雪の降る帰り道。

　つないだ手と手。

「ん？　どうした？」

　目線を下げ、クラスでも小柄なジェットをそのひとが見た。

　二は十た歳ち前後の若者で、ファッションもダメージジーンズにシルバーアクセサリーをじゃらじゃらさせた、髪の毛も長くて赫あかかったりする破天荒パンクスっぷり。

　だけど、

　れっきとしたジェットの──〝じーちゃん〟だ。

　ジェット少年と血のつながった、正しよう真しん正しよう銘めいの祖父──雛ひな蕗ぶき月げつ兎と（職業、住職）は、いくら見た目が何ど処こをどうやっても二十歳くらいにしか見えなくても、齢よわい六十を超えていくばくかとゆうんだから困ってしまう。

　とはいうものの。

　ジェットが困ったことを困りはじめたのは、ごく最近のこと。

　それまでは、月兎があまりにも自し然ぜん体たいで、普通にそこにいたから、ぜんぜんおかしいともなんとも思わなかった。

　けど。違ったんだ。

　世間の同世代のおじーちゃんは、シルバーアクセサリーをじゃらじゃらさせてないだろうし、ダメージジーンズもはいてない。

　と思う。ジェットは、そんなおじーちゃん世代をまだその大きな瞳ひとみで目撃したことがない。

　友達のおじーちゃんもそうだ。

　髪は白くて、ロン毛でもない。

　どうして、うちのじーちゃんは、普通じゃないんだろう。

　ジェットは、たくさん考えて、たくさん悩んだ。そして、

　結論──

「とりあえず、ぼくがしっかりしなきゃだよねっ！　うん！」

　そんな風ふうにはりきってみても、本当は、どうすればいいかよく判わかってない。

　言っても聞いてくれないだろうし。

　だから、今このときも『じーちゃんをまっとうな〝カタギ〟なご老人にする！計画』は絶ぜつ賛さん進行中。

　しかしながら、計画完了の予定は未定。一いつ寸すん先も見えない状態。

「じーちゃんは……………………えーっと…………やっぱいいや……」

　言葉が出てこなかった。

　なんて言えばいいんだろ？

　なんて訊きけばいいんだろ？

　すると、月げつ兎とが言った。

「ジェット。ワシは、〝変ヘン〟か？」

「え……？　うーん………………。ヘン……かな……？」

　雛ひな蕗ぶきジェット。十歳。小学四年生（もうすぐ五年生）。性格、素直。

　正直すぎ。

「──ひゃひゃひゃひゃひゃーっ、そうか、ワシはヘンか！」

　としかし、月兎は身体からだをくの字にして笑う。

「まあ、しょーがないのぅ」

　さんざん笑って、月兎はそんな風ふうに納なつ得とくした。

　それから、ジェットに話してくれた。

　自分自身のこと。

　月兎は、あることがきっかけで、普通じゃなくなってしまった。

　死ねなくなってしまったんだ。

　不ふ老ろう不ふ死しの身体になったそのときから、ずっと姿は変わらないまま。

「どうして、そんな風になっちゃったの？」

　と、訊きたかったけれど。

　今日は、いろんなことがありすぎて、これ以上は頭の中に収まってくれなさそう。

　理解できなくて、月兎を困らせてしまうかもだ。

　うん。

　いいや。

　いつかまた、教えてもらおう。

　きっと、月兎は、教えてくれるだろう。

　笑顔で話してくれるだろう。

　つらいことも、かなしいことも、全部、笑顔に変えてしまうひとだから。

　ジェットもたくさん傷ついて、たくさん傷つけた。

　たくさん、あった。

　月兎のことも、そして、雪ゆき道みちを、ジェットの右側を歩く──その女の子のことも。

　ジェットが視線を向けると、ご近所さんで幼おさな馴な染じみのクラスメイト──束たば紗さ美み雨うは、きれいにそろえられた前髪を揺らす冷たい二月の風のせいか、ジェットの真っ直すぐな視線のせいか、くすぐったそうに頬ほおを染めて、

「だいじょうぶだよ、ジェットちゃん」

　そう、言った。

　驚いた。

　ジェットは今、「ごめんね」とあやまろうとした。

　でも、美み雨うは、ジェットの唇くちびるがその科白せりふを弾はじき出すのを、首を振ってとめた。

　女の子ってすごいな。

　何も言わなくても見み透すかされてしまう。

　それはぼくが単純だからかもしれないけれど。

　勝てそうにないや。

　負けもないだろうけど。

　そうゆうんじゃないんだ。

　たぶん。

「ジェット、寒くはないか？」

　言って、月げつ兎とは、自分のドクロと死しに神がみの刺し繍しゆうがハデハデなスカジャンを着せてくれた。

　この寒さの中でかなり薄着のジェット。月兎や美雨が、自分や街の人たちを護まもるために戦っていることを知って、いてもたってもいられなくなった。無む我が夢む中ちゆうで家を出たからだ。

　月兎は、愛用のブロックチェックのマフラーを外して、それもジェットの首に巻いてくれた。

　けど、小柄なジェットにマフラーは長すぎ。だらしなくぶら下がって地面についてしまう。

　すると、月兎は、

「ミゥミゥ」

　月兎しか使わないあだ名で美雨を呼んだ。

　そして、ジェットに巻いたマフラーの半分を、美雨の首にも巻いた。

「よし、これでオッケーじゃな」

　得意そうに満まん面めんの笑えみで言う。

　それから、月兎は、ジェットの左手をにぎった。

　おっきくて、力強い、しっかりとした手。

　ジェットの女の子みたいな花きや車しやな手じゃなくて、〝男〟らしい。

　いつもは、あきれるぐらいおバカなのに……。




　本当のじーちゃんは、みんなが知らないところで、みんなや、ぼくたちを護るために──戦ってたんだ。




　マフラーのせいで、さっきよりも距離が近くなった美雨も、はずかしそうにしながら、もっとはずかしそうなジェットと手をつないだ。

　いつものジェットなら、

「は、ハズイじゃん！」

　とか言って、その手を振り払っていたかもしれない。

　でも今は、そんなことしたくないよ。

　だって、

　右手と左手。

　左手と右手。

　こんなに寒いのに。

　寒くないんだ。

　ふるえそうなのに、あったかかったんだ。

　それをとてもよく憶おぼえている。

　憶えてるんだ。

　ほんとだよ。




　だから、想おもった──




　　　　♪




　三月。

　何ど処こまでも続くような灰色の雲が、空を隠していた。

　けれど、つもった名な残ごり雪が微かすかな太陽光線を反射して、外は雨の日よりもずっと明るかった。

　ふわふわとか、ひらひらとか、ちらちらとかしながら降る雨によく似た白いやつを眺ながめながら、ジェットは、縁えん側がわで膝ひざを抱かかえていた。

　抱えた腕の中には、真っ白くてまんまるのおまんじゅうみたいな、雛ひな蕗ぶき家けのペット兼ジェットの親友のテルミンがいた。

　テルミンは、赫あかい目と長いたれた耳をしていて一見うさぎっぽい。

　けど、〝っぽい〟だけで、まったくべつのなにかしらだ。

　まさか、あんな風ふうになってしまうなんて……。

　でもまあ、テルミンは変わらず、ジェットの親友でこうして今日も、仲良くいっしょにいる。

「寒いねー」

　ジェットが言うと、膝と胸の間でぬくぬくしているテルミンは、

「うくぅ？」

　と首をかしげた。

「そっか、寒くないかーっ」

　あったかそうだもんね。

　ふさふさしたやわらかい毛。

　ジェットもテルミンのおかげでいくぶん寒さもやわらいでいる。

　三月といったら、やっぱり春のイメージでちょっとずつぽかぽかしてくるんだろうな、とか思ってたのに、これだ。

　あと一、二週間もすれば、桜も咲き出すころ。

「いじょうきしょうってゆうやつだよね、コレって」

　でも、なんだか悪くない。

　桜の花びらが宙を舞うのを見るのもいいけど、こんな季節にまた、雪と逢あえるってゆうのも、なかなかのもんだと思う。

「おつだねーって、やつ？」

　ジェットはテレビで、巻き舌の役者のひとが言っていたのをまねてみた。

　やけに、おだやかな日だ。

　とてもしずかな日だ。

　ワケあって、

　雛ひな蕗ぶき家けの主あるじにして、もっとも騒さわやかなイケメン（近所の女ジヨ子シ高コー生セーのひとがそう言ってた）月げつ兎とが、沈ちん黙もくしているからだった。

　ジェットも、落ち着いた休日のひとときを過ごしていた。

　このところ、やたらといそがしかったり、ばたばたってゆうか、どたばたしっぱなしだった。

　なれないことの連続。

　ありえないことの連続。

　昨日きのうは『卒業生を送る会』があって、ジェットのクラスは劇をやった。

　それも男女の配役を入れかえる方式のやつで、ジェットも役をもらってしまったので、その稽けい古こがあったりしたりうんぬんかんぬん……で、いざ、本番が終わってみると、ちょっとした燃えつき症しよう候こう群ぐんのジェット少年だった。

「っと……」

　外の空気と室内の空気の差でくもった窓の結けつ露ろを手のひらでぬぐう。

　淡あわ雪ゆきが、つもっている。







　しんしん、しんしん、しんしん、しんしん……、







　雪が降る日は、何な故ぜだか、世界から音が消えたみたく静かだ。

　だから、自分の呼吸の音がよく聞こえる。

「はぁー……っ」

　大きく息をはくと、窓がまたくもった。

　そこに指ゆび尖さきで描く、ちいさなちいさな……、

「…………な、なんだろこれ……」

　くもったガラスにイラストを描かこうとして、得え体たいの知れないモノができてしまった。

　しかも、指でなぞった部分のしずくがどんどん垂たれて、さらに得体が知れなくなった。

　とてもむなしくてかなしくて、やりきれない……。

　ジェットの父、正まさ宗むね（婿むこ養よう子し）は、クラスのみんなにはぜったいのぜったい、ないしょだけど、少女まんが家のひとだ。もちろん、絵がうまい。ちなみに、母、珠たま生きは父が連れん載さいする雑誌社の編集者。現在、新雑誌の立ち上げに参加中で、いそがしくてほとんど休みが取れてない。

　で、姉の莉り々りもノートとかにちょこちょこ、かわいいイラストをらくがきしていたり、さすが少女まんが家の娘だけあって、絵心があった。

　なのに、ジェット少年は──

「…………よし。なかったことに……！」

　たった今、窓ガラスに指がなぞった部分を、ぶぇべぇー、と手のひらでこする。

　もうそこには何もなく、薄うすぐもったガラスの向こうに、庭にやわらかいかき氷みたく降りつもる淡あわい雪が透すけて見えるだけだった。

「……そっか……」

　なんとなく。

　考えてみた。

　思ってみた。

　こうやって、ひとの心も透けて見えたら、もっと楽かも。

　相手が、どんなこと考えてるのか判わかるし、こっちも判ってもらえる。

　うまく言葉にできないこととか、ちょっと訊ききにくいこととか。

　判ったり、判られたりするかも。

「……だめかなー」

　ジェットは、膝ひざと胸の間にもぐっていたテルミンを抱だき上げ、ごろん、と床ゆかに寝ねころんだ。

「やっぱ、だめかー……」

　ぼんやりとつぶやくと、テルミンが、

「うくぅ～～」

　遊んでもらってると勘かん違ちがいしたのか、泳ぐみたいに手足をバタバタさせる。

　ジェットもそれがなんとなく判わかったので、テルミンを持ち上げて、伸ばした腕をあっちに傾けたりこっちに傾けたりする。

　そのたび、「くぅっ、くぅっ！」とテルミンが喜んで啼ないた。

「テルミンのことなら、なんとなく判るのにさー」

　それで、テルミンもジェットのことをなんとなく判ってくれたりして。

　だけど、

「なんでかなー。判んないよ……」

　寝ねころがった姿勢のままで、顔と視線を上げる。

　視線の先には、

「……ふぇぼぁ～～～ひゅ～～～～～～～～～～～ぬぃ～～～～……」

　なんてゆう聴きいたことがない擬ぎ音おんを発する人物がいた。

　しかも、何がどうしてどうやってどんな風ふうにどうすれば、毛糸がからまったようなそんなでたらめな体勢になるのか。じーちゃん、月げつ兎とが──ヘコんでいた。

　ここは月兎の部屋の前の縁えん側がわで、そこはもちろん月兎の部屋。

「なにやってるんだろうね、じーちゃん……」

　ぱたぱたしてるテルミンを遊ばせながらジェットは訊きく。

　でもテルミンから返ってきたのは、

「くぅ！」

　という、訳すとたぶん「もっと遊びたいの！」という元気のいい啼き声だけだった。

　月兎がどうしてそうなっているのか、ジェットは想像できそうになかった。

　が、

　そこにいるのは、まぎれもなくいつものじーちゃんで、ジェットのじーちゃんだ。

　へんてこりんで、ものすごく若くて、髪も真っ赤で、朝起きてからずっと、うさぎさん柄のパジャマのままだ。ちなみに、これはジェットとおそろい。

「……ガラスみたく透すけてくれれば、判るのかな……」

　いろんなこと。

　じーちゃんはどうして、どんなだとか、今なんで、そんなことになってんのとか。

　判るかな？

　そしたら、じーちゃんを恥はずかしいとか困ったとか、思わなくてもすむのかな。

　ちゃんと友達にもしょーかいとかできるのかな。

　……。

　…………。

　判んないや。




　ま、いっか。




　しょーがないよね。

　だって、じーちゃんだもん。

　じーちゃんはじーちゃん。

　うん。しょーがない。

　そこにいるのは、ジェットのじーちゃん。困ったり、恥ずかしかったりすることもたくさんだけど、やっぱり、ジェットの大好きなじーちゃんだ。

　それでいいと、思う。

　今は。

　ごろん、と身体からだをねじって、ジェットは膝ひざ立だちになってから、ゆっくりと立ち上がった。

　テルミンは、その間かんにするすると器用にジェットの身体をつたって、ジェットの頭の上によじのぼる。ここがテルミンのベストポジション。

　ジェットは、テルミンがいつも頭の上にいて、それになれてしまっているせいで、うっかりテルミンを乗せていることを忘れて、小学校に登校しようとしたことがあった。

「ジェットちゃん、今日はテルミンも学校にいくんだねー」

　とか、ご近所さんで幼おさな馴な染じみでクラスメイトでクラスの委員長もやってる美み雨うがそう言わなければ、そのまま学校まで行ってた。

　というか、それ以前には、テルミンがカバンに忍びこんでいるのに気づかないで、学校までつれていってしまった過去もあるので、気をつけなきゃって思ってたのに。

　うー……、って。今は自分のことを反省やら後こう悔かいしてるんじゃなくて。

「──じーちゃん」

　ジェットは、朝起きてからずっとからまった毛糸玉状態の月兎に声をかけた。

　反応はない。

　あいかわらず、

「……ちぉ……………………ぅふぁ…………てぃ……………………ぎ………ぎぁ……」

　という不可思議な擬ぎ音おんを発するだけ。

　仕方なく、ジェットは月兎の部屋に入り、てくてくと近づいていった。からまった毛糸玉になってる月兎をゆさゆさしてみることにした。

　ゆっさゆっさ。

「じぃーちゃんってば……ッ」

　ぴくっ。

　と、月兎がさっきまでとは違う反応を見せた。

「ぢ…………ぢぇ…………っと…………！」

　月げつ兎とが、百年ぶりに深しん海かいで発見されたひとみたいにうなる。

　……どんなだ。

「じゅぇ～～～～とぅぉ～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　こんなだ。

　でたらめな体たい勢せいがほどけたかと思ったら、今度は、タコみたくジェットにからみついてきた。

　テルミンは、ジェットの頭の上で楽しそうに、ぴょんぴょん跳はねる。

「ちょ、ちょっと……！」

　めいっぱい力をこめ、腕を伸ばしてぐいーっと、月兎を引き離そうとするが、「吸きゆう盤ばんでもついてるんじゃ!?」って思うくらい、しっかりと月兎がからまっていた。

「じーちゃん……！」

「ふぉ～～～～～ん、ぢゅえっとぉ～～～～～～～～～～～……………ッ！」

「じーちゃん……？」

「ふぇ～～～～～ん、ぢゅぇぇぇいとぅお～～～～～～～～～～～～～～っ」

「泣いてんの!?　なんで!?」

　月兎は泣くばかりか、ついでにジェットの頬ほおに顔をすりすりし放ほう題だいで、落ち着かせるまでに時間がかかった。

　そして、ようやく会話ができるくらいにはなった。

「はいはい、判わかった判ったから。もう、泣かないでおこうね、じーちゃん」

　よしよし、とジェットは、体育座りの月兎の頭をなでながら言う。

「ワシのぉ～～～～、ワシのぉ～～～～、『さだお』がぁ～～～～っ！」

　どうやら月兎は、昨日きのうの〝夜のお仕事〟で、愛用のＶ字型のギター（特注。名前、さだお）をぶっ壊してしまったらしい。

　くわしいことはぜんぜん判らないけど、そんなに強い相手もののけだったんだろうか……？

　けれど、ギターを壊したのに、ケロっとして家に帰ってきた月兎に、

「──だーかーらーっ！　お父さんはいっつも乱暴なの、モノとか丁てい寧ねいにあつかわないし、ほら、この間だって、買ったばかりの……くどくどくどくどくど…………」

　と、月兎のひとり娘でジェットの母、珠たま生きが説教をかました。

　元気がありあまって持てあまし気味になっている月兎が、しゅん、となってしまう。

　怒られているうちに、事ことの重大さにようやく気づいたらしかった。

　ジェットは、珠生が月兎を怒っている現場を見てないが、だいたいの想像はできる。

「じーちゃん、かわいそー……」

　とか思いつつ、いっぽうで、ジェットは、母をキラキラした尊敬の眼ざしリスペクトアイズで見ていた。

　やっぱり、かあさんはすごい！

　ライオンとかをムチで、ビシッ！　ってやって言うことをきかせてるひとみたい！

　あのじーちゃんが、おとなしく言うことを聞いてるんだもん!!

　……にしても。

　ヘコんでるなぁ、じーちゃん……。

　やっぱ、ちょっとかわいそうかなあ……。

　うーん。

「じーちゃん、だいじょうぶ？」
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　月げつ兎との赫あかい髪をやさしくなでてみた。

　珠たま生きもただ、月兎の日ごろの行いやら非常識っぷりを、ナイスタイミングだからこのさい、今までたまっていたうっぷん、会社でのアレやコレも上乗せて、責めてやろうじゃないか！　とか、そういうんじゃない。

　ひとつしかない大切なギターを壊したのに、ケロっとしていたことを怒ったんだ。

　壊してしまったフライングＶタイプのギターは、とても特とく殊しゆなモノだったりする。

　楽器として弾ひくほかに、〝夜のお仕事〟で、ものすごく重要な役割を果たしてくれていた。

　ギターは、月兎のもてあまし気味な〝チカラ〟を制御しつつ、いいかんじにしてくれるという──ジェットは、あんまりよく判わかってない──モノらしい。

　月兎のために設計され、アッセンブリからパーツまでこだわった、月兎のための月兎専用、イッツ・ア・ゲットヒナブキモデル。

　なんだけど……、

「ライヴできないのじゃーっ！」

「──え？　ライヴの心配ッ!?」

「ついでに、あっちのほうの仕事にも支障があるのじゃーっ」

「ついでって……、アレないとじーちゃん、戦えなくなるんじゃないの？　めっちゃだいじだし。てゆうか、ライヴだったら、ギターはほかにもたくさんあるじゃん」

「違うんじゃーっ！　そーゆーんじゃないんじゃーっ！」

　じゃあ、どういうんだろう……。

　形……かな？

　形の問題？

「じゃあ、そうだ。こないだ、じーちゃんがぼくにくれたやつ使えば？」

「無理じゃわい」

　涙と鼻水でぐずぐずになりながら、ぽつんとこぼした。

　壊したギターは、あくまで月げつ兎と用で月兎しかあつかえず、貴重な〝材〟を使っているため量産は不可能な奇き蹟せき的てき一本。ライヴもいつも、それ一本だけを使っていた。

　──代わりはない。

　ジェットが月兎からプレゼントされたフライングＶタイプのギターは、一いつ見けん、月兎のとおなじようだけれど、まったくの別モノ。

　月兎が〝チカラ〟全開で使ったなら、あっという間まに壊れて二度とジェットの手には戻ってこないだろう。子供用にちょっと小さめに作られているし。

「そっか……」

　力になれず、ジェットもしゅんと肩を落とした。

　ジェットには、月兎や美み雨うのような〝チカラ〟がない。

　それっぽいのも潜せん在ざい的てきにあったらしいけど、〝あの事件〟のときに吸い取られて、すっかり失なくなってしまった。

　べつにおしいとは思わない。あったことも知らなかったし。

　それよりも、〝チカラ〟よりも、〝力〟はほしいと思う。

　誰だれかの「力になりたい！」と願うそのとき、誰かが「力になってほしい！」と求めるとき、ささやかでも何かできるひとになりたい。

　それが今のジェットの想おもいだ。

　けど。

　自分は弱くて子供で誰かに頼ってばかりいる。

　誰かのために何かできればいいんだけど。

　なんにもできないや。

　困ったなあ。

　どうしよう。

　そうだ。

　そうだね。

　できることをしよう。

　自分のせいいっぱい。

「…………んー……」

　といっても。できることといえば、

「じーちゃん、ゲームでもしよーよ。今度は負けないって、じーちゃん言ってたじゃん」

　落ちこんでるじーちゃんの傍そばにいることぐらいだけ。

「そうじゃなぁ……」

　としかし、力のない声が返ってくるだけだった。

　基本的にとゆうか、いつも元気がありあまって垂たれ流しまくってるのが月げつ兎とだ。

　こんなに[image: おもしろおかしく]ヘコんでいると、正直、どう接していいか判わからない。

「ごめんね……じーちゃん……」

　思わず、心の声が言葉になって音になって、口からこぼれてしまった。

　そうすると──

「な、なんで、ジェットがあやまるんじゃ……!?」

　ガヴァッ、と体育座りで膝ひざに顔をうずめしくしくやっていた月げつ兎とが、いきなり顔を上げた。

　顔は泣いたままでぐちゃり。フィーチャリング・ノーズウォーター。

「え……？　いや、あの……ってか、鼻からありえないくらい出てるから！」

「何な故ぜじゃ、何故なんじゃぁああっぁ!?」

「だ、だから、その……って！　ワーッ、鼻からにゅーってなってるのが、ぼくに、びとーんってなるから！」

「ぬぁずぇじゅあぁぁあぁあぁぁぁああぁっ!?」

　月兎は叫びながらがっちりとジェットの両肩をつかみ、前後にゆさゆさする。

　そのリズムで、振り子みたくノーズウォーターが前後する。

「ぅわぁっぁぁぁぁぁぁーっ！」

　危き機き一いつ髪ぱつをジェットは、ブリッジ状態でなんとかかんとかよけることができた。

　が、しかし！

「とゎぁぁぁぁぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁぁっっ!!」

　ジェットがブリッジしたことで、肩をつかんでいた月兎が今度はジェットにおおいかぶさるような位置に……。

　つまり、月兎が上になっているワケで。

　つまり、鼻ノーズも上になっているワケで。

　つまり、そこから、ウォーター（ジェル状）が、プラーン、となってくるワケで。

「──い、い、い、い、い、いやぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁっぁぁぁあっっっぁぁぁっぁあぁあああぁあぁああぁぁあぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁっぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁっぁぁぁっぁっぁぁぁぁぁあああぁぁあああぁぁぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁうぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～…………………………ぐゎし……」

　人生には、どうにもならないことってあるんだな。って走そう馬ま灯とうモードになるジェット。

　ジェットにはまだまだムリそうだが、こんなじーちゃんを母の珠たま生き以上にコントロールしていた人物がいたらしい。




　──ばーちゃんだ。




　珠生いわく。

「ジェットのばーちゃんはほんとすごかったんだよ、お父さんが素直にいうこと聞いてたから」

　そんなことを聞くと、ばーちゃん──晴はる歌かは、ものすごく怖こわいひとだったのかな、と思ってしまうけど。

　家中に飾ってある家族写真の中の祖母は、いつでもやさしげに笑っていて、ぜんぜんそんな風ふうに見えない。

　想像できないなー。

　素直なじーちゃんって。

　昔は、どんなだったんだろ。

　じーちゃんとばーちゃん。

　さすがのばーちゃんも、怒られてヘコみすぎたじーちゃんが毛糸玉トランスフォームド状態になってたり、ありえない量のノーズウォーターをたれ流したり、するなんて考えもしなかったんだろうなー。




　　　　♪




　九月。

　夏の足音が向こうに。遠ざかってゆく。

　いつもの部屋。

　ちいさな世界。

　少女が、ひとり。

　虫の啼なく音色が、耳に心ここ地ちよく──〝彼女〟は目を閉じた。
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　途と端たん。

〝彼〟の顔が浮かんできた。

　彼女よりも歳とし下しただが、ずいぶんと大人びた表情をしてる。それが壮そう絶ぜつな経験によるものなのだとしたら、彼女には、哀かなしむことも許されない気がした。

　どうしてか、あの日、はじめて逢あったその刹せつ那なから、瞼まぶたの裏に映うつるのは彼ばかり。

　眠っていても、起きていても、彼の、何の感情もない顔が浮かんでくる。

　右みぎ眼めや額ひたいや身体からだ中じゆうが包ほう帯たいにおおわれ、心も身体も傷付いていた彼。

　何にもおおわれていない見えているはずの左眼は、だけど、何も見ていなかった。

　風の悪戯いたずらが舞わせたあんなに綺き麗れいな花びらの淡あわ雪ゆきも、見てなかった。

　そんな虚うつっていた彼を、彼女は見ていた。

　ずっと、吸い寄せられるように。目が離せなかった。離れなかった。

　髪は少し長く色素が薄い。やせっぽちな細ほそ身みの身体に合ってない借り物のぶかぶかな白いシャツ。怪け我がをしたボロボロの左腕を吊つる包帯。幼さの残る自分の容よう姿しを拒こばむような大人びた寂しい表情をしていて、目は泣きはらしたように赤くなっている。

　だから、彼女は、白くて赫あかい眼をしたちいさな彼のことを、

「まるで兎うさぎのよう」

　そう、思ってしまった。

「あの……、おキクさん」

　彼女は、目をそらさないまま、傍かたわらのおキクさんに訊きいた。

「はい。お嬢じようさま」

「あそこにいる〝彼〟は……？」

「ああ、最近、この屋敷に引き取られてきた子なんです」

「引き取られたというのは？」

「あの子は〝四よの地ち〟を守護していた蒼そう間ま分ぶん家けでも遠とお縁えん、『星せい弥や』の末の子なのですが……」

　それはそれは、とてもひどく惨むごい話だった。




　星弥家とその仲間は、地方にある〝四の地〟と呼ばれる霊れい験げんあらたかな土地や、そこに住まう人々を『霊れい害がい』や『超常現象』などから護まもる役目を持っていた。

　しかし、ある事件により──四の地は壊かい滅めつしてしまう。

　その日、人間以上の知恵とチカラを持った人じん外がいな〝物ものの怪け〟が、過去に例のないほどの大群のもののけを率ひきいて、四の地を襲った。

　土地を守護する能力者たちの中で、いち早くそれに気付いたのは星弥家の主あるじだった。

　彼らは、皆にそれを知らせ協力を求めた。しかし、他たの能力者たちは協力をするどころか、蒼間への点数稼かせぎに走り、勝手な独ひとりよがりな行動ばかりでまったく足並みがそろわない。

　結果。連れん携けいもまともに取れず、防衛網も連絡網も機能しなかった。

　不覚だった。

　まるで、能力者たちが欲にかられ、足を引っ張り合うのを見抜かれていたようだった。

　本来なら人間がするべき連携を見せるもののけたち。人を喰くらい、土地のチカラを得て、さらに手が付けられなくなってしまう。

　能力者たちは瞬またたく間まに命を落とし、追いつめられていった。

　それでも、星弥家の主と子供たちは、残ったわずかな戦力を集め、もののけに立ち向かった。

　たとえ、勝ち目がなくても。

　本家からの援えん護ごは間に合わない。

　人々を護るのが、自分たちの使命。

　自分たちの命はそのためにある。

　だから、戦う。

　腕が砕くだけようが、眼めを失おうが、身体からだを引き裂かれようが、喰われてしまおうが。

　だから、戦った。

　そして、もののけの襲しゆう撃げきから十数時間後。蒼間から派は遣けんされた部ぶ隊たいが土地に足を踏み入れた。

　が、その瞬しゆん間かん、言葉を失ったという。

　何ど処こを見ても、紅葉もみじよりも赫あかい色に塗りつぶされていた。

　血で、真っ赤に染まった世界。

　辺りには、人間のモノなのか、もののけのモノなのか、判別が不可能な肉片が散らばり、吐はき気を覚える死臭が充満していた。

　この世の光景とは思えず、援えん護ご部ぶ隊たいの者たちはそこから逃げ出したくなる思いをこらえ、戦う気持ちを奮ふるい立たせた。

　しかし、もののけはほとんど残っていなかった。

　星せい弥や家けの必死の抵抗と、そして、最後の──ひとりが戦い抜いた結果だった。

　誰だれもが生存者は望めないと思っていたが、たったひとり、血の海の中に立っていた。

　右みぎ眼めはつぶれ、左腕の骨が粉々に砕くだけていた。動いているのも不思議なほどの状態だ。

　それでも打ち倒した無数のもののけの死し骸がいの中で、生きて立ちつくしていた。

　たったひとり、少年だった。

　星弥の末の子で、唯ゆい一いつの生き残り。

　しかし、その眼に生気はなく、正気を失っていた少年は最初、助けようとした援護部隊にも襲おそいかかろうとするほどだった。

　少年は、部隊の者数名に取り押さえられるのと同時に気を失った。

　部隊の者もどう対処していいか判わからず、少年は〝四よの地ち〟から本ほん家けのある〝壱いちの地ち〟へ運ばれることになる。

　瀕ひん死しというより、死んでいてもおかしくない状態だった少年だが、本家で治療を受け、運良く一いち命めいを取りとめると、数日後意識を回復。

　目覚めた少年は、家族も友人もふるさとも何もかもを失っていた。

　そして、少年は、心を失なくし、生きる気力を失くした。




　それが──

　彼女が花びらの淡あわ雪ゆきが降るあの庭で出で逢あった、〝彼〟だった。

　あの眼は。

　何もかもを失くしたヒカリのない瞳ひとみが、網もう膜まくに焼き付いて消えない。

　彼女は、目を閉じても、開けていても、彼の左眼を思い出してしまう。

　彼女が目の前に立っていても、彼は彼女を見てくれなかった。

　何も見てない。

　まだ、見えるはずの左眼は、何も映さない。

　すべてを失ってもなお、生きている。

　ドウシテマダイキテイルンダ。

　ドウシテヒトリデマダイキテイルンダ。
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　ヒトリニナッテモ。ヒトリニナッテモ。ヒトリニナッテモ。　　　　ヒトリニナッテモ。

　ヒトリニナッテシマッタ。

　彼が感じる生きる孤独。

「自分はどうして生きているんだ。彼処あそこで死ぬはずだったのに。皆と一緒に」

「だから」

「そうだ」

「早く死ぬべきだ」

「こんな自分は、早く死ぬべきだ」

「どうしてまだ生きているんだ」

　それは、ひどく哀かなしいこと。

　ひどく寂さびしいこと。

　彼女にはそれが判わかった。

　痛いくらいに。

　感じてしまったんだ。

　彼女もまた、そんなことを考えたことがある人間だった。

「なんで生まれてきたんだろう」

「はやく死ねばいいのに」

「どうして、わたしはわたしとして生まれてきてしまったんだろう」

「何もできない。早く死ぬくらいしかできない」

　今は、すぐに死んでしまいたいなんて思わない。

　家族やおキクさんや子供たちの無む邪じや気きな笑顔、たくさんのものに支えられて自分がいることを知っている。

　でも、本当は──不安なんだ。

　不安で仕方がない。

　自分は、生きていていいんだろうか……、って。

　呼吸をしていることにしあわせを感じる毎日。

　今日も生きて、明日あしたも生きていたい。

　ただ、それだけなのに。

　不安が押し寄せる。

　明日も生きていいんだろうか。

　何もできないわたしは。

　だから、彼女はずっと、捜さがしていた。

　自分にできることを。

　そして、彼女は彼に出で逢あった。

　彼女は想おもう。

「彼のために、こんなわたしでもできることはないの？」

　彼に見せてあげたい。

　あんなに綺き麗れいな庭の木々や花々を。

　見てほしい。

　そして、願う。




　それはたとえ夢の中でも、望んでも叶かなわなかった。

　笑ってくれない。

　すこしでいい。

「彼の笑顔が見たい」




　引かれる想おもいは、

　惹ひかれる想いは、




　やがて、ヒカリを導いていく。




　ヒカリ、惹かれ、光る。




　　　　♪




　季節はずれの雪が降る縁えん側がわにて。

　ジェット少年としてみれば、月兎じーちやんというひとは、うるさくて、わがままで、聞き分けがなくて、どうしようもなくメンドーくさいひとだ。少なからずそういう感覚がある。

　でも、それよりも勝まさってるのは、

「じーちゃんといると、楽しいんだよね。ものすごくさ」

　そんな気持ち。

　だから、

「…………す、すまんのじゃ、ジェット……」

「もう、いいってば……」

　許そう。

　上空からせまりくる月げつ兎とのノーズウォーター（ジェル状）をあと数ミリというギリギリぐあいで、首だけを無理矢理ひねってよけた。

　結果的に、無傷（？）だったんだから、よしとしようじゃないか。

　しゅん、となっている月兎に、ジェットはもう一度言った。

「だから、いいんだってば、じーちゃん」

「ほんとうか？　ゆるしてくれるのか？」

　小型犬みたくうるうるの瞳ひとみで月げつ兎とがジェットを見る。

「う……っ」

　ちょっとカワイイじーちゃん！

「わ、わかったよ……いいよ、もう……」

　……って思った──けど、いやな予感！

「ぢゅっぇぇぇぃつぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおぉっ!!」

　なんか叫んだ。

　もはや言語かどうか疑わしいけど、たぶん、

　自分の名前だ。

　じぇっと。

　はい。

　ぼくです。

「ひゃわぁぁああぁぁっ!?」

　ジェットが悲鳴を上げた。

「ぢゅぢゅぢゅぇしゅちょとぉぉおあおああお～～～～っ、なんて良い子なんじゃ！　さすがじゃ、さすがワシの孫！　略して、すご！」

　なんていう月兎に飛びつかれ抱だきつかれ押し倒されたからだ。

　小型犬どころか大型犬だ。しかも、しつけのなってないヤツ！

　そして、月兎の万まん年ねん床どこになっている布団のほうへとさりげなくちょっとずつ移動していってるのは、気のせいだろうか。

　いやだ。なんかいやだ。なにがどうしていやなのか判わからないけど、

「いぃぃぃやぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～っ!!」

　と、そのとき。

　チョーベリースーパーナイスタイミングだった。

「──こんにちわぁ」

　ふんわりはんなりした声がジェットの頭上で鳴った。

　ジェットは、大型犬に襲われ飼い主を必死で捜さがす仔こ犬いぬの目で、ヒカリ射さすそのほうへ向いた。

「み、ミーちゃんッッッ！」

　声をひっくり返しながら、救世主を呼ぶ。

　救世主は、紺色のダッフルコートに、長い黒髪には白×水色ボーダーのニット帽という姿。

　なかなか、よく似合ってて……って、観察してる場合じゃなかった。

「──ミーちゃん！」

「こんにちわ、ジェットちゃん。月げつ兎とおじーちゃん」

「うわぁあぁぁっ！　へんなとこさわんないで！　み、ミーちゃん、たすけ……！」

「あいかわらず仲よしだねー、ふたりともー。なんか、ちょっとうらやましいなぁ」

「って、どこがなの!?　そんなゆーちょーなこといってないで、──助けて!!」

　そう、ジェットが叫ぶと、今の今までふんわりな会話をしていた、ご近所さんで幼おさな馴な染じみでクラスメイトで小学校で「一番の美人」と生徒からも先生からも保護者からも認にん知ちされている女の子──束たば紗さ美み雨うは、首をかしげた。

「助けるの？　ジェットちゃんを？」

「うんうん!!」

　身体からだにまとわりつく猛もう獣じゆう（月兎）から逃のがれようともがきながらも、ジェットはぶんぶんと首を縦に振る。

　やばい、このままじゃ──自分の何かが危ない。

　ひととしてたいせつなものを失なくしてしまうかもしれないッ!?

「おねがいミーちゃん！　とにかく助けて、はやくっっ!!」

　そして、もう一度、救きゆう助じよ要請をした。

　と、

「うん。判わかったっ」

　美雨がにっこりと微笑ほほえんで、ふんわりのまま、音もなく動いた。

　その刹せつ那な、




　──フッ。




　重力から解き放たれたようにジェットの身体からだはふわりと浮き上がり、次の瞬しゆん間かんには、美雨に身体を支えられ、縁えん側がわに着地していた。

　そして、月兎はというと、

「……ぎゃふ」

　さっきまでジェット[image: を襲っていた]にじゃれついていた場所から壁まで弾はじかれ、パワーボムを喰くらったあとみたく逆さまになってＫＯされていた。

「……あ、ちょっとやりすぎちゃった？」

　無事ジェットを救出できたのはいいけれど、ちょっと、いきおいがあまってしまった。

　美雨は、ジェットのことにはいつでも真剣だ。

　もともと、生まれてくる以前、母親のお腹なかにいるときから、ジェットを守しゆ護ごするという使命を持っていた。でも、それだけじゃない。

　ジェットに〝特別な想おもい〟を持ってる。

　そうとは知らないジェットは、この幼おさな馴な染じみとの距離感に戸と惑まどっているが。

　学校の同級生──男の子たちは、誰だれも、女の子と遊んだりしてない。

　四年生くらいになってから、急に、クラスの男子が、女子と距離を置きはじめた。

『ちゃん』付けで呼んでいた男子も女子も、みんな『くん』とか『さん』になったり、名みよう字じを呼び捨てするようになった。

　ジェットはそのことにものすごく違和感を覚えた。けど、どうすることもできず、美み雨うのことをみんなとおんなじように、『束たば紗ささん』と呼ぶようになった。

　クラスの男子に、美雨とのことをちゃかされたりひやかされたりしたから、ジェットもひどく恥はずかしかった。

　でも。

　それよりも何よりもなかば無意識に、ひやかされてしまうことで美雨が哀かなしい想おもいをしているかもしれない。と距離を置くことにした。

　なのに、美雨は平然と当然のように、ジェットやほかの男子がクラスの女子との間に引いた、目に見えない境きよう界かい線せんを、ふわりふんわりと飛び越えてきてしまう。

　そして、気がつくと、いつもジェットの傍そばにいた。

　使命じゃなくて、それが美雨の意志だ。




　──世界で一番好きなひとの傍にいたい。




　ただ、それだけのこと。

　とても簡単なこと。

　なのに、ジェットにはまだ理解できないみたいで、クラスの男子にひやかされるたびに、顔を赤くして、申もうし訳わけなさそうにしている。

　美雨の気持ちに気づかないまま、想いを知らないまま。

　それでも、ジェットは少し前みたいに、美雨との関こ係とをムキになって否定したりムリに距離を置こうとしたりしなくなった。

　美雨みたく、反抗的な男子みんなをドキドキさせてしまうような笑顔を向けることはできないけれど、ジェットもジェットなりに考えて、

「このままじゃダメだ！　……ってゆう気がする。たぶん。なんとなく……と思う……」

　クラスの男子とは違う選せん択たくをしてみることにした。

　とりあえず、普通にしていよう。

　ムリして、仲よかった友達と離れちゃうことってないと思うんだ。

　女の子でも男の子でも関係ないよ。

　けどさ。

「みんなの前で『ミーちゃん』って呼ぶの、なんか恥はずかしいんだ。だから、『束たば紗ささん』とかって呼んじゃうかも……。ごめんね」

　この前も、そう言って謝ったジェットに、美み雨うは笑って、

「うん。だいじょうぶだよ。判わかってるから」

　と、うなずいた。

　判ってる。ジェットちゃんのこと、ちゃんと判ってるよ。

　それに、〝あの事件〟から、ジェットの態度も少しだけどやわらかくなっていた。

　四年生になって、ほとんどたがいの家を行き来することがなくなっていたけど、今日みたいに美雨がまた雛ひな蕗ぶき家けに遊びにやってくることも日常に戻ってきた。

　ジェットはずっと、知らなかった。

　美雨が〝護もり人びと〟とかいう自分を護まもる使命を持っていたなんて。

　月兎がこのあたりの仲間たちを束たばねる役目で、一応、一番偉いひとなんで、その家族たちに危害が及ばないようにするためのボディガードみたいなことをしているらしい。

　ずば抜けた〝チカラ〟を持つ月兎には護人はいないが、

　母、珠たま生きには、同じ会社の編集者仲間の中に、

　父、正まさ宗むねには、まんがのアシスタントの中に、

　姉、莉り々りには、美雨の姉の榛しん羽はが、

　そして、ジェットには美雨。

　と、それぞれひとりにひとりがちゃんと付いている。

　つまり、美雨は、ジェットの専属ボディガードということになるワケで。

　もしかして、だから、クラスの男子と女子がバラバラになってからも、ずっといっしょにいてくれたのかな？

　とか思ったけど、なんか違う気がする。

　そう。

　美雨は、そんな使命があってもなくても、ジェットの傍そばにいる。

　ジェットが嫌がっても傍にいたい。

　強い想おもいがある。

　それに今は、〝あの事件〟があったせいで、美雨は、ジェットの母親から雛蕗家の合あい鍵かぎを渡され、

「ジェットのことお願いねっ」

　と、頼まれてしまっている。

「たのまれちゃったからしょーがないよねっ！」

　美雨にすると、これで、学校が終わってからもジェットに逢あう理由ができた。

　それは、ささいなことかもしれないけれど。

　とてもしあわせなんだ。

　合あい鍵かぎなんて、これってなんか、うん。

　ご両親も公こう認にんって、やつかな？

　雛ひな蕗ぶき家けにも出入り自由。

　前からそうだったけど、一時期ジェットが恥はずかしがっていたから、家に行く機会がめっきり減っていたんだった。

　でも、これで……うふふ……、って──

「…………………………………………あ……っ！」

　しばらく想おもいにひたってて、忘れるところだった。

　いえ。正直にいっちゃうと、忘れてました。

　美み雨うは、月げつ兎とをぶっ飛ばしたまんまだった。

「ごめん！　月兎おじーちゃんっ！」

　ぺこりと頭を下げる美雨。

　すると。

　美雨のダッフルコートのフードから、ころりん、と何かがころがり出てきた。

「うくぅ？」

「テルミン……？　いつの間まにミーちゃんの服の中に？」

　言って、ジェットは、床で月兎とおんなじ体勢になっているテルミンを抱だき上げた。

　うさぎっぽい生き物だけあって、テルミンはせまっちいところが好きだ。

　気が付くと、何かの中にもぐりこんでいる。

　絨じゆう毯たんの下や、くずかごの中や、布団の中はもちろん、ジェットのランドセルの中とかも。

　それ以外だと、やっぱり、ジェットや月兎の頭の上が多い。

「あ、テルミン……？」

　抱き上げたジェットの腕から、テルミンがするりと抜けだした。

　ぴょんと跳はねて、転がるように、月兎がパワーボムでフォールされたままの姿になっている前まで行くと、何な故ぜか、テルミンもおんなじポーズになった。ひとりパワーボム状態。

「なにやってんの、テルミン？」

「うくぅ！」

　としかし、楽しそうに啼なくテルミン。

　どうやら、月兎が何かおもしろそうなことをしているので、自分もいっしょに遊ぼうとか思ってるみたいだ。

「あそんでるワケじゃないんだけどね。ぼく、ひっしだったんだから……って、まあいいや。テルミンたのしそうだし」

　苦笑いもおだやかなジェットの横顔を、美雨が見ていた。

　やっぱり、ジェットちゃんはこっちの笑顔のほうがいい。

　先日の〝あの事件〟では、心を闇やみに捕とらわれてしまったジェット。

　もう、あんな冷たい感かん触しよくの笑顔を見るのはイヤだ。

　わたしが護まもるんだ。ジェットちゃんの笑顔を。

　ジェットちゃんは、女の子に護られるなんて、きっと、困ってしまうだろうけど。

「ん？　どうしたの？」

　ジェットは、自分のことをじっと見てる美み雨うの視線に気がついた。

「ううん、なんでもないよ」

　そう美雨が言うので、ジェットは、「そっか」と素直に納なつ得とくした。

　あまり他ひ人とのことを疑ったり怪しんだりしないのもジェットの性格だ。

　自分よりも他人のことを優先させる。

　ジェットは、それを無意識で選せん択たくしている。

　ただ、自分のことをそっちのけにするあまり、自分のピンチにも気づかず、そのせいで対たい処しよが遅れてしまうこともけっこーある。先日の〝あの事件〟のときもそうだった。

　もう、そうならないように、美雨はいる。

　傍そばにいる。

　たとえ、ジェットに拒こばまれたとしても、嫌われてしまっても、ジェットを護りたい。

　それが美雨のあらたな決意にもなった。




　　　　♪




〝彼女〟にとって、最後かもしれない九月が終わろうとしている。

　いや。毎日が最初で最さい期ごかもしれない。

　それは誰だれにだってそうなんだろうけれど。




　彼女は、時間が過ぎるのをとても早く感じていた。

　移りゆく空と、庭の木々や花々をただなんとなく眺ながめていたときとは違う。

　それは彼女にとって、『死』へと近付くことと同意だったが、不安に思うことはなかった。

〝彼〟のことを知りはじめた。

　彼女は、ずっと彼の傍にいた。




　はじめて逢あったあの日と変わらず、彼は、生きることを拒こばんだままだった。

　仕方ないと思う。

　家族も友達も帰る場所も失なくしてしまったんだ。

　心も身体からだもひどく傷付いている。

　右みぎ眼めは光を失い、左腕の骨は粉々に砕けているという。全身をおおうような包ほう帯たいもまだ取れない。

　それなのに。

「回復が遅れているらしいんです。蒼そう間ま本ほん家けの医い療りよう班はんの〝チカラ〟をもってしてもですから、おそらく、あの子本人が、回復を望んでいないのでしょう……」

　そう、おキクさんが話していた。

　彼女に、彼の傷を治せるような〝チカラ〟はない。

　自分が蒼間でも群ぐんを抜いた能力を秘めているという自覚は、彼女にはない。

　もとより、彼女のもろくて弱い身体では、完全な能力を発はつ揮きすることもできなかった。

　チカラが使えたら、真っ先に自分の身体や病気を治している。

　蒼間の歴史、特殊な儀ぎ式しきに関する知識、そのほか、憶おぼえられることは憶えた。

　それでも知りたいこと、知らないことばかり。

　役立たずの自分。

　だからこそ。

　今までも何度も考えてきた。




　──自分が弱くなかったら。




　みんなのような〝チカラ〟で、自分の力で、たくさんのひとたちを助けることができたのに。

　もしかすると、彼も彼のたいせつなすべても救ってあげられたかもしれない。

「……ううん。救ってあげる。なんて、とても傲ごう慢まんだわ……」

　わたしは弱い。

　情けなくて、頼りなくて、役にも立たない。

　何かを「してあげる」なんて、言っちゃいけない人間なんだ。




　でも──




　彼に見てほしい。

　あんなに哀かなしい、真っ赤なうさぎの目をしないで。

　いろんなものをちゃんとその目で、見てほしかった。

　彼に何かできない？

　考えを巡めぐらせる。

　考えて、考えて、考えてみた。

　けど、何も思い付かなかった。

　自分が嫌になる。

　今日の今日まで、誰だれかに何かをしてもらうことしかできなかったんだから。

　この命をもらった。なのに、こんなに弱く生まれてきてしまった。

　たくさんのひとにいろんな迷めい惑わくをかけてしまった。心配させて、心配してもらうばかり。

　わたしは、何をやってきたんだ……！

　そう思った途と端たん。彼女は、いてもたってもいられなかった。

　閉じこもっていた部屋から飛び出して、彼のところへ急いだ。

　とはいえ、少し歩いただけで息が上がってしまうような弱い身体からだだ。彼女なりの速度で、普通のひとからすれば笑ってしまうくらいゆっくりとした歩みだったかもしれないが、今できる精一杯の速さだった。

　そして、

「よろしければ、えーっと、お散歩でも……しませんか？」

　息を切らしながらそう言って、彼女は、彼を外に連れ出した。

「…………」

　彼は言葉もなく、うなずくこともなく、でも、彼女が歩く少しうしろをついてくる。

　それだけだ。

　彼女は、哀かなしくなった。

　彼には明確な〝意志〟がない。

　自分自身という存在すらも、彼は失なくそうとしているようだった。

　おキクさんの話では、

「いつも部屋でじっとしていて、呼吸をしているのかどうかも判わからないくらい無反応で静かすぎるんですよ。屋敷の使用人たちの中には、不気味だと怖こわがっている者すらいます」

　そうらしい。

　誰かが「飯を食え」と言えば、彼はご飯を口にするし、じっとしている彼を心配したおキクさんに「外に出て陽ひにでも当たってきなさい」と言われれば、外に出る。

　しかし、そこに彼の〝意志〟はなかった。

　だから、彼女が散歩に誘えば、無言であとをついてくる。

　それが確かだったと判ったからこそ、彼女はよけいに哀しくなって、だからこそ、よけい彼に何かできないだろうかと強く想おもった。

　今彼は、最初に逢あったあの日のように庭で所しよ在ざいなげにたたずんでいる。

　と、

「あいつ、なんだよー。姫ひめさまをひとりじめしてるぞー？」

　ふたりを見た子供たちが、そんなことを言った。

　そして、全身を包ほう帯たいにおおわれた彼を怖こわがることなく、近付いてきた。

「なんだよおまえー、姫ひめさまはみんなの姫さまなんだぞーっ」

　子供のひとりが、何ど処こかのオトナの受け売り文句を言う。

　この辺りに暮らす人々は、〝チカラ〟を持った能力者たちのことをよく知っている。

　支援してくれてすらいる。

　もののけとの戦いで傷付き倒れた──能力者たちを何度も見てきていた。

　子供たちにとっては、全身を包帯におおわれた彼のような人間もめずらしくなかった。

　だからこそ、周囲の村の人々は、蒼そう間ま一族やその組織の仲間たちが、命を賭として自分たちを護まもってくれていることに強い感謝と尊敬の想おもいがあった。

　ただ、子供たちは、ちょっとだけ違うらしく、

「なんだよ、おまえー、なんとかいえよっ！」

　なんの反応もしない彼にしびれを切らした子供が、彼の足をガッと蹴けった。

　彼の感情のない瞳ひとみが、子供たちに向く。

「な、なんだよっ！」

　お面のような彼の表情に、ひるんでしまう子供。

　彼女は、あわてて、

「ごめんなさい。彼はまだ、元気がでないの。だからね、今度遊びましょう」

　そう言って、とりつくろった。

「いいよ、そんなやつと遊びたくねーもん！」

　あっかんべー、と彼に向かって舌を出し、子供たちは走り去ってしまった。

　彼女はそれを哀かなしそうな瞳で見送るしかなかった。

　本当は、子供たちと遊んだりすれば、彼にも少しは反応があるかと思っていた。

　けれど、自分がそれをできなくしてしまった。

　どうしたらいい？

　どうすればいい？

　必死だった。

　彼女は、どうして自分がそんなことを考えたり、一いつ喜き一いち憂ゆうして、悩んだり落ち込んだり、様々な感情に揺ゆれるのか、あらためて考える余裕なんてなかった。

　それは──自分の身体からだのことを忘れてしまうくらいに。

　彼の気分が少しでもまぎれたら、と散歩に連れだし、庭をあちこち見て廻まわった。

「この木は、春にはとても綺き麗れいな薄うす紅べに色いろの花を咲かせるんですよ」

　とか、ひとつひとつの木や花の説明をしても、彼からの反応はない。それでも、めげずに彼の手を引いて、次の場所へと移動した。

　しかし。

　庭といっても、蒼そう間ま家けの敷地は広い。それに、彼女の体力は子供よりもはるかに劣おとる。

　一番最初に、彼に逢あった場所まで来たとき彼女は、

「そうそう、あの日、風に舞って淡あわ雪ゆきのように降っていた花の名前は──…………」

　声が途と切ぎれた。

　あれ……？

　どうして？

　彼女の視界は、真っ白になっていく。

　彼が自分を見下ろしている姿がかすかに見えただけだった。

　こんなときに、こんな場所で……？

　身体からだがいうことを聞いてくれなかった。

　意識が遠のいていく。

　彼に向かって、手を伸ばした。その手は空気をつかんだ。







「……また、心配をかけてしまいました。すみません」

　自室に敷しかれた布団の上で横になる自分の顔をのぞきこむおキクさんに、彼女は言った。

「何をおっしゃいますか、お嬢じようさまっ！」

　おキクさんはひどく恐きよう縮しゆくした。

　目覚めたとき、自室の天井とおキクさんの不安でいっぱいの顔がそこにあった。

　彼の姿を捜さがしたが、案の定、いなかった。

　彼女は、こっそりうしろをつけてきていたおキクさんに助けられていた。

　無理をして、長い時間外を歩き廻まわったせいで、彼女は体力を使い果たしてしまった。

「──彼は、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　そして、それが、一番最初に彼女の口から出た科白せりふだった。

「本当にまったく、お嬢さまは……」

　と、おキクさんの表情があきれた風ふうに変わった。

　地面に倒れ込む彼女を目の前にしても、彼の表情は変わることがなかった。

　それなのに、倒れたのは自分なのに、彼のことを気にかける。

　彼は、おキクさんに言われるがまま、自室に戻ったという。

「ありがとう。おキクさん」

　自分を助けてくれたことなのか、それとも彼のこと──倒れた彼女を助けようとしなかった彼をおキクさんが責めなかったことなのか、おそらく後こう者しやだろう。彼女は言った。

　彼女の〝らしさ〟に、ほっとしながら、おキクさんは、

「けれど、あまりご無理はなさらないでくださいね。わたくし、寿命が縮ちぢまる思いでしたよっ！」

　と、一気にまくし立てた。

　が、すぐ、はっと我われに返った。

「も、申もうし訳わけありません、お嬢じようさま！　あ、あ、あの、そのっ、ですね……！」

　──寿命が縮まる。

　短い命と判わかっている人間に言うべき科白せりふではなかったと、おキクさんが自分の不注意を責めているのが、彼女には判った。

「気になどしてはいません」

　彼女は、にこりと微笑ほほえんだ。

「で、でも……！」

　まだ、後悔しているおキクさんに、彼女ははっきりと首を振った。

「いいえ。本当に大丈夫です。むしろ、わたしのほうこそ、おキクさんの寿命を縮めてしまったのなら、謝らなくてはいけません。このことでもし、わたしよりもおキクさんが先に瞑めいするようなことがあれば、わたしの責任でしょう？」

　彼女は冗じよう談だんのつもりで、ふふっ、と笑ったが、次の瞬しゆん間かんには「しまった」と後悔した。

　おキクさんが泣きそうな顔になっている。

　哀かなしい目で彼女を見ていた。

　慣なれない冗談なんて言うんじゃなかった。

「ごめんなさい。悪ふざけが過ぎましたね……」

「いいえ……っ！　わたくしこそ、申し訳ありませんでした……！」

「違うの。わたしが悪かったんです」

「いえ、わたくしです！」

　否定を否定する。

　そのあとも、それを何度か繰くり返して、

「もう、やめましょう。自分で自分を責めても仕方がありませんから。ね？」

　彼女がやさしく笑いながらそう言って、

「も、申し訳ありま……いえ……はい、お嬢さま……」

　おキクさんが謝りかけたが、ようやくそこで会話は終了した。

　やっと。

　ああ、

　なんだか、




　──疲れる。




　無意識にそんな言葉が浮かんできた。

　最低な感情だった。

　自分の心の醜みにくさに厭いや気けがさす。

　きっと、おキクさんのほうが、こんな我わが侭ままで最低なわたしの相手をして、疲れている。

　なのに、自分の身体からだの弱さを理由にわたしは……。

　身体が弱い上に、心まで弱くしてしまっている。

　こんなわたしに何ができる？

　何もできない。

　変わりたい。

　強くなりたい。

　誇れる自分がほしい。

　ああ、わたしはやっぱり、我が侭だ。

　ほしがってばかり。

　望んでばかりいる。

　こんなに心配や迷惑ばかりをかけているのに。

　目を閉じると、〝彼〟の顔が浮かんできた。

　想像でも、笑顔を思い浮かべることができなかった。







　やがて、夜が「今こん晩ばんは、お嬢さん」と最高の笑顔でやってきた。

　たくさんの星々と、明るすぎる月をその暗くら闇やみに浮かべながら。

　虫が、眠りを誘いざなう音楽を奏でる。




　リーン、リーン、リーン、リリーン……。




「夢でも駄だ目めか……」

　いつか、彼の本当の笑顔が見られたら、どんなにしあわせだろうか。




　少しずつ、運命ではない、何かが〝彼女〟と〝彼〟を動かそうとしていた。

　ヒカリへ導こうとしていた。




　それは、きっと、




　──こころとゆうのです。




　　　　♪




「何をやっている、こいつは……？」

　そう言って、あきれるのは、初しよ老ろうの男性。

　この男性、左さ海かい秀ひで雄おは、このあたりの地域で酒屋をチェーン展開して現在も事業拡大中の社長さんで、月げつ兎とと──年齢的に若いころから、付き合いのあるひとだ。

　月兎がやっている『シルバーシーツ』という自じ虐ぎやく的てきなんだかなんなんだかな名前の──バンドのメンバーでベース担当。さらには、〝夜のお仕事〟の仲間だったりもする。

　若すぎる月兎ほどじゃないけれど、白しら髪がまじりでも、陽ひに焼けていて筋肉質で健康的な身体からだつきをしていて、還かん暦れきすぎとは思えないほど若々しい。

　今日は、その〝夜のお仕事〟関係のアレで、雛ひな蕗ぶき家けを訪ねてきたらしいが、パワーボムを喰くらったあとみたいな状態の月兎を見るなり、ため息をこぼした。

「ご、ごめんなさい……」

　ジェットがはずかしそうに謝る。

「あ、違うんです。わたしがちょっと……」

　自分のせいだと美み雨うは、左海に伝える。

「ミーちゃんのせいじゃないじゃん。ぼくが助けてってたのんだんだし」

「ううん。わたしだもん、だって」

「違うってば」

「違わない」

「違うよ」

「違わないの」

「──判った判った。どっちも悪くない」

　ジェットと美雨の初々しいやりとりを左海がさえぎった。

　放ほうっておいたら明日あしたまでやっていそうだった。

「どうせ、そこの月バ兎カがまた何かしたんだろ？　こいつのことでいちいち気に病む必要はない」

　左海は、ずかずかと部屋の中に入り、逆さになっている月兎の頭をつかむと、




　ひょい。




　と軽々持ち上げた。

　幼いころからお酒の配達できたえた筋力は伊だ達てじゃない。

　左海は、〝夜のお仕事〟のほうでも、現役だ。

「起きろ、月げつ兎と」

　そして、左さ海かいは、容よう赦しやなく何度も月兎の頬ほおをはたいた。




　ビシ！　バシ！

　ビシ、バシ、ビシ、バシ！

　ビシバシビシバシビシバシビシバシッ！




　月兎がなかなか目を覚まさず、とちゅうから往復ビンタになっていた。

「……って！　痛いじゃろーがぁぁぁぁぁっ！　なにやっとるんじゃ、貴き様さまは──!?」

　いくら月兎が不死身だからといって、顔が変形するほどなぐっていいんだろうか、「ぼくがストップさせたほうがいいんじゃ!?」とジェットがなやんでいると、ようやく月兎が目覚めた。

　心なしか、すでに顔の形がおかしく……、

「お前が何をやっている？　むしろ、こっちが訊ききたい」

　月兎と古くからのつきあいだけあって、月兎のハイテンションをあっさりうけながし、「さっさと行くぞ。雪が降ってるんだ。もたもたしていると早く迎えにきた意味がなくなる」

　左海は言った。

「行くって、何ど処こへじゃ？」

　としかし、月兎はきょとんとなった。

「お前、寝ぼけてるのなら、もう一度ぶん殴なぐってやろうか？　今度はこっちで」

　言いつつ、左海が拳こつちをにぎる。

「うおっ！　や、やめろ！　いくらワシがアレでも、痛いもんは痛いんじゃぞ!?　特に、おまえは『バカ』力じゃしなっ！」

　バカを強調する月兎。

　あることがきっかけで〝不ふ老ろう不ふ死し〟の身体からだになってしまった月兎だが、五感など感覚はちゃんとある。

　お腹なかもすくし、殴られたら当然痛い。

　ただ、普通の人間よりも異常に回復が早く、くわえて、特別な感覚が鋭くなっている。

　とか、前に左海たちが説明をしてくれたことがあった。しかし、ジェットはいまいちよく判わかってないことのほうが多かった。

　特別な感覚？　第六感ってやつかな？

「少しずつ判っていけばいいさ」

　と、そのとき、左海は言ってくれたけれど。

　正直、落ちこんでしまう。

　ずっといっしょにいたのに、こんなにたくさん、月兎について知らないことがあったなんて。

　家族失格だ。

　孫失格だ。

「じーちゃんのことが大好き」なんてゆう権利は、自分にはないっぽい。

　よし、がんばろう。

　がんばって、ちゃんとした孫になろう。

　そんで、じーちゃんをちゃんとしたご老人にしてあげちゃおう。

　よーし！

　決意もあらたにしたジェット。

　──は、とりあえず置いといて。

　左さ海かいが首根っこをつかんで月げつ兎とを部屋から連れ出そうとしていた。

「あの、どっか行くんですか？」

　ジェットが訊きいた。

「ああ。月兎こいつが壊したギターを直しにいくんだ」

　どうやら、月兎と左海は、月兎のギターを作った『工こう房ぼう』へ行く予定だったらしい。

　月兎も車の免許を持っている（普ふ段だんの移動は機動力のある赤い原付ズーマー）が、雛ひな蕗ぶき家けの乗用車よりも、雪ゆき道みちもへっちゃらそうな四よん輪りん駆く動どうのＲＶ車を所有している左海に、

「お前、どうせヒマじゃろ？」

　と昨夜ゆうべ、月兎が連絡していた。

　ギターは〝夜のお仕事〟には必要不可欠。雪がやんだらとか悠ゆう長ちようなことも言ってられない。

　それが判わかっている左海は、「べつにヒマじゃないがな」と言いつつもこうしてきてくれた。

「ず、ずうずうしくてすみません……」

　また、ジェットは深々と頭を下げ、祖父げつとの代わりに謝る。

「いいって。あ、そうだ。なんなら、お前らも一緒にくるか？」

　左海の思いがけない誘いだった。

「いいんですか？」

　ジェットは、美み雨うと顔を見合わせる。

「かまわないよ。雪が降っているからな、ちょっと時間はかかるがそれでもいいなら」

「いえ、ぜんぜんだいじょうぶです。よろしくお願いします」

　ジェットと美雨は、ぺこりと頭を下げた。

「お前もあれくらい素直ならいいんだがな」

　傍かたわらの月兎に、左海がつぶやく。

「なにをゆうか！　ジェットが人一倍よいお子さまなだけじゃい！」

　愛は盲もう目もく。

　溺でき愛あいする孫の優秀さを力説する月兎。

「は、はずかしいからやめてよっ！」

　ジェットの願いもむなしく、月げつ兎との孫自じ慢まんがはじまってしまった。

「判わかったから、とりあえず、車に乗れ！」

〝ジェットのほっぺの赤いのが実はりんごのうまさを引き出す効果がある理論（第二次）〟を展開させる月兎を面倒くさそうに肩に担かつぎ上あげ、左さ海かいは、

「お前らも用意してこい」

　と、ジェットと美み雨うにうながし、玄関のほうへと消えていった。

　姿が消えても聞こえてくる〝せきらら〟で〝ちじょく〟にまみれた月兎の声に、自分の耳と美雨の耳を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうに駆かられながら、

「じゃ、ぼ、ぼくコートとか取ってくる……ね？」

　ジェットは美雨に言って、その場から逃げるように小走りに二階の自室に向かった。

「玄関のところで待ってるよー」

　ふんわりはんなりした声を背中に受けつつも、振り返ることのできないジェット少年だった。

「ハ……ハズイよ！　じーちゃん！　まったくもーっ！」

　ほっぺも顔もりんごみたいに真っ赤になってた。







　月兎が買ってくれたパンキッシュなデザインのコート（フードにはテルミンがもぐりこみ中）をはおって、ブロックチェックのマフラーを手にしたジェットは、美雨といっしょに、左海所有のおっきなＲＶ車の後部座席に乗りこむ。

　月兎は前の座席で、まだジェット自慢をしていた。

　おねがいだから、じーちゃん、やめて……。

　暴走する月兎はなかなかのことじゃ、止まらない。

　それをジェットも美雨も、もちろん左海もよく理解している。

　だから、こういうときは、

「ほっとこ……」

　窓の外に目を向け、月兎の暴走から目をそらすジェット。

　そんな、ほっぺをふくらませふてくされるジェットを美雨は、「ジェットちゃん、すごくかわいいなっ」なんて思ってしまっていた。

　そして、ちょっとだけ、腰を浮かせて座る位置を変えてみたりしている。

　窓の外を見ていたジェットは気づかなかった。

　美雨が「どさくさだなー」と思いながらも、ちょっぴり近づけたその距離に頬ほおを紅あかくしていることにも、ジェットはやっぱり気づかなかった。
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　その代わりに、ジェットは、

「ん？　あれ？」

　窓の外。

　違い和わ感かんを覚えていた。

　ジェットが、なんだろ。と顔を寄せると、すぐに窓ガラスが真っ白になってしまった。

「あー、っわー」

　手のひらで、結けつ露ろをぬぐう。

「どうしたの、ジェットちゃん」

　ひとりでわいわいやってるジェットに、美み雨うが訊きいた。

「あのさ、今、外に……あれ？」

「外に？」

「…………なんか……いたような……？」

「なんかって？」

「……えーっと、『ひと』……かな？」

「そりゃいるよ？　だって、近所のひととかいるし」

　おかしなことを言うジェットに、美雨が首をかしげる。

「いや、そう、なんだけどね……、なんてゆうか……気のせいかなぁ……」

　窓がまた曇りはじめている。

　雪は降るのをひと休み。

　ぶろろろろろろろー、と、エンジンがうなった。

　ぐぐぐぐ、ぐぐぐぐ、と、雪を踏みつける音が鳴る。

　ゆっくりと車が走り出す。

　出発進行。

　じーちゃん、いいかげん黙だまって。

　気分はちょっとした遠足なアレ。

　ちっちゃいわくわくとどきどき。

　お弁当は無理かもしれないけど、水筒くらいもってくればよかったかなー。

　あったかいお茶を入れたやつ。

　美み雨うもおなじようなことを思っていたらしく、目があうとなんとなくそれが判わかって、

「んフフフフー……っ」

　と意味もなく、ふたりで笑った。

　違和感は忘れてしまっていた。




　　　　♪




　──影。




　ひとつ。




　視線。

　ＲＶ車を追いかける。

　影。

　ずっと、様子をうかがっていた。

　まるで、監かん視しでもするように。

　視線。

　影。




　それは、影。




　ゆっくりと動き出した。




　影、

　と、




　いつかの時間と。




「見つけたぞ、裏切り者──雛ひな蕗ぶき月げつ兎と……」

　影は、つぶやいた。

　つめたい雪のなか。

　吐はく息が、白くなった。

　つめたい。











A DAY IN SEPTEMBER－fin.









[image: 第弐幕　はるかかなたのせかいにて、きみと。]










　　　　♪




　九月が終わるころ。

　このところ、〝彼女〟の体調は悪くなかった。

　部屋でじっとしているのがたいくつで仕方がなくて、少しぐらい身体からだを動かしていたほうが調子がいいくらいだ。

　それにしても、以前、歩き廻まわって倒れたのが、嘘うそのよう。

　どうしたんだろうかと、自分自身に訊たずねてみた。

　もしかすると、ずっと、〝彼〟をつれだしては、庭や屋敷の中を歩いたりしていたのが、逆によかったのかもしれない。

　彼女は、今日も──彼と歩いていた。

　派手に倒れて、おキクさんにあれだけ心配と迷惑をかけたのにもかかわらずだ。

　あの翌日も彼女は、彼のもとを訪たずね、そして、

「お散歩にでも行きませんか？」

　彼をつれだした。

　それから、ほとんど毎日だ。

　あまりにも体調が悪くて、布団から起きあがれないときをのぞいて。

　本当は、そんな状態でも彼女は、彼のところに行こうとしたが、

「お嬢じようさま、もっと自分をいたわってください！」

　と、おキクさんに言われてしまった。

　最近は、起きあがれないほどの不調は少なくなっているけれど、彼女の身体は変わらずもろくて弱いままだ。

　強くなんてならないだろう。彼女も理解している。

　しかし。

「病やまいは気から」

　とはよく言ったもので、身体が弱いからと心まで弱くする必要はない。

　そう思ったときから、彼女の身体はよくなってはないが、悪くもなっていなかった。

　今はもう、移り変わる空と庭を眺ながめて、死に向って過ごすだけの毎日じゃない。

「彼をつれだすことを理由にしているけれど、本当はわたしが、お散歩を楽しみにしているだけなのかもしれません」

　そう、彼女が冗じよう談だんのように言うと、おキクさんが「それでもいいですよ。お嬢さまがお元気で笑っていてくれるなら」と微笑ほほえんでくれた。

　少しずつ、何かが変わっている。

　変わってゆく。

　以前、彼女は、おキクさんや家族や周囲の人々が気を遣つかわないように、無理をしてでも笑顔でいようとした。

　結果として、彼女はそれに──疲れてしまった。

　が、今は、自然と笑みがこぼれてしまう。

　慣なれない冗じよう談だんなんて言えてしまう。

　どうしてだろう。

　どうしてでしょうね。

「……フフフっ」

　思わず笑いが唇くちびるから弾はじけ出てしまった。

　はしたないと思いつつも、彼女はそれを止められなかった。

　その日、はじめて──彼の『声』を聴きいた。




　　　　♪




　車は走るよ、何ど処こまでも。

「行ゆく先かい？　そりゃあ、風の吹くほうさあ」

　……。

　…………。

　んなこたない。目的地はある。ちゃんとある。

　ジェット、月げつ兎と、美み雨うを乗せて、左さ海かいが運転するＲＶ車は、現在、のどか丸出しの住宅地を抜けて市街地のほうへと向かって走っていた。

　ちゃっかりついてきてたテルミンが、ジェットと美雨がぬいだコートの中にもぐりこんだりしてあそんでいる。

　スピードは出せないが、このＲＶ車は雪ゆき道みちでも安定感があって、車内にはちいさなボリュームで音楽が鳴っていたりとリラックスできて、長い移動時間もあまり苦にならなそうだ。

　なんというタイトルの曲で、なんというアーティストかバンドが唄うたってるのか判わからないけど、ジェットも美雨も自然に身体からだでリズムを取っていた。




　──アイムウェイティンフォーマイガール。




　と印象的に何度も繰り返される歌か詩し。

　たぶん全部英語なので、ジェットにはチンプンのカンプンだけど、舌っ足らずの女の子ヴォーカルが耳に心ここ地ちよかった。

　声だけ聴きくと、ジェットや美み雨うと同年齢おんなじくらいの娘が唄うたってそうだけど、声が幼いのかもだ。

　ジェットの姉の莉り々りみたいに。

「莉々お姉ちゃんって、すごくかわいい声してるよね」

　と、あの美雨──小学校の生徒や先生や保護者そして街の人たちから『究極の癒プリンセス・オブ・し声少女ウイスパーヴオイス』の称しよう号ごうを得ている──が、そう言うくらい、十六歳には思えない幼い声をしている。

　ちなみに、莉々は小学校在学中、生徒や先生や保護者に「校内一、いや、街一番の美少女」と謳うたわれ、『究極の甘プリンセス・オブ・え声少女ロリイタヴオイス』と呼ばれていた。

　そんな莉々は今、美雨の姉の榛しん羽はといっしょに、聖せいなんとかかんとかってゆう超有名な女子校の寮りように入ってしまっていて家にはいない。

　それまではずっといっしょだった姉のことを、

「ねえさんの声ってかわいいんだ。へぇー」

　と、はじめて意識してみた。

「リリィの声は、底抜けにかわいいんじゃい！」

　なんて、じーちゃんもおなじようなこと言ってたし。

　じゃあ。たぶん、そうなんだろうな。

　ってことは、今、カーステレオから流れてるこのかわいらしい声のひとも、ジェットたちとおない歳どしぐらいじゃなくて、莉々や榛羽くらいの年齢かもしれない。

　──というようなことを考えていたら、

「ねえさんと榛羽おねーちゃん、今ごろなにしてるのかなー」

　とか、ふと思った。

　なんとなくだった。

　なんとなく唄ってるひとのことが気になったら、なんとなく姉たちのことを思い出した。

「ね？」

　ちいさな声だったので、助手席の月げつ兎とと運転席の左さ海かいには聞こえなかった。

　聞こえていたのは、美雨くらいで。

「そういえば、そうだね。あんまり帰ってこないね。おねーちゃんたち」

　と、返してくれた。

「莉々おねーちゃんも、うちのおねーちゃんも、勉強とか部活とか友達と遊んだりとか、けっこーいそがしいみたいだよ」

「そっか……」

　残念そうに、ジェットはつぶやいた。

　なんとなく、その話題はそこで終わった。

　美雨は、ぼんやりとするジェットの横顔を眺ながめていた。

　ジェットの、美雨に──幼おさな馴な染じみに対する鈍どん感かんさときたら、ありえない。

　他ひ人との気持ちや見た目やいろんな変化は敏びん感かんに感じとってしまうくせに、対美み雨うになると、そのセンサーがまったく働いてないんじゃないかってゆう。

　ってゆう！

　美雨にしてみると、「それもジェットちゃんだから、うん。いいの」って、愛は盲もう目もく。

　しかし。

　いや、しかしながら！

　美雨は、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、今の会話でドキドキしてしまった。

　というのは。

　話題に上がった人物が、ジェットのアレだったからだ。

　なんとなくなかんじで、ジェットは莉り々りのことを思い出していた。

　その流れで、同時になーんとなく、でもしっかりと、もうひとりのことを思い浮かべていた。

　美雨の姉──榛しん羽はのことを。

　これが美雨にとっては、ちょっとアレだった。

　なにしろ、ジェットの初恋のひとは、







　──榛羽だ……！







　ジェット自身気づいてないアレだけど、美雨には確信に近いアレがあった。

　幼稚園のとき、先生に、「好きなひとの絵を描いてみましょう」と言われ、美雨をはじめとする『もも組』のみんなが、お母さんやお父さんを描いているのに対し、ジェットひとりが、

「しんはおねーちゃん」

　と、ありえないことに家族以外の、榛羽を描いてた。

　たしかに、雛ひな蕗ぶき家けと束たば紗さ家けは家族ぐるみの付き合いがある（でも月兎と美雨の父親はあんまり仲良くない）が、しかし、ソレはソレ、コレはコレで。

　残念ながら間違いないんです！

　このとき、『ジェット歳とし上うえ好ずき説』が美雨の中で浮上し、現在もそれは、美雨にとってマイナスでシリアスな定説として存在していた。

　しかもジェットは無意識に榛羽を想おもうことがあるので、美雨はうかうかしていられない。

「ジェットちゃんが、しあわせならそれでいいんだけど……」

　でも、複雑な気持ちなのもたしか。

　美雨にとって、ジェットは一番たいせつで、一番大好きなひとだ。

「一番たいせつで一番好きなひとは、自分がしあわせにしたい！」

　そう、美み雨うは想おもっている。

　願わくは、大好きなひとがしあわせになりますように。

　願わくは、そのしあわせを運ぶのが自分でありますように。

　ぜいたくでしょうか？

　わがままでしょうか？

　ちょっと悩んでしまう。

「ハァー……」

　美雨の口から、思いがけずため息がこぼれてしまった。

「どうしたの、ミーちゃん？」

　純真無む垢くで真っ直すぐな瞳ひとみでジェットが、美雨を見た。

「気分でも悪い？　横になる？　この車ひろいし」

　ジェットが訊きく。

　こういうところは、めざといジェット。

　が、美雨にとっては少し残念だったりもする。

　これは美雨が特別だからってワケじゃない。

　ジェットは、クラスの男子でも女子でもこういう接し方をする。

　つまり、ジェットは美雨に、ふつうのクラスメイトとほとんど変わらない接し方をしているということだ。

　ほかのひとたちは美雨のようにジェットの魅力に気づいてないし、美雨は幼おさな馴な染じみというアドヴァンテージもあるが、時にそのアドヴァンテージは、一定以上の関係になれないというマイナス方向に働いたりもする。

　最大の武器が最大の弱点だったりするってゆうアレなアレだ。

「ううん、だいじょうぶだよ、ジェットちゃん」

「そう？　気分悪くなったらいってね」

　ジェットは微笑ほほえんだ。

「ありがと、ジェット……ちゃ……ん………………」

　美雨が急に口ごもって目をそらすので、どうしたのかと、ジェットは、美雨が一瞬見たほうに視線を向けた。

　すると、

「…………いいなぁ、ワシもラヴラヴしたいんじゃなあ……」

　ものっそい、[image: うらめしそうな]うらやましそうな目で月げつ兎とが、じとーっと、ジェットと美雨のことを助手席のシートの隙すき間まから見ていた。

　そういえば、ジェットちゃんを巡めぐるライバルがここにもいたんだった……。

　うっかりしてた美雨。

　一方。

「はぁ、なにいってんの、じーちゃん？　ぼくは、ミーちゃんが気分悪……」

　ジェットが言う。

「ワシもラヴラヴしたいんじゃぁぁぁぁあ～～～～っ！」

　としかし、月げつ兎とは聞いちゃいなかった。

「むきょぉ～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ますます聞いちゃいなかった。

　月兎が助手席から水泳の飛びこみでもするように、後部座席のジェットと美み雨うの間に、モッシュ＆ダイヴしてきたんだから。

「うわぁ～～～っ！」

「きゃぁぁぁぁっ!?」

　ジェットと美雨の悲鳴が上がって、

「ば、バカヤロウ!!」

　車を運転していた左さ海かいが怒鳴った。

　月兎が後部座席へダイヴを決行したとき、バタバタさせたその足が運転中の左海の腕を蹴けり飛ばしていた。

　そのせいでハンドルがとられ、直進していた車は、急激に左に曲がり、道じゃないほうへ。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ジェットの叫び声。

「うきょ～～～～～～～～～～っ!?」

　月兎の奇き声せい。

「しっかりつかまってろッ！」

　左海の怒ど声せい。

　さすがのＲＶ車でも、雪道で急ハンドルなんて、タイヤが滑すべって右往左往してしまう。

　──し、し、し、し、死んでしまいます！

　ジェットは、天国に行った祖母のことを想おもった。

　あー、ばーちゃん。

　どうやら、ぼくは今日、死んでしまうことになりそうです。

　なんてゆうか、いいこともたくさんあったと思います。

　なんだかんだで、しあわせな一生だったんじゃないでしょうか、ぼくは。

　ああ、宿題やってないや。

　ごめんなさい、先生。

　ぐるぐる廻まわる視界。

　走そう馬ま灯とうがしゃかりきにジェットのいろんなところを駆かけめぐりかけていたそんなとき、







　──大だい丈じよう夫ぶよ、ジェット。







　声がした。

　やさしくて、あったかくて、透すき通るような、母の珠たま生きや姉の莉り々りになんとなく似てるような気がした。

　気がしただけかな？

「ジェットちゃん！」

　今度は、美み雨うの確かな声がして、ジェットの身体からだは一いつ瞬しゆん、重力を忘れたみたいに軽くなった。

　あれ？

　これ前にも……。

　なんだっけ？

　あ、そうだ！

　デジャヴ！

　じゃなかった！

「く、車……っ！」

　…………、

　…………、

　…………止まってる？

　車は停車していた。

　視界が実に暗いが、たぶん事故を起こしたっぽい車から投げ出されることなく、ジェットの身体はちゃんと車の中にあって、痛いところもない。

　左右に振られていたときにあった、身体が押しつぶされるような重力も感じない。

　まだ心臓がばくばくいってるけど、なんとか、思考ははっきりしてきた。

「──だいじょうぶ、ジェットちゃん？」

　美雨の声が頭上から降ってきた。

　ん、これもどっかで……。

　って。

「ん……、わ、ごめん！」

　ジェットはあわてて身体を起こした。

　美雨がジェットにおおいかぶさるようにして護まもっていてくれて、おまけに、膝ひざ枕まくらみたいなかっこうになっていた。

「だいじょうぶ？」

　もう一度、美み雨うが訊きく。

　不安そうな、心配そうな表情で。

「だいじょうぶだよ」

　ジェットは、微笑ほほえんで言う。

　けど、ドキドキしていたせいで、顔がちょっぴり引きつっていたかもしれない。

　死にそうな思いをしたんだ。

　ドキドキくらいしちゃうよね。

　ホントウニソウ？

「──そうだよ……っ!?」

「え？　どうしたの、ジェットちゃん？」

　急にジェットが叫んだので、美雨が首をかしげている。

「なんでも、なんでもなくて、えっと……！　あっ！　じ、じーちゃんは!?」

　なんとなく話題を変える。

「……じ……じーちゃん……」

　月げつ兎とは、後部座席（さっきまでジェットが座っていた場所）で、パワーボムをもろに喰くらってフォール負けしたひとみたいな天地のひっくり返ったポーズでＫＯ状態だった。

　と、そのとなりで、「うくっ」とテルミンもおんなじポーズだ。

　……デジャヴ。

「このバカヤロウがっっっ！」

　左さ海かいの怒ど号ごうがした。そして、運転席から身を乗り出すと、危あやうく大だい惨さん事じを招くところだったその原因──月兎の土ど手てっ腹ぱらに、

「うぎゃ……っ」

　とどめを刺すように、思いっきり蹴けりを入れた。

「おまえは、死なないかもしれないが、俺おれたちは死ぬんだよ、バカ！　もう少し考えろ、いくつになったんだよ、オマエは!!」

　言って、もう一度、蹴りを入れる。

　長年の友人じゃなければ言えないようなものすごいことをさらりと言ってしまう。

　月兎の〝真実〟にちょっとだけ触れているジェットには少し、耳にも心にも痛い科白せりふだった。

　けれど、月兎と左海の間には目に見えない、たぶん崩れることのない、失なくなることのない、『たしかな何か』がある。

　ジェットの知らない、長い時間がそこには流れていた。

　そっか。

　左海さんは、ぼくの知らないじーちゃんのことも知ってるんだ。

　ぼくの知らないじーちゃんか……。

　どんなだったんだろう。

　昔のじーちゃんも、やっぱり、こんなだったのかな。

　ばーちゃん、たいへんだったんだろーなー。

　じーちゃんて、わがままだし、うるさいし、ひとの話きかないし、下品だし。

　あ、でも。

　そういえば、じーちゃんって、ばーちゃんのゆうことはちゃんときいてたんだっけ。

　あらためて思う。

　ぼくのばーちゃんって、どんなひとだったんだろう？

　写真でしか知らない。

　いつも笑顔のひと。

　とても綺き麗れいでやさしそうなひと。

　雛ひな蕗ぶき家けには、ジェットのばーちゃんの写真はもちろん、家族の写真がたくさんある。

　家か長ちようの月げつ兎との『想おもい出は、記憶にも記録にも残すんじゃ！』という号令で、みんながみんなを撮っていた。

　母親も父親もすごくいそがしいから、家族旅行とかのはほとんどないけど、ジェットや姉の莉り々りの入学式、卒業式、運動会、学芸会、文化祭、こないだの卒業生を送る会から、何気ない日常の写真まで、ほんとうにたくさん。

　中でも、ジェットが好きなのは、月兎が撮ったばーちゃんの写真や、誰だれか（たぶん、左さ海かいたち仲間）が撮った月兎とばーちゃんが映ってる写真。

　笑顔で、そこにいるふたり。

　ばーちゃんは、いつも笑顔だ。

　その傍そばにはいつも月兎がいて、ふたりともとてもしあわせそうだった。

「今でもしあわせじゃよ」

　と、月兎は笑う。

『今が一番しあわせ』

　そう言えるよう。

　胸を張って言えるよう。

　そうなるようにがんばる。

　努力する。

　それも月兎が決めた雛蕗家々か訓くん。

　だからだろうか。

　月兎が今も、笑っているのは。

　笑ってるじーちゃんは、好きだ。

　やさしくて、あったかくて。

　ジェットも「ずっと笑顔がいいな」とか思った。

　まあ、でも今日みたいに月げつ兎とが無む茶ちやしたら、それもどうなるか……。

　じーちゃん……。

　うん！

　やっぱり、ぼくががんばらないとだね！

　じーちゃんを車の中でダイヴしたりしない、〝カタギ〟なご老人にしよう！

　派は手でな見た目は、しょーがないとしても。でも、ちゃんとしてほしいとは思う。

　ちゃんとってどんなのか判わからないけどさ。たぶん、腹巻きしたり、〝ステテコ〟とか？

　…………と・に・か・く！

　がんばろう、自分っ！

　決意をあらたに。

　車もまた、走り出す。

　月兎は身動きが取れないように、左さ海かいによって助手席のシートに縛しばりつけられていた。

　そりゃそうだ。

　ギターを直しにいくのに、自分たちが入院するはめになったらたいへんだ。

　これで一安心……かな？

　安全運転、よろしくお願いします。

　目的地まで、もうすこし。

　じーちゃん、おとなしくしてて……。




　　　　♪




　めずらしく〝彼女〟は浮き足立っていた。

　十一月に入って雨ばかりが続いていた。

　今日はとてもよく空が透すんでいて、ちょっと肌寒くても、ひさしぶりの晴れた日のお散歩に自然と心が躍おどる。

「すこし、遅いですよ」

　彼女は、数歩うしろを歩く彼の右手をつかんだ。

　ここはいつもの庭の広場だ。特に変わったことなど何もない。でも、彼女は、身体からだの調子がいいこともあって、彼をせかしてしまった。

　全身をおおうような包ほう帯たいが痛いた々いたしい。おキクさんが用意した白いシャツに、黒いズボン姿の彼は、あいかわらず言われるがままだった。

　けれど。

　出で逢あってから彼を部屋から連れ出した毎日は、無む駄だじゃなかったと思える。

　最初の二週間、彼からは何の反応も返ってこなくて、何もできない自分が悔くやしくてただ落ち込むばかりだった。

　もう、無理なのかもしれない。そんな風ふうにあきらめすら脳のう裏りに浮かびはじめていたとき、彼女は、気が付いた。

　彼の感情は、心は、失なくなってなんかなかった。

　ひどく稀き薄はくになっているだけで、しっかりとまだ、そこに残っている。

　ずっと彼を見ていた。

　彼女よりも二歳も下の十五歳。多くのことを経験したこと、すべてを失ったこと、それらが彼をずいぶんとオトナびさせてしまっている。

　変わらない表情。ぼんやりとだけヒカリを浮かべる瞳ひとみ。

　彼のしぐさや、視線や、声を出さない唇くちびるの動きや、睫まつ毛げの長さも、全部見ていた。

　そしたら、なんとなく、彼のことが判わかった気がした。

　本当に気がしただけだけれど、彼女は、うれしかった。

　うまくいえないけれど、

「ありがとう……」

　彼女は、そう、彼に言った。

　彼の左ひだり眼めには、動どう揺ようにも似たちいさな色が浮かぶ。

　──ほら、見えた。感情が見えたよ。

　また、うれしくなる。

「ずっと、いっしょにいてくれて、いっしょに歩いてくれて、こうやって、こうして、お散歩にいつもついてきてくれて、うれしいです。本当にありがとう」

　にっこりと彼女は笑顔になる。

　困ったような驚いたような──彼は、そんな表情をしていた。

　彼女には判る。ほかの誰だれにも判らなくても。

　気のせいかもしれませんが。

　それでも。

「うれしいです。──……あ、二回も言ってしまいました……」

　彼女は、感情が昂たかぶって気持ちの空から廻まわる自分が照れくさかった。

　うまく言葉にできそうにない。

　透すき通りそうに真っ白い肌を、頬ほおを、薄うす紅べにに染める。

　ぼんやりと彼女を見つめる彼。彼女の言葉を繰くり返すように唇が動いていた。

　何度も唇が動く。彼女は、はずかしくってうつむいてしまう。

　そんなとき──

「これは、本ほん家けのお姫さまではありませんか。このようなところで、珍しい」

　棘とげのある科白せりふが彼女に投げかけられた。

　蒼そう間まの分家、黄おう峨がの次女、久く那なが影のようなふたりの従じゆう者しやを連れ、涼しい笑みを浮かべながらこちらへと近付いてきた。
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　おそらく、本家への定期報告をすませた帰りだろう。

「久那さん。お久しぶりです」

　彼女は、にこやかに言って、頭を下げた。

「ごきげんよう、姫ひめさま」

　この辺りのひとたちは、親しみを込めて『姫』の呼び名を使ってくれているが、久那にはそれが感じられなかった。むしろ、皮ひ肉にくめいていた。

　久那は、反体制派に属している。

　というより、反体制派の象しよう徴ちようのような存在だ。

　特に黄峨家は、昔から本家に対して強い嫉しつ妬と、対抗意識を持っていた。

　久那の年齢は彼女の二歳上と若いが、その能力は高く、実じつ戦せんでも目覚ましい活躍を見せている。

　現役の能力者たちの中でも、筆ひつ頭とう格かくといっていいほどだ。

　ただ、その分ぶん、自じ尊そん心しんも強い。

　同じ分家でも、一番身分の低い星せい弥や家け出身の彼には見向きもしなかった。

「お躰からだの弱いお姫ひめさまがこんなところを歩いていて、よろしいのですか？」

　久く那なが言う。

　しかし、彼女は、その皮肉にも気付くことなく、

「はい。このところは調子がよくて、お散歩も楽しいんですよ」

　ほがらかすぎるくらいに明るく答えた。

　彼女の中ではまだ、久那は幼いころに出で逢あった、おだやかでやさしい印象のままだった。

　しかし、皮肉が通じなかった彼女に、久那はさらにとげとげしくなる。

「ですが。危険ではありませんか？」

「なにがでしょうか？」

　きょとんとした表情で彼女は訊きき返す。

　すると、久那は、フーッと大おお袈げ裟さな芝居がかったため息をついた。

「蒼そう間ま一族の次期御ご当とう主しゆともあろう方が、護もり人びとも付けずに出歩いているなどとは。それとも、そこにいる死に損ぞこないが、お姫さまの護人とでもおっしゃいますか？」

　ようやく久那の視線が彼に向いたが、それは蔑さげすむような見下したものだった。

　が、やはり彼の反応はない。

　ぼんやりと虚こ空くうを見つめたままだった。

　フフフッ、と久那が笑った。

「低い身分の上に、〝チカラ〟もなく、役にも立たないこのような者は、あなたのようなお姫さまの護人として相応ふさわしくはありませんよ」

「いえ、違います。わたしの護人には、おキクさんというとても信頼できる方がいらっしゃいます。彼には、わたしがお願いしていっしょに『お散歩』してもらっているだけです」

　彼女が言う。

「そうですか？　しかし、姫さまも物好きでいらっしゃる」

　久那は紅べにの入った唇くちびるを薄く開いた。

「物好き？」

「ええ。そこにいる者は、本ほん家けの、それも次期当とう主しゆ候補のあなたが相手をするような輩やからではありません。ふさわしくないでしょう、この者は。星せい弥やが治めていた四よの地ちは現在、我々の手の者が処理に当たっております。最初から星弥など能力の低い者に任せずにいれば、手間もかからず、あのような事態にはならなかった。そのようには思いませんか、姫さま？」

　嫌みというよりも、久那が本当にそう思っているからこその科白せりふだった。

「しかも……なさけないことに、そこの男は、たったひとり死に損ぞこなってここに生いき恥はじをさらしているではありませんか。そのような──」

「──久那さん」

　彼女が言葉をさえぎった。

　その表情はおだやかなままだったが、意志の強い瞳ひとみは真っ直すぐに久く那なを見すえていた。

「わたしは、彼が此こ処こにいてくれていることに、とても感謝をしています」

　久那は彼女の言葉に笑みをこぼしそうになったが、彼女の視線がそれをさせなかった。

「本当によかったと思っています。こんなわたしの傍そばにずっといてくれているのですから」

「それは、その男が〝意志〟のない、ただの木で偶くの坊ぼうだというだけでは？」

「いいえ。彼の心はまだ失なくなっていません。わたしの声は、彼に届いているはずです」

　そのとき、彼の虚うつろな視線がゆっくりと動いて、彼女に向いていた。

「届く？　その者の心などすでに死んでいましょう」

　久那は呆あきれた風ふうな素振りを見せる。

「いえ。わたしは彼の心を信じています。そして、わたし自身の心を信じています。もちろん、あなたの心もです。──久那さん」

　言って、彼女はにっこりと微笑ほほえみかけた。

　久那は、信じられないとばかりに目を見開き、彼女から視線をそらす。

「莫ば迦かげたことを……っ」

「はい。それでもかまいません。わたしは、わたしが信じるモノを信じたい。ただそれだけです」

「なら、ずっとそうしているといいでしょう。……が、其そ処こに有あるのはおそらく、虚むなしさだけですよ、姫ひめさま」

　久那が一いつ瞬しゆん、彼女に目を向け、笑った。

「その男のように、傷付き倒れる者は他ほかにもいくらでもおりましょうに。姫さまは、それらのすべてにいちいち関かかわっていくおつもりか？　それ以前に、ご自分の心配をされた方がよろしいのでは……？」

　久那は踵きびすを返し、広場から立ち去っていく。

　しかし、彼女は、久那の問いに答えられず下した唇くちびるをかんだ。

　うつむきうなだれる。

「……それでもわたしは、信じていたい」

　もののけとの戦いで傷付いているのは、彼だけじゃない。

　それは知っている。

　ここにいるのは彼だ。

　目の前に、こんな近くにいる彼の心にすら触ふれられなければ、すべてに触れられるはずがないと、彼女は理解していた。

　でも、まだ、彼の心には触れられてない。

　自分を信じる。

　本当に、自分を信じ切れるか。

　久那の言葉に彼女の心は乱されていた。

　そんなときだった。

　彼女にとって、思いがけないことが起こった。

　それは、願ったり、望んだり、想像はしていたことだったけれど、

「すみません……」

　声が聞こえた。

　彼が言った。

　今、たしかに、彼の声で彼の言葉で、彼は言ったんだ。

　バッ、と自分でも信じられないくらいの早さで顔を上げる。

　彼女はまるまった目で彼を見た。

「……すみません……」

　あまりに驚いた表情で食い入るように見つめる彼女の視線に、彼はどうしていいのか判わからずに、もう一度、謝った。

　彼は、自分のことで彼女がなじられたと思ったようだ。

　うつろに、でも、確かにその瞳ひとみが彼女を見ていた。

　違います。

　あなたが謝る必要など、何ど処こにもないの。

　わたしは──

「あなたは何も悪く…………あれ……？　どうして……？」

　自分ではそんなつもりなかった。

　哀かなしくもないのに……。

　涙があふれて、止まらなかった。

　何な故ぜ？

　心が弱いから？

　自分が情けないから？

　違う。




　うれしかったんだ。




　本当の本当に、心の底から、うれしかった。

　彼の声を聴きくことができたんだから。

　あの日、すべてを失った日から、誰だれとも言葉を交わすことなく、たった今、彼女の目の前で、彼女だけの前で、彼は言葉をつむぎだした。

　彼女のことを想おもって。

　その声は、かすれてしまっていた。

　けど、彼女は、はっきりと聴いた。

　ぽろぽろ、とガラス玉のような涙が次から次へと睫まつ毛げを滑すべって、頬ほおを伝い落ちていく。

　彼女は生まれてはじめて、ひとはうれしいときも涙を流すことを身をもって知った。

　そんなことも、ささいなことでも、またうれしくなって、涙はよけい止まらなくなった。

　彼は、彼女の涙にすっかり動どう揺ようしてしまっている。

　空カラの心なら、絶対にない。

　あらわになっていく感情。

　何度も彼は、彼女に謝る。

「すみません……、俺おれが……」

　ああ、そうか。

　このひとは、自分のことを「俺」っていうんだ。

　あたらしい発見。

　これからは、もっと、もっと、もっと、たくさん発見しよう。

　見付けさせて。

　あなたのことを。

　彼女は、ぎゅっ、と彼の右手をにぎった。

　あったかい。こんなにもあったかい。

　ほら、ここにいる。

　あなたはちゃんと此こ処こに居ます。

「ありがとう、ありがとう……、ありがとう……っ」

　彼女の言葉に、彼の目が困った風ふうににごった。

「なんで……、ありがとう……ですか……姫さま……」

　彼が言った。

　彼女は驚いて、ぱちぱち、と長い睫毛をしばたたかせた。

　そのとき、一ひと際きわおっきな涙のしずくが瞳ひとみからこぼれ落ちた。

「すみません……」

　彼がまた頭を下げた。

「違うの……っ！」

　彼女は、ぶんぶんと横に首を振る。

　そうじゃない。

　驚いただけだ。

「姫ひめさま」だなんて。

　可お笑かしい。

　だってそれは、子供たちやこのあたりのひとだけが使う呼びかた。

　久く那なとは違う──彼女への好意の表れだ。

　だから、よけいに彼がそう呼ぶことが、可お笑かしく思えた。

　たぶんきっと、彼は、彼女といっしょに庭を散歩しているときに逢あった子供たちが、彼女のことをそう呼ぶのを耳にして覚えてしまっていたんだろう。

　そんなことを想像してみると、

「……フフフっ」

　泣き顔のまま、笑いが唇くちびるから弾はじけ出てしまった。

　はしたないと思っても、彼女はそれを止めることができなかった。

　うれしくて、可笑しくて、楽しくて、たくさんの感情が抑おさえられない。

　泣いたり、笑ったり、いそがしい。

　彼の感情ばかり捜さがしていたけれど、自分にもこんなにもたくさんの感情があったんだ。

「ありがとう。謝らないでください」

　涙をぬぐう。

　このままいそがしく、泣いたり笑ったりして、これ以上彼を困らせることはできない。

　彼女は、両手で彼の右手を包み込んだ。

「謝らなければならないのは私のほうです。毎日のように無理矢理お散歩に誘って、あなたを外へつれだしていました」

「……いえ」

　彼がうつむきながら言う。

「べつに嫌だったワケじゃ……ありませんから……」

　日々は繰くり返される。

　今日が終わって、明日あした。眠って目覚めると、明日は今日になっている。

　当たり前のこと。

　しかし、彼にとってはすべてが不自然だった。

　帰る場所はない。家族も友達も、たいせつなものを全部失なくしてしまった。

　すべてが変わってしまった。

　眠れない夜を越えて、ようやく眠りにつけるようになったが、夢を見れば、たいせつなひとたちが目の前で倒れていく現実が繰り返される悪夢。

　そして、朝、目が覚めても、誰だれもいない。

　たったひとり。

　独ひとりきり。

　迎えるのは、絶望的な朝だった。

　だから、彼は心を失くした。

　哀かなしみも、寂さびしさも、痛みも、感じなければいい。

　考えなければいい。

　想おもわなければいい。

　だから、こころを失なくした。

　──つもりだった。

　変わってしまったことばかり。

　変わってしまったものばかり。

　でも。

　変わらないことが、変わらないものが、此こ処こにはあった。




〝彼女〟が居いた。




　何も知らない、誰だれのことも知らない、この場所へやってきた彼の傍かたわらには、ずっと、彼女がいた。

　彼女にしてみれば、それは自分の勝手な想いでそうしているだけだったが。感じること、考えること、想うことをやめてしまった彼には当然、そんなことは判わかるはずがなかった。

　けれども、彼の〝失くしたはずの心〟に触ふれることができたのは、彼女だったからだ。

　屋敷のひとたちは、心と意志を失くしてしまった彼を理解できずにいた。

　判らないから、自分たちの知識や理解の範はん囲い内ないにない未知からくる恐おそれを感じ、みんなは「何を考えているか判らない」と、「気味が悪い」と、彼から遠ざかり、彼を遠ざけた。

　まるで、腫はれものに触さわるように。

　彼女もそうだった。

　家族や屋敷のひとたちは、その命がいつ途切れてしまうか判らない彼女を、同じく腫れものに触るように接してきた。

　みんなにはそんなつもりはなく。ただ、彼女を想おもって、少しでも身体からだの負担を減らそうとしていたのかもしれない。けれど、彼女には、そう感じられたこともあった。

　だからといって彼女は、彼のすべてを理解できるとは思ってない。

　彼女と彼は違う。

　彼女には、友達もいなくて、誇るべきモノも、賭とすべきモノもない。生まれ持った〝使命〟も果たせそうにない。

　彼が失ったモノ、彼女は想像することもできない。

　最初から持ってないんだから。

　けど。

　判らないからと、判らないままにしておいたら、判らないはずっと永遠に判らないままだ。

「いつか、判るだろう」

　と、時間が経たつのを待っているひともいるだろう。

　が、あいにく彼女にそんな時間はない。

　明日あしたには死んでしまうかもしれないんだ。

　眠ったら、そのまま、目を開けることができなくなって終わりを迎える可能性もある。

　そんな怖こわさを毎夜経験している彼女には、ある種の開き直りにも似たところがあった。

「あした死んだら、さようなら。あした生きてたら、ありがとう」

　やれることはやっておきたい。

　やってみたい。

　彼女は思う。

　もしか。

　自分の命が、普通のひとと同じだったら、こんな風ふうに考えることができただろうか。

「できていないと思います」

　そう言える。笑顔で言える。

　今の自分に感謝しよう。

　いろんな物事に、心からありがとうを言おう。

　彼女は、彼に言葉を伝える。

　彼は、我わが侭ままに毎日付き合ってくれた。

　はじめは、彼に何かできたらと思っていた。けれど、いつの間まにか、彼といっしょにいる時間が楽しくなっていた。

　本当に、いつの間にそんな風ふうに想おもえるようになったんだろう。

　不思議だ。

　こんなに長い時間誰だれかといっしょにいることなんて、家族とですらなかった彼女だった。

　だからこそ、

「ありがとう」を伝えたかった。

　それは、とても短くて、ひどく簡単な言葉。

　だけど、だからこそ、彼の失なくした心に触れた。

　そっと指ゆび尖さきでなぞるように、やさしく。

「──べつに嫌いやだったワケじゃ……ありません…から……」

　彼が言った言葉。

　誰かといっしょにいることがなかった彼女。

　誰かといっしょにいることができなくなった彼。

　生まれた場所、生きてきた場所、違うふたり。

　今、重なる。

　今、重なった。

　彼女は、いつも彼の傍そばにいて、彼の数歩先を歩いていた。

　おだやかに微笑ほほえんで、そよぐ風に長い黒髪を揺ゆらす。

　彼は、それを数歩うしろで見ていた。

　左ひだり眼めで。

　それはやがて、変わらないモノになった。

　変わらないことのひとつになった。

　彼女にとっても、彼にとっても。

　彼女に、彼にとっての、新しい日々のはじまり。

　戸と惑まどいと、喜びと、たくさんの感情に溢あふれたゆるやかに早い流れの時間。

「──これからも『お散歩』、ご一緒していただけますか？」

　彼は何も言わず、じっと彼女の目を見ている。

　その虚うつろな瞳ひとみには、ちゃんと彼女が映っていた。

　見ていてくれている。

　左眼で。

　心で。

　彼女は透すき通りそうに白く細い花きや車しやな手を差し出す。
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　彼は、ゆっくりと、ゆっくりと、

　その手をつかんだ。

　右手で。

　心で。







　彼女と彼。




　蒼そう間ま晴はる歌か。十七歳。

　星せい弥や月げつ兎と。十五歳。




　ふたりは、出で逢あった。




　　　　♪




　雪ゆき道みちと月兎のダイヴの影せ響いで予定よりもずいぶんかかって、約二時間で目的地に到着した。

　でもまあ、無事に到着しただけよかった。

　ほんとに一時はどうなることかと……。

　ジェットは、ほっとしつつ車を降りた。

「よいしょ、っと……」

　ざくっと踏みつけた雪が音を立てる。

　雪はもうやんでいる。

　ところどころ空に晴れ間が見える。雲の隙すき間まから太陽光線スポツトライトが地上を照らす。

　ジェットたちがいるところも、その恩おん恵けいにあずかって光のベールに包まれていた。

「雪の次は、光が降ってきた……」

　ぼんやりと見上げるジェット。

「あははっ。ジェットちゃん、口あいてるよ」

　美み雨うが笑う。

　あわわ、とジェットは両手で口を押さえる。

「なんか……」

「──綺き麗れいじゃのぅ、ジェットぅぉん」

　ジェットのとなりにならぼうとした美雨の脇わきを、ススッと大型犬が、いや、月兎が駆かけ抜け、ジェットに飛びついた。甘えた鳴き声で。

「じ……じーちゃん……っ」

「じゅぇとぉ～～～～ん♡」

　ラヴラヴのカップルのひと（女）風ふうにジェットの腕にねっとりとからみついてくる月げつ兎と。

「月兎おじーちゃん……」

　あきれつつ、でも、ちょっと月兎がうらやましい美み雨う。

　ためらうことなくジェットとスキンシップできてる。すこし度がすぎるとは思うけど。

「じゅじゅじゅぇぃつぉ～～～～お」

「もう、なに言ってるかわかんないし」

　雰ふん囲い気きもなにもない。

　ここは、街から離れたちょっとした山さん中ちやうだった。

　くわしい街の周辺地図が頭にないジェット少年は、地理がよく判わかってないが、たぶん山だ。

　あたりには木々が茂っている。雪も積つもっていて、うかつに踏み入ったら遭そう難なんできそうだ。

　と思う。

　でも車は、舗ほ装そうされた道路を走ってきたから、そんなに深い山でもなさそう。

「ん？　あれ？」

　ジェットは、ようやく、目の前の古ぼけた建物にかかっていた看板に気がついた。

「なんで……？　おそばやさん……？」

　入り口っぽいところにかかげられた看板には、しっかりと、でもいなたい字で『そば処どころ』と書かれてあった。

　店の風ふう貌ぼうは、蕎そ麦ば屋やかといわれれば、そういう風ふうに見えなくもないかんじ。

「知るひとぞ知る名店！」

　みたいな雰囲気がぷんぷん。だとしたら、ジェットたち一行のほかに客らしい客の姿はないし、車も停とまってないのも納なつ得とくできる。

　古いだけのようなたたずまいも、雪景色がなんともいえない情じよう緒ちよであふれんばかりだ。

　けど。ちょっと待って。

　車の中で、月兎や左さ海かいに聞いた話だと、「月兎が壊してしまった楽器フライングＶを修理してもらうために、ソレを作った工こう房ぼうに持っていく」ってゆうアレだったはずなのに。

　ここは、

「おそばやさん？　手うちですか？」だ。

　もう、お昼近く。

　遠足気分だったけど、遠足みたいにお弁当もお菓子も水筒にお茶もなかった。

　そりゃあ、ぐるるるー、とお腹なかの虫さんたちが合唱をはじめようかというころだ。

　もしかして、目的地はもう少し先で、「ちょいとお昼にでもしやさんせ」ってゆう作ア戦レ？

　とかなんとか目を白黒させているジェットに、

「腹はら、へったか？」

　月兎が訊たずねてきた。

　お腹なかに手を当ててみる。具合を訊きくまでもなく、さっきから答えは出ていた。

「すいてる」

「そうか。──でもすまんがのぅ、もうちっとだけ待ってくれんか？」

「え？　ここで食べるんじゃないの？」

　おおきな目をぱちくりさせるジェット。

　傍かたわらの美み雨うも、おんなじようなことを考えていたらしく、月げつ兎との科白せりふに首をかしげる。

　そんなふたりに、月兎が自じ慢まんでもするように胸を張って、言った。

「ゆっとくけど、ここの蕎そ麦ばは、かーなーりーっ！　──マズイんじゃ!!」

「え、マズイの!?」

「いや、むしろ──ズイマーじゃなッ！」

　言いかた変えただけだ！

「なら、どうして、ここに？」

　美雨が訊きく。

　そうだそうだ！

「──いいや。ここでいいんじゃよー」

　としかし、頭のうしろに手をやりながら、とぼけたように月兎は言った。

　そして、

「こっちじゃ」

　壊れたギターが入ったＧＩＧギグバッグをかついで、さくさくと歩きはじめた。

「って、じーちゃん？」

　ジェットは、美雨と目を合わせ、アイコンタクトののち、

「しょーがない、行こう」

　ふたりならんで歩き出した。

　雪が、ぎゅっ、ぎゅっ、と鳴った。

　それはまるで、

　春の悲鳴のようで、

　冬の「透とおり過すぎたって覚えておいておくれ」というささやきにも聞こえた。

　聴きこえた。




　　　　♪




〝彼女〟がながめていた。

　十二月になって、あのとき見た舞い散った花びらではなく、本当の淡あわ雪ゆきが降った。

　それに合わせるように彼女は、大好きな歌を唄うたいながら白くなっていく景色を見てた。

「──姫ひめ。あまり外に出ていると、身体からだにさわりますよ」

　そう、硬い口調で彼女に言うのは、おキクさん──ではなく、〝彼〟だった。

　散歩に行こうと言った彼女について外に出た。

　でも、すぐに彼は、彼女を気づかって言った。

「雪も降ってるから、今日は冷えます。もう、屋敷の中へ戻りましょう」

　これは本来の彼の口調ではないらしく、なんとなくぎこちなく硬い。

　無理もないか。

　この屋敷にやってきてから誰だれとも口をきいていなかったし、彼女以外には、おキクさんくらいで、他ほかのひとたちとあまり会話を交わすこともない。

　屋敷のひとたちが、彼のことを怖こわがったり、気味悪がったりすることはほとんどなくなっていたが、ただ、分ぶん家けでも最も身分の低い星せい弥や家け出身の彼に対する態度は、彼女から見て、あまり気持ちのいいものではなかった。

　無視などは日常茶さ飯はん事じだったし、彼が仕事を任されたとしても誰も手伝おうとしなかった。

　彼の右みぎ眼めは光を失なくし左腕は不自由な状態のまま。全身を包ほう帯たいがおおっていて、まだまだ身体は回復の途中だ。

　それでも彼の〝心〟は、ふたたび〝意志〟を持つようになった。

　彼女の影響だ。

　彼女は、自分の命があとどれくらい保もつのか判わからない。明日あした死んでしまうかもしれない命だと、彼に伝えていた。

「だからといって、同情してほしいワケではありません。身体はそうでも、心は違います。私は〝元気〟なんですよ」

　彼が何かを言おうとしている。けれど、それ以上に、言葉を探しているのが判った。

　だから、彼女は首を振った。

　本ほん家けとか分家だとか、身分とか、そういうのも関係はない。

「きみも同情なんてほしくはないでしょう？」

　彼女は訊きいた。彼は、「はい」とうなずいた。

「それに、わたしは、きみにだけは、そんな顔をしてほしくありません。そんな哀かなしい目で見てほしくない」

　そっと、彼女の細い指ゆび尖さきが、彼の頬ほおに触れる。

　彼女の手は冷たくなっていて、彼の温度が高くなっているように感じた。

「判った……あ、いえ、判りました」

　彼のなれない言葉づかいが、とても愛いとおしかった。

　──愛おしい？

　彼女は、その気持ちに気付いた。

　その想おもいがくすぐったくて、とてもうれしくなった。

　脆よわい身体からだが許してくれるなら、彼の手をとって雪の上を跳はね廻まわりたいくらいだった。

　いつの間まにか、彼女は彼のことを〝たいせつ〟に想うようになっていた。

　愛いとおしく想うようになっていた。

　得るモノも失うモノも何もなかった自分も、たいせつなモノを見付けることができたんだ。

　失う怖さよりも、たいせつを見付けた喜びのほうが、何倍も何十倍も何百倍も大きい。

　生まれてきた意味、生きる意味。

　見付けられる気がした。

　後こう継けい者しやとしての〝証あかし〟を持って生まれてきたにもかかわらず、何もできずに死に逝ゆくだけ。

　それは、意味のあることだろうか。

　彼女は、自分の存在に疑問を感じていた。

　ずっと。

　このまま死んだとしたら、わたしはいったい何？

　灰になるだけ。

　意味はない。

　イミハナイ。

　イミハナイ。

　イミハナイ。




　──あるよ。




　此こ処こにあるよ。

「ありがとう」

　彼女は言った。

「え……？」

　彼は驚いた顔をした。

　以前もおなじようなことがあったけれど、今度は、ちゃんと驚いた表情をしている。

「いいんです」

　そう言って、彼女は笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　それから、彼の右手をにぎって、歩き出した。

「姫ひめ？」

「さあ、ほら。もう、戻るのでしょう」

「あ、はい……っ！」

　隙すきを突かれあわてる彼。

　彼女は、イタズラに微笑ほほえんだ。見えないと判わかっていて、ぺろっと舌を出す。

　また、あたらしい自分を見付けた。

　こんなに意地悪だったんだ。

「……フフフっ」

　彼と居いると、たくさんの自分が顔を出して笑顔を見せてくれる。

　何ど処こに隠れてたんだろう。

　ほら、もっと見せて。

　わたしのこころ──







　ふたりは、歩き出した。

　ふたりで、歩き出した。




　まだ、

　彼女は数歩先を。

　彼は数歩うしろを。




　　　　♪




「出がけにガソリンを入れるのを忘れていた。お前らで用事を済ませておいてくれ」

　と、左さ海かいは、車に乗って行ってしまったので、ジェットと月げつ兎とと美み雨うで、蕎そ麦ば屋やの中に入ることになった。

　正確にいえば、そこは蕎麦屋ではなく、その昔、蕎麦屋の倉庫だったところだ。

　入り口の扉に『ＨＳＷ』とデザインされたロゴがあしらわれ、わざとさびていたり傷いたんでいたりと古く見えるように加工された金属プレートがはめこんであった。ちなみに、『ＨＳＷ』は、「Honna Sound Works」の略。ジェットはまだ読めなかったが。

「うぃーっす」

　のうてんきな調子で、なれているのか、がたがたと扉とびらを開け、ずかずかと中に入っていく月兎。そのうしろを、ジェットと美雨がつづく。

「こんにちはー……」

　ジェットは、月兎と違って小声でおそるおそるあいさつした。

　自分でもちょっと挙きよ動どう不ふ審しんかな、と思いつつも、ジェットはきょろきょろと室内を見渡した。

　見るひとが見れば「ボロい」の一言ですまされ、またべつの見るひとが見れば「テラ情じよう緒ちよ」のヘン語で言い表される外見とは違い、内装はずいぶんとコジャレていた。

　仕切りがわりに立てられた棚たなには、無む造ぞう作さにＣＤが積み重ねられていたり、ソフトビニールなキャラモノのフィギュアが置いてある。

　オシャレな雑貨屋さんとかオシャレなカフェとかなかんじ。行ったことないけど。

　頭上を走るむき出しになった柱に取りつけられたスピーカーからは、ちいさくＢＧＭが流れていて、これまたむき出しの白熱電球の灯あかりが、天てん窓まどから差しこんでくる自然光と混ざりあって、雰ふん囲い気きを作りあげる重要なアクセントになっていた。

「おお……っ」

　ジェットの目を引きつけたのは、天井からぶら下がった扇風機だ。

　海外の映画とかで見たことある！

　でも、こんなに寒いのに扇風機？

　とか、男の子のロマンチックモードをかりたてるアイテムの登場に、わくわくするジェットだが、それが空気を循じゆん環かんさせるために取りつけられていることは知らなかった。

「おしゃれだねー、ジェットちゃん」

　つんつん、とジェットの肩を美み雨うが突つつく。

　美雨も、あまり経験をしたことがない雰囲気に、胸をおどらせていた。

　外見が、古びた蕎麦屋アレだっただけに驚きも倍以上だ。

「これが、ギャップ萌もえってやつ？」

　とか、ジェットは父親が連載している少女まんが誌で読んだ単語をさっそく使ってみる。

　使ってみたかっただけ。

　使いかた間違ってるし。

　にしても、『工こう房ぼう』というと、職人気質かたぎなオヤジがひとりでやっていて「一いち見げんさんお断り！」みたいな、ある種の取っつきにくさがあるような先せん入にゆう観かんがあった。

　が、ここはそういうのとは違う。

　むしろ、オヤジというよりは、やわらかい女性的な──

「んー？　だれー？」

　棚の仕切りの向こうで、声がした。

　若い女性の声だ。

「おーい、ワシじゃぞぃ。プリティラヴリィベイベェ月げつ兎とくんじゃっ」

　自分でゆった。はずかしいことを自分でゆったぞ。

　じーちゃん……。

　いや、じーちゃん……。

「月兎さん？」

　としかし、今ので棚の向こう側の声は人物の照らし合わせができたようだ。

「こっちにきてくれるー？」

　気どらない力の抜けたかんじで、姿の見えない女のひとは言う。

「うぃっしー」

　おかしな返事をして、月げつ兎とが棚たなの向こうへと「こっちじゃ」とジェットと美み雨うをつれていく。

　棚を越えると、ジェットの目に飛びこんできたのは、壁や天井の梁はりにぶら下がったいろんな形のギターだった。

　ナチュラルな木もく目めが浮いた材そのままのやつや、きらきらぴかぴかした着色フイニツシユのやつとかいろいろ。ほとんどが、じーちゃんの変形ギターとは違ってテレビの歌番組などで観みたアーティストさんが弾ひいてるのとおなじようなのだ。

　あー、ほんとにおそばやさんじゃないんだ。おそばゆでてたらどうしよーかと思った。

　台の上には、製作途中のギターが置かれてあったりして、一気に『工房』っぽくなった。

　これで強こわ面もてで職しよく人にん気質かたぎなオヤジでもいれば、ジェットのイメージどおりだったが、そうでもなかった。

「おぃーす」

「ちわーす、月兎さん。おっ、なんだ、ちっこいのもきたんだね」

　と月兎のあいさつに応こたえたのは、強面で職人気質なオヤジと反対に位置するような、可愛かわいらしい女性だった。

　しかも、ジェットたちを「ちっこい」と言ったが、このひともかなりちっこい。

　ジェットや美雨とあまり変わらない背丈で、見た目からしてかなり若い。

　ただ、いかんせん、髪を両サイドで無む造ぞう作さにしばっていたりするのや、ぶかぶかの作業着サロペツトにサイズのあってないおおきな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがアニメのキャラみたいで、棚のあっち側のオシャレゾーンに比例してなかったりする。

　もしかすると、このひとは、この工こう房ぼうの助手のひとなのかもしれない。

「──んーと、キミがジェットくんかな？」

　じーっと自分を見つめていたジェットの視線に気づいて、女性が言った。

「やっぱ似てるねー、月兎さんに」

「え？　あ、はいっ。雛ひな蕗ぶきジェットです。小学四年です。もうすぐ五年になりますけど……えっと、あのっ、うちのじーちゃんがいつもお世話になってますっ！」

　ジェットはあわてて自己紹介をして、ぺこり、と頭を下げた。

「はははっ、そんなにかしこまらなくてもいいよ。んで、そっちの美人のコは？」

　女性の目線が、ジェットの傍かたわらにひかえめに立っていた美雨に向いた。

「美人？　そんなっ……！　でも、ありがとうございますっ！　あっ。はじめまして。束たば紗さ美雨といいます」

　ちょっと恥はずかしそうにしながらも、ジェットとは違い、あわてず騒がずオトナな態度で美み雨うは、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「束たば紗さ？　そっかー、じゃあ、キミがジェットくんの『護もり人びと』のミゥミゥちゃんかー」

　月げつ兎とが頼ってくるところだから、想像はしていたが、このひとも月兎や美雨たち能力者の仲間みたいだった。

　美雨とは初対面らしいが、

「そういや、おやじさんは元気してる？　あいかわらず、お堅いの？」

　とか、女性は、美雨の父親とも面識があるようだ。

　父親の性格をズバッと言ってのけた。

「あ、……はあ……」

　と美雨が返事に困っていると、

「ま、そんな短い間に性格がころころ変わる人間なんていないか。ごめんごめん」

　女性は、ちいさく頭を下げ、くったくのない笑みを見せた。

　美雨も気にはしていないようで、にこりと微笑ほほえんで応こたえる。

　美雨は、月兎たちと同じ〝能力者〟だが、もっぱらジェットの守しゆ護ごが専門の〝護人〟だけに、工房のことやこの女性のことは知らなかった。

　それに、ジェットは知らないことだが、美雨は『格かく闘とう技ぎ』が主で、あまり武器を必要とせず、この工房にも縁がなかった。

「なるほどなるほど……」

　とジェットはひとり、納なつ得とくする。

　すっかり忘れてた。

　じーちゃんのギターって、ふつうのじゃなくて、もののけ退たい治じ？　だっけか、それの道具だから、この女のひとも、そっち関係のひとってことだよね。

　とか、ジェットがぶつぶつつぶやいていると、

「ひゃあ──ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、美雨が悲鳴を上げた。

「どうしたの!?　──って、わぁぁぁっ!!」

　あわてたジェットが見た衝モ撃ノとは……、

「うーん。やっぱ、護人だけあって、きたえてんのねー」

　舞い上がる美雨のスカート。

　必死にそれを押さえる美雨。

　がっつりと女性の手が美雨のスカートをめくっていた。
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　女性による美雨へのセクシャルハラスメントだった。

　幸いというかなんというか、ジェットにはスカートの下は見えなかったが、

「な、なにしてるんですか!?」

　顔を真っ赤にしている美み雨うにかわって、思わずジェットが叫んだ。

　ジェットもちょっと頬ほおが赤い。

「いや、ちょっと、見たかった……から？」

　ひょうひょうと女性が言う。

「『から？』って！　なにをですか!?」

「筋肉？　ミゥミゥちゃんてこんなに、美人さんでほっそりしてるのに〝護もり人びと〟なんて、だいじょうぶなのかな……って？」

「『って？』じゃなくて、なんで、あの、その、スカートを……!?」

「いや、だって。上はコートとか羽は織おってるし。スカートの下ならって思ってさ」

「「思わないでくださいっっ！」」

　ジェットと美雨が同時に叫んだ。

「ハハハハハッ、息合ってんじゃん。さすが、主人あるじと護人だねー」

　おかしそうに女性が笑った。

　なんか、似てる。

　何だ？

　誰だれだろう、このかんじ。

　ひょうひょうとして、つかみどころのない……。

　と、女性が、さんざん笑ってようやく落ち着いた。

　ハァ～～っと深呼吸する。

「アタシは、──本ほん名な有ゆ希き子こってゆうの。この工こう房ぼう『ＨＳＷ』の責任者で、っていっても、ひとりでやってるから責任者もくそもないんだけど」

　女性が、有希子が言う。

「──えっ、ひとりでやってるんですか？」

　ジェットは驚いて、すっとんきょうな声を出してしまった。

　うっかりした。と、両手で口をふさいだけど、遅かった。

　有希子は、予想の範はん疇ちゆうなジェットのリアクションに、

「あはははっ、そうだよ。アタシみたいのがひとりで、って意外だった？　堅かた物ぶつなオヤジでも出てくると思ってたとか？」

　ズバリだった。

　そんな風ふうに思ってました。

「ごめんなさい……」

「はははっ、いいよ。謝んなくてさ。ってか、やっぱ、月げつ兎とさんの孫ってかんじだね。おもろいコだもん」

　有希子が笑う。

　ぼくって……おもしろいの？

　それにしても有希子はよく笑うひとだった。

　無邪気で、肩の力が抜けた自し然ぜん体たい……。

　そういえば、こういうひとが身近にも──

　あー。

　そっか。

　じーちゃんに似てるんだ。なんとなく自由なかんじのとこ。

「ふたりとも、よろしくねっ」

　有希子が、並んで立っているジェットと美み雨うの肩をぽんぽんとたたいた。

　かと、思ったら、

「ひゃぁっ！」

　また、美雨が悲鳴を上げた。

「ど、どうしたの!?」

　今度は、いったいなにが？

「ほ、本名さん……っ!?」

　真っ赤な顔をして美雨が叫ぶ。

　有希子が、がっつりと美雨のお尻しりをさわっていた。

「本ほん名なさんじゃなくて、有ゆ希き子ことかゆっきーでいいよ？」

「そうじゃなくて！　なんで、わたしの、お…おしり……、さわってるんですかぁ!!」

　いきなりのことで、美み雨うはうっすら涙目だった。

　今度は、どんな理由だろう。

　筋肉をたしかめたかったとか？

　ジェットは思考をめぐらせてみる。

　が、

「触りたかったから」

　うぉい！

　セクハラだ。

　それは、ふつうにセクハラというやつだ。

　こ、このひと、月げつ兎とに似てるだけじゃなくて……、

　ナチュラルエッチな女子バージョン月兎だ!!

　まあ、なんて、たちの悪い!!

「で。自己紹介もすんだところで、さっそくなんじゃが──」

　そう言って、月兎は、担かついでいたＧＩＧギグバッグからギターを取り出した。

　じ、じーちゃん、流れを無視……？

　まだ、顔を赤くしている美雨をほっぽり出して、有希子は、ギターを見るなり、

「はぁ～～。これはこれは、見事なもんね～～」

　あきれたように、感心したようにうなった。

　月兎のギターは、ネック（おもに弦げんを張って指で押さえる部分）が、ぽっきり、折れてＶ字型のボディからさようならしてしまっていた。

　現げん物ぶつを見てなかったジェットもそれ目まのあたりにして、「ほえー……」とため息をついた。

「どうじゃ……直イせケそうか？」

　不安そうにちいさくなって月兎が、有希子の表情をうかがい訊たずねた。

「うーん。たぶん、イケるとは思う……」

「マジでか!?」

　ぴょんとその場でジャンプしそうに月兎が喜ぶ。

「けど──」

「け、けど……？　なんじゃ、何かあるのか……？」

　また月兎が不安いっぱいの目で有希子をじーっと見つめた。

「うん。まあ、直せるのは直せると思うんだ。これくらいの修理なら何度もやったことあるし」

　有希子は、法ほう具ぐ師しで、ギター職人だ。

　月兎にとっては、趣味と仕事両面で頼りになる存在だった。

「じゃったら……」

「それはね。ふっつーのギターの話で、これは違うっしょ？」

　有ゆ希き子こが言う。

「もともと、ギターを法ほう具ぐにしようなんてのが無茶な話なんだけど、ま、それは今さらだし。それよか、月げつ兎とさんのあつかいかたじゃん？」

　月兎が「うっ」と梅ぼしを食べたときみたいな顔になった。

　それを聞いてジェットは、母親の言葉を思い出した。

「──お父さんはいっつも乱暴なの、モノとか丁てい寧ねいにあつかわないし、ほら、この間だって、買ったばかりの……」

　見た目は二十はたち歳前後の若わか造ぞうだけれど、月兎は齢よわい六十を超えたおじーちゃんだ。

　機械は叩たたいたら直る的なひとだ。

「なんで、コレ、壊れたの？」

　有希子が訊きく。

　ギクリ、というような音が月兎から聞こえてきたような気がした。

「えー、と……それはのう……なんちゅうかまーそのー……」

「なに？」

　有希子は、なんとなく壊れた理由に気がついているみたいだった。

　そういえば、ジェットはちゃんと理由を聞いてなかった。

　どうしたんだっけ？

　すると、

「なんじゃそのぅ、アレなんじゃ、もののけをブッ倒したあと……、ちょっと……アレじゃ」

　ボロが出てきた。

「なんかのぅ、ちょっと疲れたかもじゃなーって思ったワケじゃな？」

　普ふ段だんからおかしな言葉づかいがさらにおかしくなってきてる。

「そんでアレじゃ、ちょいとな、ほんとにちょいとしたアレのつもりだったんじゃが……ちょうどそこらへんにあった塀へいにのぅ、たてかけたんじゃ。さだお（ギター）を……」

　で？

　なんで、壊れるんだろう？

「んでのう、こっからが問題でじゃ。なにしろあいては塀じゃったからのう。ああ、そうじゃそうじゃった。ゆうことをきかん塀じゃったんじゃ……っ！　たてかけたと思うたのに勝手に、ぶっ倒れよったんじゃっ！　そんで、うきゃーて叫んで、るきゃーといってる間まに……」







　──ポキッ、







「と、じゃあっっっ！」

　ああ、なんだ塀へいが悪いんじゃないか。

　塀がちゃんとたてかけておいてくれなかったから、ギターが。

　………………。

　………………。

　………………へえー。

「じーちゃんじゃん！　それって、じーちゃんのせいじゃん!!　ちゃんとたてておかなかったのじーちゃんじゃん！　なに、塀のせいにしてんの!?　びっくりしたっ！」

　このギターが壊れたのは〝夜のお仕事〟で、もののけと戦ったときに壊れたんじゃなくて、戦いが終わってから、無む造ぞう作さに塀に立てかけたつもりになっていたのが原因だった。

　ちゃんと立てておかなかったから、重力に引かれてギターは地上に勝負を挑いどんで、負けた。

　日ごろから、ちゃんとギターのことをケアしてない証しよう拠こだ！

　そりゃ、かあさんも全力で怒るはずだよ……。

　ダメだよじーちゃんダメだよ。

「ありゃりゃー。コレさ、法ほう具ぐだけど、月げつ兎とさんの〝チカラ〟が加わってないときは、ただのふっつーのギターだからねー。そりゃ、乱暴にあつかえば、折れるよー。ポキッとさー」

　有ゆ希き子こが、壊れたギターを作業台の上に置く。

　それを眺める有希子は、職人さんの目をしていた。

「直るよ。直るけど、やっぱ、時間はかかるし。それに、たぶん、コレもう、今までみたいに法具として使うのは無理だわ」

　淡たん々たんと言うその科白せりふは、冷たく聞こえたが、あくまで職人としての冷静な判断から、事実を伝えているだけだ。

　それはジェットにも美み雨うにも判わかったが、

「しょぼぉ…………ん……」

　どっぷり落ちこむ人間げつとが一名。

　床ゆかにへたりこんで、

「ふぇ～～～～～～～ん、ワシが悪いんじゃあ～～～～～～～～、ワシがぁ～～～～～～～～～～～～～～～～っ」

　まんがみたいな泣きかただ。

　かわいそうだけど、じーちゃん。

　じごーじとくじゃん……！

　しかし、いっこうに泣きやまず。そのうち、涙でできた海に沈んで溺おぼれてしまうんじゃないかと思ったジェットは、しょーがないなーと、

「じーちゃん……」

　その傍かたわらにしゃがみこんで、よしよしと、月げつ兎との頭をなでた。

　こうされると気持ちが落ちつくんだ。

　ぼくも、かあさんやねえさんにしてもらったりしたから。

「なんとか、ならないんですか？」

　月兎の代わりに、ジェットが有ゆ希き子こに訊きいた。

　すると、どうだろう。

　それまで真面目な職人顔をしていた有希子の表情が、じょじょに変化していった。

「…………ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっふふふふふっふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっ」

　そして、ジェットと美み雨うがどっ引く、不気味な笑いをもらす。

「ど、どうしたんです……か？」

　ジェットはあとずさりしながら、おそるおそる言った。

「ふふふふふっ、何を隠そう。いや、隠さないっ！」

　何を言ってるんでしょうか、このひとは。

「こんなこともあろうかと……」

　有希子は、どっかのＳＦ小説に登場する博士みたいなことを口走る。

「とっておきのヤツを用意しておいたんだっ!!」

　そう拳こぶしを突き上げ雄お叫たけぶ有希子の顔は、野望に萌もえるマッドサイエンティストのそれだった。

「ぬぁぬぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっっっっっっっっ!!」

　有希子の科白せりふに、月兎が復活を果たした。カムバックマイグランパ。オゥイェー。

　月兎も雄叫ぶ。

「でかした！　ゆきんこ！」

　ゆきんこが有希子のあだ名らしい。

　ミゥミゥもそうだけど、元の名前より長くなってるぞ。

「さすが、ゆきんこ！　略してサンコン！」

　略してないし。

「ふふふふふーっ！　さすがアタシよねーっ！」

　としかし、有希子もまんざらじゃないらしい。

　肩を組み小こ躍おどりしたり、「ばんざーい、ばんざーい！」したりするふたり。

　ねえ。まだ〝とっておきのヤツ〟が何だかわかってないよ？

　ジェットは、思った。

　このひとたち……、




　──ダ メ な オ ト ナ だ っ ！




　無言でうなずき、たがいの思考を共有しあう、ジェットと美み雨う。

　あーゆう風ふうにならないようにしよう。

　うん。

「よーし、ゆきんこっ！　持ってくるのじゃ、とっておきのヤツとやらを持ってくるのじゃ！」

　自分が用意したワケでもないのに、得意げに言う月げつ兎と。

　飲み屋でよっぱらって、酒を注文する迷めい惑わくな客のようだ。

　有ゆ希き子こはそれに乗っかりつつ、

「判わかった！　持ってくる持ってくるじゃんじゃん持ってくる！　でも、その前にぃ──」

「きゃあっ！」

　ついでに、美雨のスカートをめくろうとするセクハラっぷり。

　何な故ぜ!?

「そこに美少女のスカートがあるからよ！　めくらないと失礼でしょ？」

　失礼なのは、あなたです！

　ダメだとは思うけど、月兎のテンションについていけるひとはなかなかいないから、それはそれですごいような気がする……。

　真っ赤になってうつむいてる美雨を見ると、やっぱりダメだとは思うが。

　月兎につられてテンションの上がりまくりの有希子は、一気にまくしたてる。

「ほんとすごいんだから！　今回のは、プロトタイプなんだけど、アタシの、これまで培つちかってきた技と職人魂を結集した集大成みたいなもんね！」

「おおっ！」

　月兎がちょーおおげさに驚く。

「もちろんシルエットはＶシェイプを採用！　やっぱ、これが一番『武器』っぽいし！　ピックアップは、ハムバッカーサイズのＰ－90タイプを搭とう載さい！　ヴィンテージテイストだけどノイズレスでクリスピーなサウンドのアレをチョイス！」

「おおおーっ！　アレか!?　アッレじゃなー!?」

　またも高まるテンション。

　繰くり広げられるハイテンショントーク。

「アームは板バネじゃなくて、ビグスビーを無理矢理セットっ!!」

「うぉぉぉぉおぉ～～～～っ！　すごい！　いや、ゴイスーじゃ！」

　盛り上がるふたりとは対たい照しよう的てきに、ジェットは何を言っているのやらちんぷんかんぷんだ。

「カラーは、おなじみキャンディアップルレッド！　アンド、こだわりのアンマッチングヘッド！　ヘッドだけスパークルレッドにしてみた!!」

「ま、ま、アンマッチングとはこりゃ、まいっちんぐぢゃな!?」

　……んー？

　おやおやー？

　じーちゃんの雲行きがあやしいぞ。

　もしや……、

「ピックガードは、あえてオーソドックスに白黒白の３Ｐ！　配線もポッドもほかのパーツもこだわりまくりまくり！　そうそう！　ブリッジの駒こまはストリングセイバーっ！　月げつ兎とさんよく弦げん切るから、これで弦ギレも逆ギレの心配も減少して、サスティンものびのびーっ！」

「フォ～～～～～～～～～～～～～っ！　なんやらワケ判わからんが、サイコーじゃッッッ!!」

　やっぱり……。

　月兎もぜんぜん判ってなかったらしい。

　テンションでゆってたんだろうな、たぶん。

　やっぱ、ダメじゃん……。

「もーちーろーんー！　ギターとしての性能は最高！　それだけじゃなくて、ついでに、『法ほう具ぐ』としても、抜群の存在感と圧倒的なコストパフォーマンス!!　当社比で二十％アップね!!　まあ──とりあえずの問題は置いておいてさ」

　…………。

　い、今……。

　さらっと、とても重要なことを口走ったような……。

　ワンモアプリーズ？

「とりあえずの問題は置いておいてさ」

　ワンモア！

「問題は置いておいてさ」







　──問題ぃっ!?







　ジェットが声を上げると、

「よっしゃ、バッチコ～～～～～～～～イっ!!」

　月兎がまだテンションを上げていた。

　問題って？

　ダメな、予感がした。

　ジェットのそういうのは、よく当たるからこまったこまった……。




　　　　♪




　はじまりと終わりが、動き出そうとしていた。

〝彼女〟はそれに気付かなかった。

　気付けなかった。







　蒼そう間までは、〝彼女〟の母親を当とう主しゆとした現体制派と、『黄おう峨が』の次女、久く那なを筆ひつ頭とうとした反体制派との権けん力りよく争いが、ひとつの局きよく面めんを迎えていた。

　当主は、確かなチカラと影響力を持ち、また、圧倒的な勢力をほこっている。反体制派は、『その時』を、機会を静かにうかがっていた。

　体制打倒の、その時は、〝彼女の死〟と反体制派は考えていたが、状況は変わりつつある。

〝彼〟が屋敷にやってきて以来、彼女の体調は、以前と比べて傍はた目めからは、ずいぶんとよくなっているように見えた。

　実際には、彼女の身体からだが劇的に回復している事実はない。彼女は、日々死に近付いていて、彼女もそれを判わかっていながら、それでも懸けん命めいに生きようとしていた。

　しかし、それを知るよしもない反体制派は確実に焦あせりを感じ、事ことを急ぐようになってきている。

「このままでは我々に現体制を打倒する機会は訪れないのでは？」

「〝証あかし〟を持つ者に何ど処こまで対抗できるか？」

「あちらには、『龍りゆうノ眼め』もある」

　このごろでは、よく出歩き、人に接するようになった彼女は、もともとの明るく誰だれにでもしたわれる性格もあり、その求心力も増してきている。

　脅きよう威いとなりうる可能性がある。

　だが、長く続く均きん衡こうは崩れそうにもない。

「ならば。崩れるのを待っている必要はない。こちらから、崩しにゆけばよい」

　自身の配下を前に、黄峨久那は言った。




　そして、打って出る。







　はじまりと終わりが、同時に動き出そうとしている。

　彼かれ等らもまた、それに気付かず、気付けなかった。




　はじまりは、終わりの中に隠れ。

　終わりは、はじまりの中に隠れている。




　はじまる。

　終わろうとしている。




　歴史。

　時間。

　命。











Holy Land－fin.









[image: 第参幕　きみと冬の手。]










　　　　♪




　雪の季節が過ぎて、風の季節。

　眠っていた動物や、ちいさな昆虫が目を覚まして、箱はこ庭にわの景色をまた変えていく。

〝彼女〟と〝彼〟は、出で逢あって初めての春の入り口にいた。




　とてもやさしい風が、彼女の長い黒髪を揺ゆらす。

　昨夜ゆうべまで降っていた雨のせいで、少し湿気をふくんでいるが、不快じゃない。

　太陽光線が、花についたしずくや、水たまりに跳はね返る。

　にこにことしながら、大好きな歌を口ずさみながら、それらをながめていた。

　雨が降ると憂ゆう鬱うつな気分になることもあるけれど、雨あがりの匂においや水たまりや跳ね廻まわる光に出逢うと、雨と仲良くできる気がした。

　縁えん側がわで膝ひざを崩し座る彼女は、午前中から日向ひなたぼっこの真っ最中。

　春独特の心ここ地ちよさに目を細めながら、でも、彼女の心はある種の物足りなさを感じていた。

　彼女自身、その正体を把は握あくしきれていない。

　それは、寂さびしさ、というよりも、恋しさだったが、生まれて初めての感覚に戸と惑まどうばかり。

　なんだろう、いったい。

　自分自身のことなのに、自分で自分がよく判わからない。

　誰だれかに訊きいてみようか。

　と言っても、一番訊きやすい〝彼〟も今、傍そばにいなかったし、自分でも判らないようなことを他ほかのひとが判るはずもない。失礼なだけだ。

　そんな彼女のもとへ、近付いてくる人影があった。

「──晴れてよかったですね、お嬢じようさま」

　いつものように畑に行ってきたのか身体からだ中じゆうが泥にまみれた、おキクさんだった。

　蒲公英たんぽぽの綿わた毛げのようなやわらかな笑みを浮かべて、歩み寄ってくる。

「はい。とても、気持ちいいです」

　彼女は、微笑ほほえみを返す。

「それにしては、浮かない顔をしていましたけれど？」

　としかし、おキクさんが言った。

「そう？　そんな風ふうに見えました？」

　彼女は自分では、隠しごとが上手だと思っていた。

　嫌なことがあったとしても、心の中にしまい込める。そういう能力をこの身体で十八年生きてきたおかげで身に付けていたつもりだった。

　身体からだは弱くても、心は強く。

　そのはずだ。

　しかし、

「退たい屈くつでしたか？　不安でしたか？」

　おキクさんが訊たずねてくる。

「え、っと……。どうなのでしょう」

　質問の意味をほとんど考えないまま、彼女は両目をしばたたかせて訊きき返してしまった。

　自分のことなのに。

「フフっ」とおキクさんが、笑った。

　どうしたのかと、彼女はおキクさんの顔をまじまじとのぞき込む。

　おキクさんは、「ちょっと失礼しますよー」と縁えん側がわに座る彼女のとなりに腰を下ろした。

「きっと、お嬢じようさまは、退屈していたんですよ。それに、不安にもなっていた」

「どうして、判わかってしまうんですか？　他人わたしのことなのに」

「これでも、お嬢さまに十八年以上もお仕つかえしております。なんでも判ってしまいますよっ」

　目を丸くする彼女。

「そうなんですか？」

「そうです。なーんて、本当は、全部が全部判るわけではないんですけれどねえ」

　にかっ、と歯を見せ、おキクさんは笑った。

「『能力者』の中には、相手の心を読み取る〝チカラ〟を持つ者もいるようですが、わたくしにはそのようなことはできません。──ですが、能力を持たないからこそ、望むのです」

「望む？」

「そうです。たとえば、わたくしは、お嬢さまのことが知りたいと思います。そして、お嬢さまにわたくしのことを知っていただきたいと思います。そうするとですね、そのうちに、見えてくるんですよ。相手の心がっ。もちろん、なんとなくですが。まあ、お嬢さまは、すぐに自分を隠そうとなされますから見付けにくいんですよ？」

　おキクさんは、冗じよう談だんのように言って微笑ほほえんだ。

　つられて、彼女も頬ほお笑えんだ。

　彼女は、つらいこと、哀かなしいこと、苦しいことなどがあっても、隠してしまおうとする。

　それを見せると、身体のこともあって、周囲のひとたちが敏びん感かんに反応して、必要以上に彼女のことを心配してしまうからだ。

　心配させるのは、あまり好きじゃない。

　心配ばかりされるのは、あまり得意じゃない。

　そんな心の内側も、おキクさんにはすっかり知られてしまっていたようだ。

「すごいね。おキクさんは」

　彼女が言うと、

「いえいえ、とんでもないっ。ただたんに無む駄だに歳としをくってるだけですよぉ～～」

　おキクさんは謙けん遜そんするが、うれしそうだった。

　口もとがゆるんで、にこにこしている。

「お嬢じようさま」

「はい？」

「自分で自分が判わからないのなら、自分で自分の心に訊きいてみるんです」

「自分で、自分の……」

「そうですっ」

　おキクさんが大きくうなずく。

「返事がなくても、何度でも何回でも訊たずねてみてください。きっと、答えてくれます」

「どうして？」

　彼女は、疑ってしまった。

　おキクさんというよりも、自分自身をだ。

　けれど、おキクさんは、大きな笑顔で言った。

「だって、お嬢さまの心ですもの。みんながあなたの心に触ふれて、やさしくなれて、あったかくなれて、穏おだやかになれました」

「そんなおキクさん。わたしなんか」

「いいえ！」

　としかし、おキクさんはハッキリと首を横に振った。

「お嬢さまはすばらしい方です。お仕つかえさせていただくわたくしが言っているのですから、間違いありません」

　誇らしげな科白せりふ。

「……おキクさん。……ありがとう」

　彼女は素直に感謝の気持ちが溢あふれた。

　心が触ふれるというのは、こういうことなんだろうな、と思った。

　けれど、

「自分では、本当にそんなことができているのか、判わからないの。人の心に触れることは、いいことばかりではないから……」

　人の心に触れるとき、それが鏡になって自分の嫌いやな部分がよく見えてしまうことがある。

　弱い心。

　弱い自分。

　自分のこと、嫌いではないけれど、好きでもない。

　強くなりたいと思っている。願っている。

　でも、気付かされるのは、弱いところばかり。

　そんな自分が果たして、誰だれかのための、何になれるのか。

「大だい丈じよう夫ぶです。お嬢じようさま」

　それでも、おキクさんは胸を張った。

「自分を信じてください。自分を誇ってください。私たちのお嬢さまなんです」

「……おキクさん」

「それに、お嬢さまは、〝あの子〟を救ったじゃないですかっ」

「救っただなんて……。救ってもらったのは、むしろわたしのほうです。身体からだ以上に弱くて脆もろいこの心を。わたしはただ、自分の我わが侭ままに〝彼〟を付き合わせていただけです」

　彼女は、にこやかに頬ほお笑えんだ。

　つもりだった。

　が、いきなりだ。おキクさんが、彼女の科白せりふに「なんて健けな気げな……っ！」と感かん極きわまり、がばっと抱だきしめてきた。

「お、おキクさん……っ？」

　少し驚いたが、彼女はあわてず騒がず、そのままおキクさんが落ち着くのを待つことにした。

　ちょうど、背中をぽんぽん、と二度、赤あか子ごをあやすように触ふれるのと同じくらいに。

「す、すみません、お嬢さまっ！　わたくし、つい……っ！」

　と、おキクさんが我われに返って離してくれた。

「いいえ。うれしかった。ありがとう」

　おキクさんは、とてもあたたかかった。

　誰だれかと触れあうと、こんなにもあったかいんだ。

　なんだか、そのあたたかさは、春の温ぬくもりによく似ている気がした。

　それは、たぶん、こころの温もりだからだ。

　彼女には、誰かの腕に抱かれた記憶があまりない。

　母親は、蒼そう間ま一族の当とう主しゆ。姉たちもいる。娘のひとりにずっとかまってもいられなかった。

　父親は誰にでも分け隔へだてなくやさしくて、自分だけのためのやさしさじゃない。

　記憶のはじまりは、天井だった。

　とりあえず、眠って呼吸をするくらいしかできない弱い身体の自分。

　どうしようもなく情けなくって、哀かなしくてたまらなかった。

　けれど、いつの間まにか、そんなことにもなれた自分がいた。

　強くもなく、弱いままで。

　彼女もそれをちゃんと判わかっていた。

　だから、誰にも甘えずここまできた。

　その分ぶん、甘え方も判らない。

　彼女は、困った顔になっていた。

「お嬢じようさま、そんな顔しないでください。美人が台なしです」

　おキクさんは、蒲公英たんぽぽの笑顔で彼女の頬ほおに触ふれようと手を伸ばしたが、「あっ。こんなきたない手ですみません」と手が泥どろだらけなのに気が付いた。

　あわてて腰に引っかけていた布で、丁てい寧ねいに泥をぬぐう。

　彼女は思う。

　べつに泥が付いたままでもよかったのに、と。

　水仕事に土仕事。太陽に焼けたおキクさんの肌は、少し硬かたくなっていたけれど、彼女は好きだ。

　自分のやせっぽちの花きや車しやな青白い手よりも、ずっとずっと。

「よしっと、ねっ」

　おキクさんは綺き麗れいになったとばかりに、両手を開いて彼女に見せた。

　そして、

「はいっ」

　と、うなずいた彼女の頬をおキクさんが、両手でおおった。

「こんなにお顔も心もお美しいお嬢さまです。女のわたくしですら、惚ほれてしまいそうになるんですから、男なんていちころですよ？」

　最後のほうの科白せりふ。何を意味しているのか、彼女は、ぱちぱちと睫まつ毛げをしばたたかせた。

「ああ、やはり。お判わかりになっていらっしゃらなかったのですねー……」

　やれやれと、おキクさんが肩をすくめる。

「え……？」

「お嬢さまは、わたくしがきたとき、何かを考えていらっしゃいませんでしたか？」

　おキクさんが訊きく。

「……そうですね。ぼんやりとはしていましたが、考えごとといわれても……」

　いや、──していた。

　いろんなことを考えていた。

　いろんなことを考えて、でも、結局は、

「〝あの子〟のことでしょう」

　イタズラな笑みを浮かべるおキクさん。もう、見み透すかされているみたいだ。

　彼は、今、傍かたわらにいない。

　彼女の父親の手伝いで、庭の仕事をしているはずだ。

　これまで、ずっと彼を外へ連れ出していたのは、彼女だ。

　だけれど、彼を傍そばから送り出したのも彼女だった。

　心を見せはじめた彼が周囲の人々にとけ込めるように、と思った。

　何をしたというワケでもない。

　子供たちといっしょに遊んだり、おキクさんや父親の手伝いをしたり、そのくらい。

　でも、大きなことだった。

　心が回復していくのと同時に、回復の遅れていた傷も驚くような速さでよくなっていった。

　蒼そう間まの医い療りよう班はんが言うには、もともと彼の生命力はずば抜けて高かったよう。けれど、

「自分は死んだ方がいい」

　という彼の〝負〟の想おもいが治ち癒ゆを遅らせていた。

　右みぎ眼めの回復は望めなかったが、あれだけひどかった左腕は、まだ完全な自由が利きかなくても指先には感覚が戻ってきていたし、ずいぶんと動くようになった。

　彼は、不自由なく暮らせるようになっていた。

　心を取り戻した彼は、出で逢あったときの何も映さない瞳ひとみや感情のない表情が嘘うそのように、笑い、話し、見る。無む邪じや気きさ。

　いつからか、周囲の村のひとたちにも受け入れられ、子供たちが彼を慕したって、毎日のように彼のところへ遊びにやってくるようになった。

　けれど、本ほん家けや分ぶん家けの能力者たちは、彼の〝チカラ〟を認めず、あいかわらず、「死にぞこなった者」として扱っている。

　彼は、再びもののけと戦うことを許されず、能力チカラを見せる機会を与えてもらえてなかった。

「いいんです。そのほうが。俺おれはまた戦えるかどうか判わからないし……。だって、まだ、あのときのことが頭から離れないんだ。みんなの足手まといになるだけかもしれない」

　そう言って、微笑む彼の表情は何ど処こか哀かなしかった。

　本当にそれでいいんだろうか。

　いいと思っているんだろうか。

　背中を押せないことが彼女には、ひどくつらかった。

　それでも、彼は彼女に微笑ほほえんでくれて、やさしさをくれる。

　あったかくなれる。

　だから、彼女は笑顔でいられる。

「──でも、ああ見えて頑がん固こなところもあるんです。この間もそうでした。わたしが体調も悪くないから、もう少しお散歩したいと言ったのに、『無理はさせられない。絶対に駄だ目め』だと」

　思い出すと、笑みがこぼれてくる。

「子供たちと遊ぶようになったと思ったら、どちらが子供で、どちらが遊んでもらっているか判らないくらい無邪気だし、屋敷の中でじっとしているよりきっと外で動いているほうが合っているんでしょう。おキクさんやお父さまのお手伝いをしているときの彼は、すごく楽しそうです」

　そんな彼を彼女には独ひとり占じめできない。

　せっかく、みんなに受け入れられているんだから、自分の我わが侭ままで彼を付き合わせるワケにはいかないでしょう？

　彼は、わたしのために生きているんじゃない。

　彼は、彼のために生きているんだ。

　たくさんの遊びを知っている彼を慕したう子供たちが、彼を囲んだことがあった。

　困ったような彼は、彼女を見て、

「どうしよう？」

　と、視線でうったえかけてきた。

　もう以前のような、虚うつろな目の彼じゃなかった。

　彼女は、

「子供たちと遊んできてください。わたしは、全力で走り廻まわったりできないから、わたしの代わりに、わたしの分ぶんも」

　べつに意地悪のつもりはない。彼女は純じゆん粋すいにそう思ったんだ。

　彼にもちゃんと、それが伝わった。

「判わかった……じゃなかった、判りました」

　だから彼は、穏おだやかに笑って、

「じゃあ、行こう。何して遊ぶ？」

　子供たちを連れ、庭の広場のほうへと歩いていく。

　背中が離れていく。

　もう、彼に向かってひどい言葉を投げかける子供はいなかった。

　それを彼女は、誇らしげに、すこしだけ、ほんのすこしだけ、寂さびしげに見送った。

　寂しい理由に気付かないまま、それからいつも彼女は、彼の背中を見送って、彼の姿を無意識に捜さがすようになってしまった。

　まだ一年にも満たない期間だけれど、ずっと彼が傍そばにいて、それが当たり前のようになっていたから、なれるのに時間がかかるだけなんだと、彼女は思っていた。

　しかし、果たして。

「慣なれないままです」

　彼女は、今日も彼の姿を捜してしまった。

　そして、ようやく、

「あの子のせいですよ。お嬢さまの退たい屈くつも、不安も」

　おキクさんが言った。

　でも、それでいいんですよ。というように、やさしく笑っていた。

　判った気がした。

　彼が傍にいないだけで、こんなに退屈なのも、不安なのも。

「いいんです。それが、──人を好きになるということなんですから」

　おキクさんは、まるで自分のことのようにうれしそうに、彼女にそれを伝えた。

　ああ、そうか。

　いっしょにいないから、退たい屈くつで。

　傍そばにいないから、不安で。

　彼のことばかり考えている。

　それは、自分が弱いせいだと思っていた。

　いつの間まにか、ずいぶん、彼に寄りかかってしまっていた。もっと、彼が自由にできるように、みんなと仲良くできるようにしないと。

　そんな風ふうに自分を納なつ得とくさせていたのに。

「そっか……」

　そうなんだ。

　最初から、わたしの我わが侭ままだった。

　彼に何かできたらいいとか、彼の心を助けたいとか。

　何もしてあげられないと思ってた。

　やっぱり、わたしは、もらってばかりだったんだね。

　ありがとう。

　また、あたらしい気持ちを知ることができたよ。

　恥ずかしいけど、うれしい。

　片手で陽ひ射ざしをよけながら、彼女は、遠くを見る。

　光が眩まぶしくて、目を細めた。

　彼がこちらへ歩いてくるところだった。







　ねえ、知ってた？




　気が付いたら、キミが好きでした。




　　　　♪




　まずいまずい。

　とか、言われると逆に食べたくなる気持ちがふくらむ。

　人間って不思議だ。

「おいしくないってどれくらいなんだろうね。ちょっと、興味あったりして」

　となりに座る美み雨うが言う。怖こわいモノ見たさってやつだ。

「そうだねー」と、うなずきながら──ジェット少年は、走り出す車の後部座席から、情じよう緒ちよかもしだしまくりの蕎そ麦ば屋やを見送った。

　視界から、蕎麦屋が消えるとジェットは、進行方向に身体からだを戻した。

　目の前の助手席から、ずっと、きゃっきゃきゃっきゃとはしゃぐ声が聞こえてくる。

　月げつ兎とが、有ゆ希き子こから受け取った新しいＶ型ギターをうれしそうに抱だきかかえていた。

　そのまま「今日は、コイツといっしょに風ふ呂ろに入るぞぃ！」てゆうかんじのイキオイだ。

　もし、そんなことになるなら、ジェットは全力で月兎の入浴を阻そ止ししようと思う。

　ギターを水すい没ぼつさせれば壊れてしまうことくらいジェットでも判わかる。

　まさか、そんなことしないでしょう。と月兎のことを知らないひとは言うかもしれない。

　けど、テンションが上がっている月兎がよく判らない行動にでることをジェットはよく知っている。イヤというほど理解している。

「うきゃーっ！　早くうちに帰って、爆ばく音おんで鳴らしたいのぅ！　よーし！　とばすんじゃ！　むしろ、飛ばせっ！　うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ！」

　月兎はさらにテンションを上げ、ばしばしと運転中の左さ海かいの二の腕をたたきまくる。

「やめろ莫ば迦かっ！　さっき事故になりかけたのを忘れたのか！」

　月兎の攻撃を片手でふせぎつつ、左海が怒鳴った。

「許す許す！　ワシが許すわい！」

「お前が許しても、道路交通法が許さないんだよ！　おとなしくしてろ！」

「ふぉーいっ！」

　左海に言われ、月兎は、ふざける子供のような返事をした。

　けれど、興奮を抑おさえきれないのか、口を手で押さえても声が漏もれ聞こえてくる。

「ぐひひひひひひーっ」

　ほんと子供みたいだなー、と子供なジェットも思ってしまう。

　今け朝さは、あれだけ落ちこんでいたのに、今はもう、全力ではしゃいでる。

　泣いてたかと思ったら、笑ってて。

　笑ってたかと思ったら、泣いてて。

　感情のいそがしいひと。

　でもさ。

　ぼくも、笑っちゃうんだ。

　つられて。

　じーちゃんが笑ってると、こっちまで楽しくなってきちゃって。

　やっぱり、元気がないじーちゃんより。

　こっちのほうがいいや。

　ちょっと……てゆうか、ものすごくさわがしいけど。

　やっぱ、こっちのほうがいいや。

　うん。

　にこにこ、してしまうジェット。

　けど。自分の笑顔も誰だれかを、笑顔にできることをまだ、知らない。

　すぐ傍そばで、ジェットの笑顔につられて、美み雨うも頬ほお笑えんでいた。

　笑顔は、哀かなしみも、憎しみも、全部、包み込む。

　その〝力〟にジェットはまだ気づいてなかった。

　自分にもそんな〝チカラ〟があることに気づいてなかった。

　美雨の膝ひざの上でめずらしくおとなしくしていたテルミンが、

「うくー……っ」

　とおおきなあくびをした。




　ジェットたちを乗せたＲＶ車が山さん道どうを安全運転で下っているなか、

「しかし、月げつ兎と。お前、本当にそれを使うつもりか？」

　ふいに、左さ海かいがそんなことを訊たずねる。

「なんじゃ？　ワシをうたがっておるのか!?」

　心しん外がいだとばかりに、月兎が目じりをつり上げる。

「お前はもちろん、そのギターだよ」

　としかし、左海は言う。

「なんじゃい。そんなもんは心配いらんぞい。ギターなんて鳴ればなんでもいいんじゃ。ワシ級クラスのスーパーテクニシャンは、ギターを選ばんのじゃ！　むしろ、ギターがワシに弾ひいてほしくて、うじゃいうじゃいよってくるわい！」

　うじゃいうじゃい。ってなんだろー……。

　だいたい、ギターを選んでたのは、じーちゃんのほうでしょ？。

　とか、ジェットが思っていると、左海があきれた風ふうに、

「ギターの話じゃない。……いや、ギターの話だが。楽器としてのギターではなく、法ほう具ぐとしてのギターの話だ。って、ややこしいなまったく。お前のせいだ……！」

「あいたっ！　殴なぐるな！　なんじゃ、なにが不満なんじゃ!?」

　不満とゆうか、不安……なんだろうな、とジェットはさっきから左海の言おうとしていることのポイントをくみ取った。

　なにしろ……、

　思い出してみよう。

　有ゆ希き子この工こう房ぼうでのこと。

「──とりあえずの問題は置いておいてさ」

　と、あのとき有希子は言っていた。

　その、つづきだ。




『問題』




　とは？




　工こう房ぼうの椅い子すに腰かけた、ジェット、月げつ兎と、美み雨うの三人は、ホワイトボードに絵やら文字を書き殴なぐる有ゆ希き子この説明を受けていた。

「つまりね。今までとなにが違うって、大きなところだと『材』が違うワケね。壊れちゃったやつには、とびっきりの神しん木ぼくをボディとネック、ワンピースで使ってたんだけど。もともと、樹じゆ齢れい何百年のおじーちゃんだかおばーちゃんだからねー。強度はないよ。月兎さんのアホみたく飛び抜けちゃってる〝チカラ〟を制せい御ぎよするにはすごくいいんだけどさ。そんでそこらへんを考こう慮りよしたりしなかったりで、結果的にしてないんだけど──」

　え？

　考慮してないの!?

「──まったくべつの材をチョイスしたのが、今回のやつ」

　つまり。その『材』というのが、問題。

　かなりクセのある問題だったんだ。

「霊れい験げんあかたな、って、カンじゃった。えっと、霊験あらかたな……じゃなくて」

　有希子さんって、舌ったらずなんだな。二回もかんだ。

　霊験あらたかな、と言うのをあきらめて、

「つまりね。ものすごい霊れい力りよくが宿やどったありがたい樹木を使うのもいいんだけど、もっと、べつのモノはないかなって考えたワケ。職人としては、新しいことに挑ちよう戦せんしなきゃだしさ」

　有希子が、今までホワイトボードに書いていた絵や文字を、ぐしゃっと消すと、ボード全面にフェルトペンの芯しんが折れそうな筆ひつ圧あつで、なにやら、

「モンスター？」

　と、ジェットと美雨が顔を見合わせ首をかしげる大作イラストを描かき上げ──そして、

「コレなのさっ！」

　どーん、と有希子はホワイトボードをにぎりこぶしで打った。

　頬ほおを真っ赤にして、興奮気味に「どう？　どうよ、コレ？」という視線を三人に向けてくる。

　しかし、

「はい……？」

　ジェットたちの目は点になってた。

　じれた有希子がイラストを指しながら言う。

「ああ、もう！　コレ、コレ！　なんで判わからないかなー。もののけでもものすごいやっかいなヤツ、クラスＡってもっぱらのウワサの『幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まる』だよっ！」

　だよ。ってゆわれてもー。

「おにぎり？」「なんで、もののけ？」「ギターの話じゃなかっけ？」と首をかしげるジェット。

　一方、

「あー、知っとる知っとる」

「聴きいたことあります」

　月げつ兎とと美み雨うが、なるほどとうなずいた。

「ミーちゃんも知ってるの……？」

　それにおどろいてジェットは、訊たずねた。

「うん。大昔に、わたしたち能力者の先祖が封ふう印いんしたんだ。なんか、普通のもののけとは違ってて、封印してもすぐにそれを破っちゃうから、ものすごくたいへんだったらしいよ」

　学校で習ったことを欠席していた子に教えるときみたいに、美雨が言った。

　ジェットは、学校を欠席している間にクラスでものすごくおもしろいことがあったときみたいな気分になった。

　軽い置いてけぼり感。

　しょうがないといえば、しょうがない。

　だって、ジェットは、ごく普通のありふれた小学四年生（もうすぐ五年生）の男の子だ。

　ただ、背が低くていまだに女の子に間違われるってだけの。

　それに気がついたとき、ジェットの中で、少なからずショックのようなモノがあった。

　このころの歳としごろの男の子は誰だれだって考えることかもしれない。

　──もしかすると、自分は『特別』なのかもしれない。

　まだ知らないだけで、ものすごい超能力が秘められているかもだ。

　大魔法使いの末まつ裔えいで、大だい魔ま王おうを倒す使命を持っているかも。まだそのときじゃないだけで。

　もしかすると、朝目覚めたら、世界が悪の秘密結社に乗っ取られていて、対たい抗こうして作られた巨大ロボットのパイロットになっているかも。

　もしかすると。

　もしかすると。

　もしかすると。

　なんて、いろんなことを考える。

　可能性は無む限げん大だいだからだ。

　けれど、そんなことはなく、自分は世界にいる何百億のひとの中のひとり。

　平々凡々。ふつうの、たくさんいるひとたちの中のただのひとりだと気づいたときのみじめな気分といったらもう……。

　かといって、そう悲ひ観かんするでもない。

　自分は自分で、それ以外の何者でもないワケで。

　ジェット少年は、

「だよねー。だって、ぼくだもん」

　と、それをあっさりと受け入れた。

　不思議とさわやかな気分。

　柑かん橘きつ系けいの果物でもたっぷり食べたみたい。ビタミンＣいっぱいな。

「世界をすくうのは、べつにぼくじゃなくてもいいんだよね。よく考えたら」

　というかんじだ。

　それと無意識に傍かたわらに感じていた強く大きな存在。

　月げつ兎と──何ど処こにもいない普通じゃないじーちゃん。

　突とつ拍ぴよう子しもなくて、うるさくて、わがままで、ご飯もこぼすし、お下品だけど、特別なんだ。

　ジェットには、月兎や美み雨うみたいに、特別な〝チカラ〟もない。

　あったらしいけど、もうなくなってしまっているらしいし。

　月兎や美雨が知っていて、自分だけ知らないこともたくさんある。

　だからといって、そのたびに落ちこんでてもしょうがない。

　と、ジェットは思った。

　じーちゃんには、じーちゃんにしかできないことがあって、ミーちゃんには、ミーちゃんにしかできないことがあって、ぼくにも……、ぼくにもあるかな？

　たとえば、ジェットの今、一番の目標は、

「じーちゃんを〝カタギ〟なご老人にしよう。しちゃおう！」

　ってね。

「──ねー？」

　美雨の、もののけの説明をなかば上うわの空そらで聞いていたジェットは、うなずきながら首をかしげるという妙なリアクションをした。

　それを受けて、話を先に進めたくてうずうずしていた有ゆ希き子こが、話を再開した。

「ジェットちゃん、今の話なんとなくだったでしょ？」

　と、美雨が耳打ちしてきた。

　ジェットは、「あー、うん……」と言いい訳わけもなく、ポリポリと頭をかいた。

　美雨は、ふふっ、とちいさく笑った。

　あいかわらず、美雨にはなにかと見抜かれてしまうらしい。

　こまったこまった。

　と思いつつ、ぜんぜん困ったようすのないジェットは、有希子が、ギターやもののけについてまた何かを書き殴なぐるホワイトボードに視線を向けた。

「で！　かつて、すさまじい戦いの末に、どうやって幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まるを封じこめたか！　てゆう話は割愛カツトさせてもらって……」

　話さないんだ……。

　ふっふっふっふ、と不ふ敵てきに笑い、もったいぶる有ゆ希き子こ。

　ここからが、本題ってことだろう。

　ジェットは、姿勢をピンとただしてみた。

　盛り上がって力の入る有希子を見て、ジェットも緊張してきてしまった。

　ごくん、と生なま唾つばを飲みこんで、次の科白せりふを待つ。

　体勢。身がまえる。姿勢。

「で。これが、その幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まるを封ふうじこめたヤツ」

　え？

　一いつ瞬しゆん、意味が判わからなかった。

　とんでもなくあぶなくておそろしいもののけを封じたというモノ。

　有希子はそれを顔を紅こう潮ちようさせた満まん面めんの笑みで、指さしていた。

「それ……？」

　ジェットと美雨が、目を大きく見開いて、それを見る。

「うん。コレっ！」

　うれしそうに有希子が元気よくうなずく。

「よっしゃ、コレか！」

　ワケが判らないままで、とりあえずノリで月げつ兎とが騒ぐ。

　それだった。

「そのもののけを封じこめたのが、コレ。この新しいギターに使ってる材なのさ」

　有希子は、しれっとおそろしいことを言う。

「ま…まじですか……!?」

　あまりのことに、ジェットは座っていた椅い子すから滑すべり落ちそうになった。

　目の前の、新しいＶ型ギターに、ものすごいもののけが封じこめられている。

　有希子は、ギターの材にこともあろうに、霊れい験げんあらたかな神しん木ぼくじゃなく、もののけを封じた何か得え体たいの知れないモノを使っていた。

「とびっきりの妖よう気きと月兎さんの霊れい力りよくをぶつからせることで、チカラをセーブしたり、逆に爆発的に高めることもできるってゆう。ね？」

「ね、ってゆうか……！　だいじょうぶなの、それって!?」

　ジェットが訊きく。常識的に、当然の質問だと思っていただきたい。

「シミュレーションの結果は、そう、なんだけどねー。やっぱ、竿ギターは振ってみないと判んないよね。ってことで、月兎さん一回使ってみ？」

　有ゆ希き子こが言った。ありえないくらいあっさりと。

　実験台!?

　いくらなんでも、そんな危ないモノ、さすがのじーちゃんだって……！

「──ほい、了りよう解かいじゃっ！」

　了解したー!?

　ものっそい素直！

「じ、じーちゃん!?」

　ジェットは顔を引きつらせながら、全身の力が抜けて重力に負けそうになるのを必死でこらえながら、月げつ兎との服の裾すそをつかんだ。

　月兎が、ひょい、と工こう房ぼうの作業台の上に置かれた新しいギターを手に取ろうとしたからだ。

「じーちゃん！　だって、それって、どうなの!?」

　言いたいことがうまく言えない。

　ちょっと待とうよ！

　どうなの？

　それは、大だい丈じよう夫ぶなの？

　平気なの？

　あぶなくない？

　こわくない？

「──ぜんぜん、オッケーじゃろ？」

　としかし、月兎は自信満々だった。

「せっかく、生まれてきたんじゃ。弾ひいてやらんとのう」

　そして、あっさりとその手にいわくまみれのニューギターをつかんだ。

　持ち上げて、胸に抱いだくように、いとおしむように、

「よろしくのう」

　とギターに囁ささやいた。

　じーちゃん……。なんか、ちょっと、かっこいい。

　そう思ったジェット少年だったが、やっぱり、

「……ギターとして使うぶんにはいいとは思うんだけど、法ぶ具きとしてはどうなの？　ものっそい不安なんだけど、ぼく……」

　とゆうかんじだ。

　ヤヴァイ雰ふん囲い気きがぷんぷんしてる。

　ぷんぷんしすぎて鼻がおかしくなってしまいそうなくらいの激げきスメル。

　しかし、そんなことを言って聞かせようにも、当の本人、月兎は、

「うひょひょひょひょほよほよほよほ～～～～っ！」

　あたらしいギターを手に、うれしさのあまりにワケが判わからなくなっていた。

　ギターを胴上げしてる。

　落として壊したりしないでよ……。




　よし。

　かっこいいって思ったの撤てつ回かいしよう。




　　　　♪




〝彼女〟にとって、日々は刹せつ那な的てきに早く、一方で、永遠のように長くもあった。

〝彼〟と出で逢あって、一年と少したっていた。




　夏だった。

　じわりじわりと、太陽光線に肌が焼かれて、じっとしているだけでも汗ばんでくる。

〝彼女〟の体調はかなりよくなっていて、といってもやはり、身体からだは元のままだ。劇的によくなるワケじゃない。

　それは彼女自身がよく判っていた。

「この身体とも長いお付き合いですから」

　冗じよう談だんのように、ひとりごちる。







　───りりりん。







　金魚の絵が挿さし入れられた風鈴が涼しげな音を奏でる。

　この風鈴は〝彼〟が結び付けたものだ。

　浴衣ゆかた姿すがたの彼女は、膝ひざを崩して縁側に腰を落としていた。

　また違う、この季節だけの箱はこ庭にわの景色を眺ながめる。

「もうすぐ祭り……ですか」

　傍かたわらに立つ彼が言った。

　彼の口調はあいかわらず敬けい語ごに慣なれず、不器用だったが、ずいぶんやわらかくなっていた。

　表情もおだやかで、本来の明るさを取り戻しつつあるよう。

　彼女のとなりに、少しの距離を置いて彼は腰を下ろした。

　この微妙な距離が、彼女と彼の関係を象しよう徴ちようしていた。

　触ふれそうで触れない。触れられない。

　しかし、ふたりともそれを気にしているワケでもなかった。

　むしろ、その距離に自分たちで気が付いてない。

「うん。お祭りすごく楽しみ。にぎやかになりますから」

　彼の横顔をのぞき込むと、やさしげに微笑ほほえんではいたけれど、何ど処こか寂さびしそうにも見えた。

　その原因は、おそらく、自分の故郷を思い出したからだろう。

　催される祭りの主催は、蒼そう間ま家けだ。

　この国のほとんどの人間が知らない、陰の仕事をこなす蒼間一族の無事の祈き願がんや、霊れい験げんあらたかな土地の〝チカラ〟をいさめることなどが目的としてある。

　彼が生まれ暮らしていた土地でも、この時季に同じ祭りが行われていたはずだ。

　しかし、それはもう、ない。

　もののけとの戦いで、家族も友人もみんな命を落とし、生き残ったのは彼たったひとり。

　たとえ故郷に戻ったとしても、そこにあるのは、哀かなしみと血で染められた記憶だけだ。

　月日が流れてもまだ、彼の心は完全に癒いえていなかった。

　いや。

　包ほう帯たいや眼がん帯たいの下に隠した右眼めと同様に、二度と癒えることはないかもしれない。

　そして、過去の戦いの記憶を恐れ、それを払ふつ拭しよくするための戦う場所も与えてもらえない。

　彼女はかける言葉が見付からず、唇から吐と息いきを漏もらすことしかできなかった。

　けれど、彼は、彼女に向くと、

「去年は手伝ったりできなかったから、今年はちゃんとやりたいなって思って……いまして」

　不器用な言葉づかいで彼は、微笑んだ。

　彼は今、彼女がいる此こ処こを生きていく場所だと思ってくれていた。

　それは彼女にも伝わり、彼女はほっとした。

　と同時に心が締め付けられた。

　彼が失なくしたものの大きさを彼女は理解することができない。

　どんな風ふうな思いを越えて、今、彼が笑っているのか。

　どんな思いで、ここにいるのか。

　でも、少しでもそれが知りたくて、感じたくて、

「姫ひめ？　どうかした？」

「あ……。すみません……っ」

　気が付いたら、手を伸ばして、彼の右眼を隠した包帯に触れていた。

　あわてて手を引っ込める。

　不思議そうな顔をしている彼から視線を外し、彼女はうつむいてちいさくなった。

　みるみる顔が赤くなっていくのが、自分で判わかった。

　どうして、彼に触ふれたんだろう？

　どうして、こんなに恥はずかしくなって赤くなってしまうんだろう？

　どうして、こんなに胸がくるしくて、あったかいんだろう？

　彼女は自分でも自分の行動が判わからず、軽い混乱状態だった。

「姫ひめ……、大丈夫か？」

　彼が髪で見えない彼女の顔をのぞき込もうする。

　彼女は、ぶんぶんと首を振って、

「大丈夫、です。あの、ちょっと、わたしも、……わたしも今年はお手伝いしたいと思っていたんですよ。体調もずいぶんと楽だから」

　彼女は顔を上げ、彼を見た。

　いつの間まにか、こんなにも身長差が付いてしまっていた。

　彼の真っ直すぐな瞳ひとみが、こっちを見ている。

　爪つま尖さきから指ゆび尖さきから身体からだの奥から、自分自身を燃やし尽くそうとするような熱を彼女は感じた。

　この熱は何ど処こからくるのですか？

　判らないまま、彼女は、ごまかすように笑った。

　ただ、笑った。

　ちゃんと笑えていた気がする。

　笑顔の行ゆく方えは、彼のほうだから。

　彼も、

「そっか。今年は、楽しそうだ。姫が参加するなら、みんなもよろこんでくれるよ」

　笑ってくれた。

　彼女に笑顔をくれた。

　その瞬しゆん間かん。

　胸が、







　きゅっ。







　と苦しくなった。

　それは弱い身体のせいじゃないよ。

　心の音。

　想おもいの啼なき声。

　今すぐ彼に触れたい気持ちが、溢あふれそう。

　彼女は、それを一生懸命抑おさえ込む。

　そして、

「もし、お祭りに参加できないときは、わたしの分ぶんもお手伝いして、楽しんでくださいね」

　と、冗じよう談だんのように彼女は言った。

　彼は、「はい。かしこまりました、姫ひめ」と本当のお姫さまにひざまずく騎き士しの振りで、イタズラっぽくちょっと照れて微笑ほほえんだ。

　彼女が笑うと、彼が笑って。

　彼が笑うと、彼女が笑う。

　笑顔は、笑顔を呼ぶ。

　彼女と彼の周りには、おキクさんや子供たちや、たくさんの笑顔が広がっていた。

「──姫……ッ？」

　彼が驚いた声を上げた。

　寄り添う彼女の頭が彼の肩に触ふれている。

　彼女は、身体からだをやや倒して、彼にもたれかかっていた。

「ごめんなさい。少し、疲れてしまいました」

「あ、ああ。そ、そう？　だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

[image: ]

　落ち着きなく、彼の身体に緊張が走る。

「大だい丈じよう夫ぶじゃないかもしれません」

「ええっ、と!?」

「だから、もうしばらく、このままでいていいですか？」

　ビクンッ、と彼の身体からだが一いつ瞬しゆん跳はね上がる。しかし、彼は、身を硬かたくして彼女の頭が自分の肩に触ふれたままになるよう努めた。

「はい」

　と彼が言った。

　彼の熱が伝わってくる。

　彼女の熱が彼に伝わる。

　汗ばむような夏の気温さえ、涼しく思えるような、あたたかさだった。




　　　　♪




　人影がある。

　影の中にひそみ、遠くから様子をうかがう。

　視線の先には、一台のＲＶ車が映っていた。

　昼前に出ていって、夕方前に戻ってきた。

「……ようやくか……」

　影がつぶやく。

　建物の前でＲＶ車が停車すると、真っ先に降りてきたのは、

「うきゃーっ！　さっさとアンプにブチこんでみるのじゃーっ！」

　と、数キロ先まで届きそうなよく響ひびく声で叫ぶ、遠とお目めからでも目立つ赫あかい髪の男だ。

　何かを小こ脇わきに抱かかえ走って建物の中に入っていく。

　次に、小柄な子ともうひとりの女の子が降りてきた。

　声は聞こえないが、小柄な子は、運転手に、ぺこぺこと頭を下げている。

　運転席の初しよ老ろうの男性が、「かまわないさ」というようなしぐさを見せ、車を発進させた。

　小柄な子ともうひとりは、その車を見送ってから、家の中に入っていた。

　ようやく、

「これで、そろったな……」

　影が動き出した。




　　　　♪




〝彼女〟も祭りに参加するようにと指示があったのは、祭りの五日前のことだった。

　その決断を下したのは、もちろん、彼女の母であり蒼そう間ま一族の当とう主しゆ。

　当主の側そつ近きんの女性からその指示を伝え聞いてすぐ、

「わたしが……、ですか？」

　不安そう、というよりも不思議がって彼女は、おキクさんに訊たずねた。

「そのようですね。ご当主さまもお嬢さまの体調がよいとご存じでいらっしゃいますから、祭りの参加を決めたのではないでしょうか」

　おキクさんが言う。うれしそうに。

　よろこんでいるんだ。彼女が祭りに参加できることを。

　ここで言う『参加』とは、祭りを楽しむことではなく、祭りの準備に行っている彼のように、祭りの運営を行う（手伝う）こととも異なる。

　蒼間の主しゆ催さいで行われる祭りは、人々の無事を祈り、鎮ちん魂こんや、土地の〝チカラ〟を鎮しずめる儀ぎ式しきが中心にある。

　そして、そこに彼女が参加することに大きな意義があった。

　後こう継けい者しやとしての〝証あかし〟を持つ彼女は、祭りの儀式で重要な役割を担になうことになる。

　蒼間一族には、〝チカラ〟の象しよう徴ちよう、あるいは『神じん器ぎ』とされているモノが存在している。

　数千年、神話の時代から受け継つがれる──龍りゆう神じんの力が宿るという『龍りゆうノ眼め』が、それだ。

　龍ノ眼のチカラはあまりにも強大で、制せい御ぎよすることは不可能。しかし、唯ゆい一いつの例外、そのチカラを操あやつることができるのは、〝証〟を持つ者とされていた。

　この世でたったひとり。

　──彼女だけだ。

　儀式には龍ノ眼が使われる。土地を鎮めることはもちろん、そのチカラを示すことで、一族の士し気きを高め、統とう率そつをはかる目的がある。

　祭りの日。夜空に、龍ノ眼のチカラを使い、光で巨大な『龍神』を出現させる。

「おそらく、ご当主は、お嬢さまに『龍ノ眼』をと考えていらっしゃるのだと思います。ああ、ついにこのときがきたのですね……」

　おキクさんは、感かん極きわまって涙ぐんだ。

「そ、そんなわたしには……」

　無理だ。

　自分には、蒼間の中でも特別な〝チカラ〟があると聞かされてきた。

　たしかに、この脆もろい身体からだの中に収まりきれなくなったチカラが外に溢あふれ出そうになったこともあった。今は彼女の母の『術じゆつ』によってチカラは抑おさえられているが、それがなかったら、チカラがこんな身体など、突き破ってしまうかもしれない。

　だからこそ、自分には荷が重すぎる。

　体調がよいといっても、悪くないだけだ。

〝証あかし〟を持つというだけで、〝チカラ〟も使えない自分にできるはずがない。

「──本当にそう？」

　手伝いから戻ってきた彼に自分の中の想おもいを伝えると、彼はそう言った。

「……え？」

　彼女にとっては、意外な科白せりふだった。虚きよを突かれたように、目を丸くしてしまった。

　と、今度は、彼女の様子に彼が驚いた。

　自分の一言が、そんなにおかしかっただろうかと。

「今回のことは、姫ひめが必要とされているということだろ？　なら、何な故ぜ迷う必要がある？」

　彼は、簡単に言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、姫」

　その言葉は、彼女の戸と惑まどい、迷いを取りのぞいていった。

「それって、姫にしかできないんだぜ？　俺おれも、おキクさんも、きっとみんなも、姫を助けるし応援する。全力でさ。だから、心配するなよ。たかが儀式だって思えばいい。決まりごとを決まった通りにやるだけだ。大丈夫だよ。じゃなかった……だと思います……」

「……そうですね」

　彼女は、ちいさくうなずいた。

　彼の言葉に、そして、自分自身の可能性に。

　母親には、心配と迷めい惑わくしかかけてこなかった。

　こんな身体からだの弱い自分に生まれてしまって、申もうし訳わけありません。

　けれど、わたしにもそれができるなら、ようやく母親の力になれる。

　本当に、本当に、微び力りよくだけれど。

「わたし……、やってみます。できるかどうかは判わかりませんが……。わたしにもやれることがあるのなら、やってみたいです」

「ああ……じゃなくて、はい」

　彼は力強くうなずく。

　しかし。

「姫の晴れ姿、この目に焼き付けるよ。片かた眼めですが」

　せっかくの決心も、彼の笑えない冗じよう談だんに、彼女は困った顔になってしまった。

「悪ぃ……すみません」

　ばつが悪そうに彼が謝ったが、

「許しません……っ」

　と彼女は彼から、ぷいと顔を背そむける。

「悪かったって……、おわっ！　ちょっと、姫!?」

　頭を下げていた彼は、顔を上げて、ぎょっとした。

　彼女の瞳ひとみから、涙がひとしずくこぼれていたからだ。

「泣くなよ、姫ひめっ。俺おれが悪かったから、本当に……！」

　彼女の傍そばに近付き、どうしたらいいのか判わからずあたふたとする彼。

「違うんです……っ」

　としかし、彼女は首を振った。

「わたし、自分には何もできないと思っていました。だから、うれしかったんです。生まれてはじめて、お母さまに必要とされました」

　そして、もうひとつの想おもい──

「ずっと思っていました。こんな身体からだじゃなかったら、わたしに〝チカラ〟があったら。もしかしたら、キミはこんな風ふうにならずにすんだかもしれないのに……」

　片かた眼めを失い。家族、友達、仲間、そして、故郷を失った彼。

　どうにかして助けることができなかったんだろうか。

　一族を束たばねるために、此こ処こから動けなかった当とう主しゆの代わりに、自分が彼の故郷に行って、そのチカラですべてを救えなかっただろうか。

　惨さん劇げきはまぬがれたかもしれない。

　本当に自分にチカラがあるなら。

　やれたことがあったはずだ。

　どうして、わたしはこんなにも弱いんだろう。

「……ごめんなさい……、わたし……っ」

「謝るなよ」

　彼の手が、彼女の頬ほおに触ふれた。

　大おお怪け我がを負っていた左手の指ゆび尖さきで、やさしく、涙をぬぐう。

「まったく……。また、そんなこと考えてたのか。姫らしいというか、なんというか……。でも、いいんだよ」

　彼が、真っ直すぐに彼女を見る。

「よくはないけど、いいんだ。そんなこと」

「そんなことではないですっ、すごく、すごく大事な……っ！」

　怒っていた。それなのに、自分でも何な故ぜこんなにも腹立たしいのか判らない。

　こんなに感情を誰だれかにぶつけたことなんて、なかった。

　今、この瞬しゆん間かん、彼女は生まれてはじめての経験をしていたが、しかし、それに気付かないほど、感情を昂たかぶらせ、同時に混乱していた。

　はじめて儀ぎ式しきに参加するという緊きん張ちようと重圧に気が昂ぶっていたせいもあるだろう。

「『そんなこと』ではありませんっ！　たくさんの命が奪うばわれて、キミは大切なものをたくさん失って、傷付いて……そんなことではありません。ぜったいに……っ！」

　泣いている。

　怒っている。

　彼のために泣いて、彼に対して怒っている。

　そんな彼女に、

「泣くか、怒るか、どっちかにしてくれ……」

　やれやれと彼が言うと、

「すみませんっ！　ええっと、あの、わたしは……！」

　結けつ局きよく、とりみだして、ワケが判わからなくなってしまった。

「ごめん。『そんなこと』じゃなかった……です、悪ぃと思って…ます。けど──」

　彼女は、瞳ひとみに長い睫まつ毛げに涙をいっぱいにためながら、次の言葉を待つ。

　おかしなことを言ったら、大声で泣いてやろうと思った。

　彼の困った顔を見てやろうと思った。

「みんな、覚かく悟ごはしてた。俺おれも、仲間も、最初から死ぬ覚悟はできてた。誰かを護まもって死ぬのが、自分の使命だって。だから、いいんだよ、姫ひめ」

「──よくありませんっ!!」

　彼女は叫ぶように言った。

　とても大きな声で、泣きながら。

　自分で自分の声に吃驚びつくりしてしまったが。

「わたしは、死ぬ覚悟なんてできません。できるとも思いません。それよりもずっと、生きたいと思ってしまいます。こんな身体からだですが、こんな身体だからこそ、生きたい……。醜みにくくても卑いやしくても、生きたいと思います。願っています。明日あしたがくるのがとてもしあわせで、夜眠るのがとても怖いときがあります。それでも生きていたい。明日、また目覚めたら、キミに逢あえるから。たとえ、キミがわたしに逢いたくなくたって、わたしはキミに逢いたい！　明日も明後日あさつても明々後日しあさつても、ずっとずっと……！」

「姫……」

「だから、死ぬ覚悟なんて言わないでください。死んでしまったらもう、逢えなくなります。哀かなしくて、さみしくて、怖こわくて、明日、キミがいなくなってたら、わたしは……っ！」

　彼も、家族や仲間の死を『仕方がない』とは思っていても、その死によって、心に大きな傷を負っていた。

　できれば、生きていてほしかった。

「キミがみんなに生きていてほしかったと思うように、みんなもキミに生きていてほしいと思っていたはずです。勝手かもしれませんが、キミはきっと、生きるために此こ処こにいる、と。そう思ってくれませんか？」

「生きる覚悟か……」

　彼女の言葉が、彼の中で響ひびく。

「ほら、見て、姫ひめ」

　そう言って彼が差し出したのは、彼自身の左手だった。

「あんなに酷ひどい傷だったのに、治ったんだ。ちゃんと治った。たぶん、これって、俺おれが生きたいと思ったからなんだと思う」

　彼女は、その手を両手でにぎり、胸に抱だきしめた。

「生きてください。お願いします。わたしのために……なんて言える身分じゃないって判わかってます。だけど、せめて、生きて、わたしが生きるこれからを、わたしが生きてきたすべてのことを。キミにだけは、『無む駄だじゃない』って言ってほしい」

　何な故ぜこんなことを話しているんだろう。

　強く彼の手を抱きしめて。きっと、彼は痛がっているだろう。

　なのに、離せないの。

　彼の温度があったかくって。

　情けないことに、わたしは、それにしがみついている。

　生きたいと強く思えるから。

　わたしの温度を感じてほしくて。

　すると、彼のやさしい声が聞こえて、

「言える身分だよ。姫は、俺に命令だってできるんだ。なんだって」

　ぎゅっ、と彼の胸の中に抱だき寄せられた。

　彼も、思っていた。

　自分にもっとチカラがあったら救えた命もあったろうに。

　だけど、できなかった。

　だからこそ、今は──

「姫が言うなら、俺は生きる。姫を護まもるために生きる。姫を護って生きる。生き延びる。そしたら、俺も、自分を無む駄だじゃないって思える。こうして、生かされたことを。だってさ、今こうして、こうやって話をしたり、誰だれかを想おもったりできるのも、姫がずっと俺の傍そばにいてくれたからなんだ……じゃなくて、です」

「……ありがとう……っ」

「礼なんて言わなくていい。姫は、俺に命令してくれればいいんだ。『百年でも二百年でも生きのびろ』ってさ」

　冗じよう談だんのように彼は言った。

「そんなことは言いませんっ」

　彼女は、怒ったように返す。

　本当は、そう言ってくれた彼の言葉が、心がうれしくて、また、泣いてしまったけど。

　今は、このままもう少し。




　彼女と彼の距離は、もうなくなっていた。







　だが、

　同時に、事件ははじまろうとしていた。

　それは、〝彼女〟と〝彼〟を否いや応おうなしに巻き込んでいく。




　終わりとはじまりのときが、すぐに、やってくる。




　　　　♪




　テラ。

　寺です。

　なのに、ありがたーいお経きようのかわりに、







　ずぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぐぁぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁああぁぁぁああぁあぁぁあぁぁぎゃぎゃああぁぁぁぁぁぎゃっぎゃぁああぁぁじゅあぁぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁああぁあぁああぁあああぁぁぁ……ぐぉぉぉぉぉぉぉぉおぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ～～～…………──







　ものすごい爆ばく音おんで、エレクトリックギターがうなりを上げるのが聞こえてきた。

　茜あかね色いろに暮れなずむ街に、ご近所にはた迷めい惑わくなヴォリュームだ。

　騒音の発信源は、寺のお堂。本当なら鈴りんやら木もく魚ぎよやらが鳴っているべき場所だった。

　ジェットは、月げつ兎とのバンドのライヴを観みに行ったときに「耳みみ栓せんしとくといいぞぃ」と耳が痛くならない方法を教えてもらい、低てい反はん発ぱつなスポンジの耳栓をしたが、今日も装そう着ちやくした。

　ジェットはしかめっ面つらでお堂の中をのぞきこむ。

　そのとなりには、同じく耳栓を装着した美み雨うが、「すっごい音だねー」とつぶやくが、ジェットの耳には届いてなかった。

　耳栓をしているけど、それよりも、遮しや音おん性せいの高い耳栓の効果が薄く感じるくらいの爆音のせいだ。

「じーちゃん……っ！」

　大声で、騒音をまき散らしている人物を呼ぶが、聞こえちゃいない。

　むしろ、ジェットも自分の声が聞こえなかった。

　空気と骨を伝でん導どうするはずの声は、あろうことか、オレンジ色のアンプとピンクのラメラメで猫の目が光っているアンプ二台が同時に吐はき出す、しびれるような高音とお腹なかをえぐられるような低音にかき消されてしまう。

　二台のアンプの正面では、ぴっかぴか光る真っ赤なニューギターを鬼おにのようにかき鳴らしている月げつ兎とがいた。

　いつもより、ひどいありさまだ。

　ギターを壊してしまって落ちこんでいた分ぶんだけ、おニューなギターにテンションが上がってしまっているらしい。

　それにしても、ひどい。

　ひどすぎる。

　ご近所迷惑なんてレベルじゃない。

　騒そう音おん公こう害がいだ。

　あと、そのギター、ものっすごいやっかいな、もののけが封ふう印いんされてるんだよね？

「いっつもいっつも、ほんとにさー、もうっ！」

　ぷんぷんとつり目になったジェットは、美雨に大声で耳打ちする。

「ミーちゃん、あっちのお願い！　ぼく、こっちのやるから！」

　叫んでもようやく聞こえるくらいの微かすかな声に、美み雨うは、「判わかった」と聞こえない声でうなずいた。

　そして、ジェットはお堂の中にずんずん入ってゆく。そのあとに、美雨がつづく。

　いつものようにジェットが入ってきたことに気づかず、テンションがおかしくなって床ゆかをころがりながらギターを弾ひき倒している月兎。

　その横を通り過ぎ、ジェットは一直線に、爆ばく奏そうするオレンジ色のアンプの前に立つ。

　美雨も、ピンクのラメラメのアンプの前に立った。

「いい？　いくよー」

　と、聞こえないのでジェットは美雨とアイコンタクトした。

「せーの」で──







　ぶぉつん！







　ひときわ大きく、空気が弾はじけたような音が鳴った。

　辺りが、しーん、と静まりかえる。

　お堂が本来の静せい粛しゆくな姿を取り戻した。

　ジェットと美み雨うが、同時にアンプの電源をオフったからだ。

　本当は、オフるための手順とかがあるが、とりあえず無ム視シだった。

「お、おろ？」

　たまに、アンプの音が消えてもしばらく気づかないことがある月げつ兎とだけれど、さすがに今日はあれだけの爆音だっただけに、ぺちぺちと弦げんを弾くのをやめ、わりとすぐに異変を察さつ知ちした。

「ジェット？　どうしたんじゃ？」

　愛あい孫そんジェットが、あきれた風ふうな視線を送っていることに、月兎が首をかしげる。

　これもいつものこと。

　そんなふたりを微笑ほほえましく見ている美雨。

　これもいつもとだいたいおんなじ。

「ハァー。まったく、じーちゃん──うるさいからっ！　ご近所迷めい惑わくになるって、いっつもいっつもいっつもいっつもいっつもいっつもいっつも……数えらんないくらい言ってるでしょ!?」

　ジェットはいつもの調子で月兎をしかる。

「ギターは全開フルテンで弾いてなんぼじゃろ!?　爆ばく音おんバンザイじゃーい!!」

　と、月兎はいつものロックンロール言いい訳わけをした。

「そんなの知らないよっ！」

　ロックしてたら、何やってもいいワケじゃない。あたりまえだ。

　ロックンロール！　って、罪をおかして、捕つかまったらかっこいいワケない。

　このまま野放しにしておいたら、不良老人の月兎が『悪いひとたち』の一員になってしまう。

　いけないことをして、お巡りさんに捕まってしまうかもだ。

　そんなのいやだ。

　ぜったいやだ。

　ぼくがさせない。

　じーちゃんをまっとうな『カタギ』の老人にするんだから！

「──じーちゃんっ！」

「は、はい……っ!?」

　ジェットの強い決心のかたまりのような表情に、月兎はギターを膝ひざに置いて、正座で背筋をぴんと伸ばす。

「ぜったいぼくがじーちゃんをデカにパクらせないようにするから!!」

　テレビドラマの科白せりふから覚えた単語を使いつつ、でも、ジェットは真しん剣けんだ。

「よ、よし！　ワケ判わからんが、頼んだジェット！」

　ノリはいいので、月兎もすぐに乗っかった。

　もちろん、自分が逮たい捕ほされるかもしれないとジェットが心配しているなんて知るよしもなく。

「ちぇけらっちょ！」

「──調子にのらないのっっ！」

　ジェットに怒られ、「す、すまんですじゃ……」と、しゅんとなる月げつ兎と。

　やれやれとジェットは、ため息を深呼吸のかわりにひとつ置いて、間まを取る。

「あのさ、じーちゃん。ご近所の迷めい惑わくは、やっぱりちゃんと考えたほうがいいと思うよ？　ご近所さんがみんないいひとだから、なんにも文句とか言われないかもしれないけどさ。練習するところでおっきな音だせばいいじゃん。ここじゃなくてさー」

「いやー、でもー、出したかったんじゃー。すぐさま音を出したかったんじゃー」

　ありあまる元気は何ど処こへやら。月兎は弱々しく、ジェットにすがりつくように言った。

「うーん。判わかるよ？　それも判るけど……、もうちょっと、音をちいさくしたりとかさ。ヴォリューム全開じゃなくてもいいんじゃない？」

「……ふぁ……ぃ」

　ちいさなジェットよりも、もっとちいさくなって月兎は、しぶしぶうなずいた。

「あとさ──」

「ま、まだ何かあるのか!?」

　ジェットが話を付け加える気まんまんなのに、月兎は、びくぅ、と身を固くする。

　娘にしかられ、孫にもしかられる月兎。還かん暦れき越ごえ。

「ギターの調子はどうなの？」

　ジェットが訊きく。

「ほえ？　ぎ、ギターか？　すっごい──よいのじゃ！　最高じゃっ！　血管切れるわい!!」

「血管は切らないでおこうね。うん。ギターさ、よかったんなら、今度はたいせつにしようよ、じーちゃん。ぼくもあんまりひとのこと言えないけど、じーちゃんよりは、マシだと思うんだ。さっきもがんがん床ゆかとかにぶつけてたでしょ、そのギター」

　ジェットは、膝ひざを折ってしゃがみこんだ。月兎が抱かかえたギターに手を伸ばす。

　早くもうっすらと傷が。

　このままだと、このギターの寿じゆ命みようも短いかもしれない。

　ジェットは言った。

「じーちゃん、前のギター使うまで何本もギター壊してるでしょ？　『ライヴ中、テンション上がって気がついたら叩たたき壊してた』とか言ってたこともあったよねー……」

　月兎は、うっ、と言葉につまった。言い返せない。

　── 事 実 だ か ら 。

　ライヴ中に破壊したギター数知れず。

　今回は、〝夜のお仕事〟の直後に不注意で壊してしまったが、昔のライヴでは、憧あこがれのロックスターの魂たましいが乗り移ったみたいに、ギターをステージにたたきつけて……。

「昼間、おそばやさん……じゃなくて、あの有ゆ希き子こさんのとこで、じーちゃん、言ってたじゃん。ギターを『使ってやらないとかわいそうだ』って。かわいそうだって思うんだったら、たいせつにしなきゃだよ」

　あとあと考えてみたら、法ほう具ぐとしてのギターは、〝もののけ〟などをぶん殴なぐるのが使用法だ。

　傷がどうのこうのとか、たいせつにするしないの問題でもないワケだけど。

「判わかったわい、ジェット」

　としかし、月げつ兎とが言った。

「これからは、いろいろと気をつけることにするのじゃ」

「ほんとに？」

　ジェットは、大きな瞳ひとみで月兎を真っ直すぐに見て訊たずねた。

「モロチンじゃっ！」

　それをいうなら、もちろん、でしょ？

　なんかやだ。と、ツッコミを入れることなくジェットは、

「じゃあ、〝ゆびきり〟しよう」

　ジェットが右手の小指を目の前に差し出した。

　が、しかし──！

「ゆびきりなんぞよりも、家族の、そして、男同士の友情を深めるのじゃ!!」

　きゅぴーん、とあやしく光る目で月兎が、ジェットを上から下へ、下から上へとなめまわす。

「友情を深めるっていっても……どうするの？」

　助け船を求める遭そう難なん者しやの目でジェットが美み雨うを見たが、そのせつな、

「ちょっ！　わっ!!」

　ジェットの身体からだが、ひょいと持ち上げられていた。

　すっかり、油ゆ断だんしてしまっていた。

　相手は、月兎だ。

　ちょっとじゃなくてだいぶ世間のおじーちゃんとは違う、ジェットのじーちゃんだ。

　月兎は、米こめ俵だわらを担かつぐみたいにジェットを担ぎ上げると、

「よーし！　友情といえば、裸のつきあいじゃ！　心も身体もすっぱになるんじゃ！」

「はあー？　なにゆってんの!?」

　意味が判わからない。

　なんでそうなる。

　なんの話をしてた？

「よいではないかー、よいではないかー。呂ろ風ふ山やま田だにレッツのゴーなのじゃ～～っ」

　しかし、時代劇の悪あく代だい官かんが町娘にせまる口調で、艶あだっぽさを演出しつつしそこなっている月兎。てか、呂ろ風ふ山やま田だって!?

「おろしてーっ！」

　ジェットは暴れるが、ぜんぜん効果なく、月げつ兎とは、

「ミゥミゥもいっしょにひとっ風呂どーじゃ？」

　なんて、美み雨うに訊きいた。

「じ、じーちゃん!?」

　びっくりしまくったジェットだが、美雨が、

「あ、やめときます。着がえも持ってきてないし」

　と、やんわりと断ってくれた。

　けど、着がえがあったらどうするつもりだったんだろう……。

　しかし、ほっとしたのもつかの間まだった。

「ほんじゃ、ミゥミゥ！　また、あとでじゃ！　居い間までこたつにみかんで待っとってくれぃ！」

　言って、月兎がジェットを担かついだままさっさとお堂をあとにする。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと──────……………………………………っ」

　というジェットの悲鳴が、どんどん遠ざかっていく。

　美雨は、それを手を振って見送る。

「ジェットちゃん、またあとでねー」

「み、ミーちゃん!?　なに言って、たすけ……」

「たっのしみーじゃのぅジェット～～♪」

　助けを求めようとしたジェットの声は、無意識なのか意識的なのか月兎の上機嫌な鼻歌交じりの声に消されてしまった。

　しかも、

「ぜんぜん『たっのしみー』じゃないよ！」

　ジェットもツッコミを入れるために、それに乗っかってしまう。

「よーし、潜せん水すい競争するのじゃー！　先に意識が遠のいたほうがまけじゃー！」

「死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ーぬーっ！　それじゃ、死ーぬーかーらーっ！」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ！　もしもジェットが溺おぼれるようなことがあったならば、ワシが手厚い救助活動をするわぃ！　もちろん、人工呼吸マウス・トウ・マウスもコミコミじゃ！　イントゥ！」

　うひょひょひょひょーっ、と月兎は、実に気き色しよくのよろしくない表情で妄もう想そうを暴走させる。

　担がれているせいで、その孫の唇くちびるを狙ねらう月兎のイヤラスィ顔は見えなかったが、

「わーっ！　ぜっったいなんかやだーっ!!」

　とかなんとかやってる間に、

「って！　わーっ、ミーちゃんがあんな遠くに！　たすけてーっ、ミーちゃん、たすけてーっ！」

「ジェットちゃ～ん」

　と、美み雨うはほのぼのとした様子で手を振ってくる。

　すでに、こっちの声が届かない距離になっていた。

　このまま、お風ふ呂ろに向けて一直線だ。
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「ジェットちゃんと月げつ兎とおじーちゃんて、仲良しでいいなー」

　母屋に消えるふたりの姿に、美雨がぽつりとつぶやいた。

　ジェット好きのライバルとしては、ちょっと妬やけてしまう。

　美雨にとって、月兎は強きよう敵てき。一歩二歩どころじゃなくて、その背中が見えないくらいリードされてしまっていると思っている。

　しかし、

「……ミーちゃん、なんかそれ違うと思う……よ……？」

　と、ジェットが哀かなしい目をしたのはいうまでもない。




　　　　♪




　いったい、何なんだ？




　雛ひな蕗ぶき家けの様子をうかがっていたその影は、信じられないモノを見たように目を見開いた。

　ぬるい。

　ぬるすぎる。

　莫ば迦か々ば々かしい。

　こんな状態じゃ、その〝チカラ〟などたかが知れているだろう。

　どうして、こんなヤツらが野放しのようになっているんだ？

　影は考えた。

　──戦やってみれば判わかるだろう。

　さあ、その〝チカラ〟、見せてもらおうか……。




　　　　♪




　闇やみが、

　うごめいていた。

　光を求めて、うごめいていた。




「今がその時だ」

　蒼そう間まの分ぶん家けの中でもその筆ひつ頭とうとされる黄おう峨がの次女、久く那なは、低くうなるように言った。

　すると、闇が、ざわざわと揺ゆらぐ。

　息を殺す声にならない声が、久那の名を叫び続ける。

　久那は切れ長の目を無数の闇に向ける。

　ぴたりと、闇が静まった。

「我々の力を、存在を示すのだ」

　その科白せりふに、また、闇が揺らぎ出す。

　久那は、蒼間一族の当とう主しゆに匹ひつ敵てきするほどか、それ以上の〝チカラ〟を持つとされている。

〝証あかし〟を持つ者だけが、唯ゆい一いつ、思いのままに使いこなすことができるという蒼間の神じん器ぎ『龍りゆうノ眼め』さえも、その手にすることができると信じられていた。

　ゆっくりと一歩を踏み出し、久那は闇の中心に立った。

「もう、〝蒼間〟である必要はない。何な故ぜなら、私が此こ処こに在あるからである」

　喝かつ采さい。

　闇と闇。

「現在の蒼間は、あのような実に息苦しい緩ぬるい空気に侵おかされている。一族の伝統も落ちぶれたものだ。これは死に至る病やまいになるだろう。これは蒼間自身が招いたことだ。あの、次期当とう主しゆさまによってな。仕方のないことだ。これは運命なのだから。神しん仏ぶつが定めた運命なのだ。ならば、私の手で最さい期ごを迎えさせてやろう」

　くっくっくっく、と久く那なが息を殺し笑う。

　それに合わせて、闇やみも揺ゆれた。

「私は蒼そう間まを討うつ。龍りゆうノ眼めを手しゆ中ちゆうに収め、その〝チカラ〟を以もつて私が皆を導く光に成なろう。そして、この国を、すべての民たみを脅きよう威いから護まもってみせよう」

　虚こ空くうの闇を見つめ、自己陶とう酔すいした恍こう惚こつの表情で、久那は両の手を天に掲かかげる。

　ただ、そこには天井も底もない闇が広がっていた。

「さあ、行ゆこう、同士たちよ！　光を我が手に──!!」

　闇を切り裂さくように、久那の声が上がった。

　歓かん声せい。

　それと同時に、闇は動き出した。

　闇から這はい上がるために。




　ヒカリハドコダ？

　ヒカリハドコダ？

　ヒカリハドコダ？




　　　　♪




　ぷく、ぷく……っ。

　と、ときどき思い出したように、空気の泡あわが──湯船の底のほうからのぼってくる。

　ジェット少年はそれを横目に見つつ、ボディソープで身体からだ中じゆうを泡あわ々あわにしていた。

　せっかくのバスタイムなので、ついでに身体を洗っておくことにした。

　月げつ兎とはさっきからずっと、湯船の中。

　エントリー一名のみで潜せん水すい大会を開催。自己記録おのれレコードに挑ちよう戦せん中ちゆう。

　ジェットに、潜水大会へのエントリーをしつこくせまった月兎だったが、

「やだったら、やだ。まだ、死にたくないよ」

　じーちゃんをカタギなひとにまだしてないし。

　と、ジェットはかたくなに拒きよ否ひしつづけて、結果的に、

「じゃあいいわい！　ワシひとりでやってやれじゃ!!」

　すねた月兎が、派は手でに水しぶきをまきちらしながら、湯船にダイヴした。

　それからもう、何分か経過したと思うけど……。

　まだ、月兎は湯船の中だった。

　身体からだも洗い終わってしまいそうだ。

「……じーちゃん、もういいんじゃない？」

　さすがに、潜せん水すい時間があまりに長く感じられたので、ジェットは声をかけた。

「だいたい、記録ってゆうけど、今までちゃんと時間計ったことないじゃん」

　そして今も計ってない。

「今日のは新記録！」「昨日きのうのには負けた！」とかは、月げつ兎との感覚次第だ。

　ジェットもいっしょに潜水することがあるけど、そのときは、かならず負けてしまう。

　だって、ぼくはふっつーの小学四年生（もうすぐ五年生）なんだから。

　じーちゃんみたいに、特別な〝チカラ〟があるワケじゃないんだ。

　おそろしいもののけを退治したり、封ふう印いんしたりするし、おまけに──不老不死なひと。

　その姿は、ジェットが生まれるずっと前からほとんど変わってない。

　変わってるのは、服装としゃべり方くらいじゃないだろうか。

　ジェットにとって、月兎はずっとじーちゃんで、ただそれだけだったから、実は月兎はものすごいまんがみたいなひと（というか、父親が連載を持つ少女まんが雑誌にだってこんなひとはいない）だったなんて、今でも全部を信じられない。

　けど、以前、もののけと戦っているとき、月兎は心臓をぐっさり串刺しにされたのに、ぴんぴんしていた。痛がってはいたけど。

「じーちゃん……」

　ふと、湯船に沈むそのひとに視線を向けたその瞬しゆん間かんだった。







　ざばぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁああっぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁん!!







　お湯を全部外にかき出すイキオイで、月兎が湯船から飛び出てきた。

「ぶわぁあぁっ！」

　大量のお湯を頭からかぶり、さらにはその水圧でお風ふ呂ろ場ばのタイルに転がった。

「うきゃ～～～～～っ！　新記録じゃあああああああああぁい!!」

　達成感に満たされた表情で、月兎が両方の拳こぶしを突き上げる。

「……んんっ！　んぬぁぬぃ!?　な、何事じゃ!?　ジェットどうしたんじゃああ!?」

　ジェットはお風呂の床ゆかに、ぬれぞうきんのようにヨレヨレの姿で横たわっていた。

　ぱっと見、土ど左ざ衛え門もんさんだ。

「ジェット、だいじょぶかぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　今、助けてやるぞぃ！　いや、むしろ、人工呼吸じゃああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁっ！」

　鼻息も荒く、ほとんどお湯の残ってない湯船から月げつ兎とが飛び出てくる。

　──やいなや、

「うきょ？」

　桶おけに左足を突っこんだ。

「よよっと、なんの！」

　バランスを取ろうとするも、今度は右足がコンディショナーの容器を踏みつけてしまい、中身がドバッと噴ふん射しや。しかも、その上に着地。

　すべる。

　すべる。

　すべる。

　すべる。

　そして、スベル。

「ういぉ、おっととととと、わ、ワシはスベリしらずじゃぞぉぉぉおぉお、おと、と、た、と、ととたとととととととととととと…………………………………………──ぐぎょぉ!!」

　ぐごっ、という鈍にぶい音がした。

　その音がきっかけになったのか、お風ふ呂ろビックバンから意識を回復させたジェットが身体からだを起こした。

　見れば、月兎が後頭部を押さえて悶もん絶ぜつしていた。

　がんばったが結けつ局きよく、バランスを崩して、バスタブに頭をぶつけたみたいだ。おもいっきり。

「じーちゃん、だいじょーぶー？」

　やれやれとジェットは、月兎の頭に手を伸ばし、さわさわとぶつけたところをさすった。

　すると、

「うぉー………………………………………………っ、なおったぁぁっ！」

　月兎が元気よく立ち上がる。

「ジェットのおかげじゃ！　イタイの痛いのぐーてんもるげんまで飛んでゆけじゃ！」

　ははは、とジェットは苦笑いした。

『グーテンモルゲンまで』って、場所じゃないし、あいさつじゃなかったっけ？

　しかも、まだ、ちょっと涙目だし……。

「ほんとに、だいじょうぶ？」

　念のためもう一度、訊きいてみる。

「だいじょぶじゃーっ！　なにしろワシは〝不ふ死じ身み〟じゃからなっ」

　得意げに月兎は、胸を拳こぶしで、とんっと打った。

　その部分には、おおきな傷があった。

　ちょうど心臓のあたり。

　直径十センチほどの底の浅いクレーターのような傷だ。

　気がついたら、その傷はあった。きっと、ジェットが生まれる前に負った傷なんだろう。

　それは痛々しく見えるが、月げつ兎とは、むしろそれを誇らしげに、胸を張る。

　傷は、痛んだりすることはないんだろうかと心配になったこともあったけれど、

「ぜんぜん、痛くもかゆくもないわい」

　と、月兎は言った。けれど、

「ただ、痛くはないんじゃけど、たまーに、痛むこともあるんじゃよ」

　そうつぶやくと、胸の傷に触ふれていた。

　今思えば、それは〝こころ〟の在処ありかを意味していたのかもしれない。

　ただ、ジェットにはまだ判わからなかった。

　その傷の意味も重さも深さも痛さも。

　だから、なんとなく、べつのことを考えていた。

　傷かー。

　不ふ死じ身みらしいから、傷を負っても、すぐに傷がなおるのと同時にその痛みも消えるらしい。

　けど。

　あれ？

　ちょっと、待って。

　傷、なおるってことは。

　傷があっても、元通りになるってことだから。

　あれ？　なんで？

「なんで、胸の傷あとのこってんの？」

　なんとなく引っかかりを覚えた疑問は、そのままジェットの口からこぼれ落ちた。

「ああ、これか。これは……」

　月兎が言いかけて、つまった。

　ジェットは、次の言葉を待つ。

「これは……」

「それは……？」

「これはのう……」

「うん……」

「………………ワシも知らんっ」

「え？　えぇぇぇぇ～～～～～～～～っ!?」

　期待してそんした。

　ブーイングもんだ。

「これだけが、なおらんのじゃから、ふっしぎじゃの～～～っ」

　不思議がっているようには見えず、ゆかいそうに月げつ兎とが笑う。

　月兎はあまりに自し然ぜん体たいで、そして、ジェットにとっても必要不可欠なとてもたいせつな存在で、そこにいるのが当たり前になっている。

　だからこそ今まで意識もしなくて、気づかなかったこと、気づこうとしなかったこと、知らないこと、知ろうとしなかったことがある。

　胸の傷のこともそう。

　どうゆうこと……？

　──けれど。

　考えてみたところで、月兎本人に判わからないものが、ジェットに判るはずもない。

　まあ、いいか……。

　けっきょく、じーちゃんは、じーちゃんだし。

　それは変わることのない事実。

　うるさくて、落ち着きがなくて、ちょっとお下品。

　だけど、すごくやさしくてあったかくて、時々、チョーかっこいい。

　だから、いっしょにいて、ぜんぜんあきないんだ。

　たのしすぎて、しかたないかんじ。

　うん。そうだ。

　そうなんだ。

「──ぶえくしぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　おっきなくしゃみ。

　月兎だ。

「うきゃ……、なんか湯冷めしてしまったみたいじゃぞ。湯につからんとなあ……って、うきゃーっ！　お湯がないぞぃ!?」

「それ……じーちゃんのせいだから……」

　月兎のくしゃみを真正面で受け止めてしまったジェットは、抗こう議ぎの意味もこめて、冷ややかな視線を月兎に送った。

「えー、まじでー？」

　でもやっぱり、すっとぼけな月兎。

　がっくりとジェットはうなだれた。

「ああー、つかれるなぁ……」

　また、いろいろ前ぜん言げん撤てつ回かいしたくなった……。

　そのころ。

　美み雨うはというと、

「あー、もう、やきもきするなー。このふたりっ。早くくっついちゃえばいいのにー」

　と、勝手知ったる雛ひな蕗ぶき家けの居間、三月でもまだ現役のこたつにみかんで、海外ドラマの再放送を観みながら、いつまでもハッキリしない幼おさな馴な染じみの男女に感情移入していた。

　と──

　そのときだった。

「え……っ？」

　辺りが一いつ瞬しゆんにして、真っ暗になった。

　停電？

　しかし、外はまだ、陽ひもあって明るいはず。

　それなのに、一メートル先が見えないほど暗くら闇やみが目の前には広がっている。

「……っ!?」

　美み雨うは、微かすかにそれを感じ取った。

「……………まさかっ!?」

　が、

「……しま……っ…た………………ジェッ……ト…………ちゃ…………」

　美雨の意識は、急激に遠のいていく。

　暗闇の中に、音もなく吸い込まれていった。




　　　　♪




　音のない闇が、光を呑のみ込もうとしていた。




　祭りの終しゆう盤ばんに行われる〝彼女〟の参加する『儀ぎ式しき』は、蒼そう間ま本ほん家けの屋敷から裏手の山の頂上近くにある祠ほこらの前で行われる。

　その祠には、普ふ段だんから厳げん重じゆうな警けい備びが付き、高度な封ふう印いんが施ほどこされていて、何なん人ぴとたりとも近付くことができなくなっている。

　普段、『龍りゆうノ眼め』は、祠の奥に納められていた。

　蒼間にとって重要な神じん器ぎを判わかりやすいところに置いて、まるで「盗とってください」と言わんばかりだと思われるかもしれない。

　が、龍ノ眼は〝証あかし〟を持つ者以外が触ふれることを許さない。

　もしも、〝証〟を持たない者が触れれば、命を落とすことになるだろう。

　それを知っている者が、近付こうと考えるはずがない。

　故ゆえに、この暗あん黙もくの了りよう解かいには、蒼間も長年なれてしまっていた。

　蒼間やその一族、関連する人々も、警備をしている者たちも、「これは形だけで、ここは神しん聖せいな場所だから、誰だれもここに近付くはずがない」と完全に油ゆ断だんしている状態だった。

　まさしく、〝闇やみ〟が狙ねらったのは、そこだ。

　行動を起こす輩やからはいない。いるはずがない。

　龍りゆうノ眼めについて知識を持つ蒼そう間ま一族の身内にいるとは夢にも思わないだろう。

　そして、すでに闇は──黄おう峨が久く那なが率ひきいる反体制派は動き出していた。

『儀ぎ式しき』の準備や警けい備びの者たちの中に紛まぎれ込み、同どう志しからの合図を、『その時』を待っていた。

　我らにヒカリを──







　闇とは違う漆しつ黒こくの夜空が、点と線で描いた夏の星座を悠ゆう然ぜんと輝かせていた。

　祠ほこらのあるふもとには、出で店みせがならび、物々しさとはかけはなれたのどかな、ごく普通の祭りの風景が広がっていた。

　子供たちがはしゃいで、人ひと混ごみを駆かけ抜けてゆく。

　その手には、綿あめやりんご飴あめを持って。

　金魚すくいの屋台では、人相はあまりいいとは言えないが愛あい想そのいいオジさん。

　十五、六くらいの男の子と女の子に、「それじゃあ、ダメだなー。もっと、すばやくやんなきゃー」とかコツを教えつつ、その実、もう一度男の子に挑ちよう戦せんさせようとしていた。

　となりの女の子は、「がんばってねっ！」と精一杯の声せい援えんを送る。

　初うい々ういしいふたりだった。

　そんな当たり前のお祭りのにぎわう音おん像ぞうの中に、〝彼女〟と〝彼〟の姿があった。

　金魚すくいの男の子と女の子に負けないほど、初々しい空気をまといながら。

　彼女にとっては、はじめて間ま近ぢかに見るお祭りの光景だった。

　今までは、話に聞くばかりだった。目に映る耳に聞こえるすべての物事に心が躍おどる。

　ただ、彼女は、このあと『儀式』に参加するためにすぐここを離れなくてはならない。

　ふたりで居いられる時間も、もう残り少ない。

　それでも急ぐことも慌あわてることもなく、ゆったりと歩いていた。

　特に会話らしい会話もなく、彼女の歩く歩幅にあわせて、彼が寄り添うようにする。

「楽しい？」

　彼女は彼に訊きいた。

「姫ひめは？」

　としかし、彼が訊き返した。

「わたしは、たのしいです。とても」

　彼女は微笑ほほえんだ。

「そっか、姫が楽しいならなら、俺おれも楽しいよ」

　彼も笑った。

　けど、彼女は少し不満で少し不安だった。

「本当の本当に？　わたしといっしょで楽しめていますか？」

　彼女は、真っ直すぐに彼の左ひだり眼めを見て訊たずねた。

「本当だよ、姫ひめ」

　彼女の問いに苦笑いしつつも、彼はそう答えた。

「なら。どうして、キミは、何も言ってくれないの？　あまり話もしてもくれない」

「いや、それは……」

　彼は言葉に詰まる。

　その間まが、彼女の不安をより吐はき出させた。

「わたし、今日は何か違いませんか？」

　彼女は彼の数歩先を歩いて、足を止め振り返った。

　このあとの儀ぎ式しきのため、いつもの浴衣ゆかたとは違う巫み女このような装しよう束ぞくを着ていた。

　儀式のときは、これにさらにごちゃごちゃとした装飾が付く。

「お父さまは『とても似合っているよ』と仰おつしやってくれました。キミは、どう思いますか？　わたしにも似合っています？」

　父の言葉もうれしかったが、彼女は、一番彼の反応を知りたかった。

　いつもと違う自分を見てほしくて、何かを言ってほしかった。

　でも、彼は何も言ってくれない。

「親おや方かたさまがそう言うなら、そうなんだと思います」

　伏し目がちにぽつりと彼が言った。

　彼女は、怒ってしまいそうになった。

「違いますっ。わたしは、キミの言葉が聞きたい。キミがどう思っているのか知りたいの」

「姫……、ごめん。判わかった」

　彼がうなずいた。

　少し、いや、ずいぶんと強引だったかもしれない。

　彼女は、少し恥はずかしくなった。

　けれど、彼にはちゃんと見てほしかった。

　明日あしたには、いなくなってしまうかもしれない自分だから。

　今を、この一いつ瞬しゆんを、見ていてほしいと願ってしまう。

　けれど、

「うん……なんてゆうか……その……」

　言葉に困る彼。歳とし下したとは思えない大人びた表情をすることの多い彼も、こういうときは、普通の、あっちで金魚すくいをしている男の子と変わらない幼さの残る表情を見せる。

　それがなんだか、かわいらしくてイタズラしてしまいたい気分になる。

「そう、寂さびしいです。何もないのですね……」

　と、大おお袈げ裟さなため息を漏もらした。

「い、いや、そんなことないよ……！　似合ってる！　すごく、似合ってる！」

　やっと、彼の言葉が出てきた。

　なのに、

「それだけ……？」

　もっと欲張りになってしまった。

　彼の顔を、じぃーっと見上げる。

「あ、えっ？」

　さらに求められ、彼は焦あせって言葉を探していた。

「いいです。もう、行かないといけない時間だから……」

　彼女は、ぷぃ、と彼に背中を向けた。

　本当はまだ、ここに、彼といっしょにいたかったけど、心は意地悪で裏腹だった。本心とは違う行動を取ってしまう。

　すると、焦っていた彼が、彼女を呼び止める。

「──あ、あの、姫ひめっ！」

　彼女は振り返り、彼の言葉を待った。

「えーっと、まあ、あのー、……きれ……綺き麗れいだと思う……思います……」
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　彼は顔を真っ赤にしていた。

　ようやく探し出したのはありきたりの科白せりふで、しかも十分恥はずかしかった。

　望んだのは彼女だったのに、彼女も顔を赤くした。

　そして、同時に、うれしさが身体からだから溢あふれそうになる。

　気が付けば、彼女は、

「──ありがとうっ」

　彼の腕の中に飛び込んでいた。

「ひ、姫っ!?」

　いきなりのことに彼は驚いて、声を上うわずらせる。

　お祭りのど真ん中でのことに、周囲の視線も痛いくらいにふたりに注がれていた。

　彼が身体を強ばらせるのが、心臓が早まるのが、彼女にも伝わってきた。

　でも、彼女は、しあわせに包まれている気分だった。

「姫ーっ、おしあわせにーっ」

　周囲にいた村のひとたちの、みんなの冷やかしが、祝福の拍手のように感じられた。

　実際、それに近くもあった。

　この辺りのひとはみんな、彼女と彼のやわらかであたたかな空気が好きだった。

　彼女の身体からだのことも知っているからこそ、彼の境きよう遇ぐうを知っているからこそ、ふたりにはしあわせになってもらいたい。

　そう、思っていた。

　だから、彼女と彼の周囲には、いつも笑顔があった。

　本ほん家けだとか、分ぶん家けだとか、身分は関係ない。

　笑顔は笑顔を呼ぶ。

　彼女は、顔を上げ、彼を見た。

　彼は、ひどく恥はずかしそうに、彼女を見た。

「ありがとう。うれしいです」

　あらためて、彼女は言う。

　それから、彼から身体を離した。

「もう、行かないといけません」

「そっか。本当は、俺おれが一緒についていけたらよかったのにな……」

「はい……。でも、大だい丈じよう夫ぶです。わたしだけでも、大丈夫ですから」

　彼女は努めて明るく振る舞った。

　儀ぎ式しきが行われる祠ほこらがある山は神しん聖せいな場所として、蒼そう間ま本ほん家けと一部の分ぶん家けの人間、山を護まもる役目を持った当主の親しん衛えい隊たいだけが足を踏み入れることを許されている。

「気を付けて、姫ひめ」

「はい」

「無理はしないでいいから」

「はい。判わかっています。では、行ってきます」

「いってらっしゃい」

　彼女は、歩き出してすぐ振り向いて、彼に手を振った。

　彼も照れながら、手を振り返してくれた。

　また、少し歩いて振り返る。

　彼がまだ、こっちを見ていた。

　手を振る。

　本当のことをいうと。

　ここから離れたくなかった。

　彼の傍そばにいたかった。

　怖こわかった。

　儀ぎ式しきに行かなければならないのに、足がすくんでしまう。

　生まれてはじめて、蒼間や母親の役に立てるかもしれない。

　でも。

　本当に、自分は役に立てるんだろうか。

　自分の〝チカラ〟なんて、頼りないものだ。

　無ないに等しい。

　母親の足を引っ張りたくない。

　みんなの迷めい惑わくになりたくない。

　さっきからずっと胸の鼓こ動どうが速くなっていた。

　きちんと儀式を終えることができるんだろうか。

　龍りゆうノ眼めを扱うことができるんだろうか。

　不安ばかりで、彼女は、彼に傍そばにいてほしかったが、仕方がないと我が慢まんした。

　したはずだったが……。

　振り返って、彼を見た。

　彼が手を振ってくれた。

　それを何度も、彼の姿が見えなくなるまで繰くり返した。

　彼が笑ってくれて、背中を押してくれた。

「──大だい丈じよう夫ぶだよ」

　彼の声が自分の声に重なった。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　彼女は、そうつぶやいた。

　進もう。







　儀ぎ式しきの行われる祠ほこらまでは、ふもとから石段を登る。

　いつもはないが、今日は儀式のために、石段の脇わきに灯とう篭ろうが用意されていた。

　そして、もうひとつ特別に、彼女の身体からだのことを考えて、蒼そう間まの当とう主しゆというより彼女の母親が、駕か篭ごの準備もしてくれていた。

「お母さま、ありがとうございます……」

　つぶやく。

　母親は、蒼間一族を、全国に散らばる能力者たちを束たばねる当主だ。

　最近は祭りのこともあり、普ふ段だんよりもさらに逢あえる機会がなかった。

　今日も先に祠に行っても待っているけれど、おそらく礼を言えるような状況ではないだろう。

　だから、心で感謝する。それはきっと届くはずだ。

　彼女は母を想おもい。母も彼女のことを想っている。

　母親が用意してくれた駕篭を担かつぐのは、祠のあるこの神しん聖せいな山の守しゆ護ごする親しん衛えい隊たいの男性ふたり。

「みなさん、よろしくお願いします。ご迷めい惑わくをお掛け致します」

　母への感謝の分も込め、彼女は、深々と頭を下げる。

　これに、男性ふたりはあわてふためいた。

「ひ、姫ひめっ！　頭を上げてくださいよ。これも私たちの仕事なんですから」

「それに、姫のお役に立てるならいくらでもこき使われたっていいですよ」

　言って、がはは、と豪ごう快かいに笑う。

　この男たちも〝チカラ〟のある能力者だ。

　蒼間の血けつ族ぞくではないが、蒼間の神じん器ぎ『龍りゆうノ眼め』を守しゆ護ごする使命を持っている能力者で、優秀な者が集まる当とう主しゆ直属の親しん衛えい隊たいに所属している。

　駕篭を担かつがせるのは、気が引けてしまう。

　しかし、遠えん慮りよばかりしてしまっていては、嫌いやな顔ひとつ見せず、面倒を引き受けてくれているこのひとたちに失礼になる。

「よろしくお願いします」

　もう一度言って、彼女は駕篭に腰を下ろした。

「さあ、姫、行きましょう」

「あっという間まに到着してみせますよ」

　と男たちのかけ声とともに、駕篭が頂上の祠を目指し動きはじめた。

　それから、本当に、あっという間だった。

　大おお袈げ裟さにいうなら、「何度、瞬まばたきをしたでしょうか？」とそのくらいで、彼女の身体からだに何の負担もなく、祠ほこらのある頂上付近に到着した。

　何かの〝チカラ〟だろうか。流石さすがは、親しん衛えい隊たいだ。

　ところが──

　駕か篭ごから降りた瞬しゆん間かんに、彼女は何か違い和わ感かんのようなモノを背筋に感じた。

　辺りはやけに静かで、風もなく、湿度の高い生ぬるい空気が喉のどもとを締め付ける。

　おかしい。

『龍りゆうノ眼め』が騒いでいる？

〝証あかし〟を持つ者としての直感だった。

　彼女は祠へと走り出した。

　背後では、彼女をここまで運んできた男たちが呼ぶ声がしたが、すぐに聞こえなくなった。

　しかし、振り返る余裕もなかった。

　彼女は、息が苦しくなるがかまわず、先を急いだ。

　星が見えなくなり、辺りは闇やみに落ちていく。

　一方で、ふもとでは祭りににぎやかさが続いていた。

　あまりにも対たい照しよう的てきな平和な様子だった。

　しかし、祠に近付くにつれ、彼女の緊張感は増していく。

　見れば、灯とう篭ろうが灯ともっている祠の辺りだけが、異様に明るくなっていた。

　そして、

　祠の前にやってきた彼女の目に最初に飛び込んできたのは、『龍ノ眼』が置かれた台だい座ざの前でうつぶせに倒れている母親の姿だった。

「──お母さま!?」

　その周りには、数えるのが怖こわくなるほどの人が倒れ、その血で地面が真っ赤に染まっていた。

　儀ぎ式しきに参列するはずだった蒼そう間まの一部の幹部や護もり人びとたちだ。

「待っていましたよ、蒼間晴はる歌か」

　闇から声がして、灯篭の明かりの下にその姿を現したのは、反体制派の指導者的存在の、黄おう峨が久く那なだった。彼女が着るモノよりも派手で煌きらびやかな装しよう束ぞくに身を包んでいる。

　久那は、その切れ長の目を、彼女に向けた。

「愉ゆ快かいな光景ではないか？　神しん聖せいなる霊れい山ざんの護人が聞いてあきれる。油ゆ断だんも油断。ただの人と何ら変わらなかったではないか」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべ、一歩一歩近付いてくる。

　彼女は、久那の常じよう軌きを逸いつしたような妖あやしい表情に、思わず後ずさりする。

　しかし、ゴッ、と何かにぶつかった。

「……っ!?」

　振り向いた彼女は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　数分前、彼女をここまで運んでくれた男たちがそこに立っていた。

　が、彼女がぶつかった衝しよう撃げきで、ぐらぐらと揺れ、あおむけに地面に倒れた。

　倒れた男たちから、大量の血が流れ出てくる。

　久く那なの手の者の仕し業わざだった。

「……これは一体ッ!?」

　彼女は気が遠くなりそうになるのを必死にこらえながら、久那と視線をぶつけた。

「案ずるな。貴方あなたはまだ殺しはしない。そこに寝転がっているご当とう主しゆ殿どの、いや、貴方の母上さまと言った方がいいか？　他の者のように殺してはいない。抵抗される前に気を失って頂いただけだ。ただ、多少、手荒いことはさせてもらったがな」

　ひどい。

　母親はボロボロに痛めつけられていた。

　幹部や護もり人びとも、命を奪われてしまっている。

　正気の沙さ汰たとは思えない。

　対立していたとはいえ、同じ一族の仲間のはずだ。

　いや、それ以前に同じ人間だ。

　それが、こんなにも躊ちゆう躇ちよなく命が奪えるのか……？

　久那たち能力者の一部は、村のみんなや人々の尊敬を集める反面、〝命〟の尊とうとさまで薄れてしまっているのかもしれない。

　恐怖がこみ上げて、心が押しつぶされそうになる。

　彼女は、震ふるえる両足に力を込め地面を踏みしめた。そうしないと立っていられなかった。

　辺りの様子をうかがう。

　注意深く見れば、闇やみの中に人影がうごめいていた。それが彼女の周囲を囲む。

　久那の側近たちだった。そして久那自身も、油ゆ断だんをしていたとはいえ彼女の母を戦せん闘とう不能にするほどの力を持っている。天地がひっくり返っても、彼女が、ひとりでどうにかできる相手ではないのは明らかだ。

　人数的にもあちらが勝っている。

　それでも彼女は、努めて冷静に言った。

「これがどういうことか、判わかっていらっしゃるのですか？」

　すると、久那は役者のように仰ぎよう々ぎようしく、

「フハハハハハハハハハハハハ……ッ！」

　と笑った。

「当然であろう？　これは革命という名の運命なのだ。今こん日にちより我々黄おう峨がが一族の長おさとなり、光になる」

　自己陶とう酔すいが過ぎるその表情に、彼女はこの場で話し合ったところで、気の変わるような人間ではないと悟さとった。

　彼女の想おもい出での中の久く那なが消えていく。

「新たなる歴史の幕開けだ。感謝して欲しいな。頼りのない貴方あなたたち本家に代わって我々が、一族を治めてやろうというのだから。特に貴方だよ、お姫さま。病弱で脆ぜい弱じやくな躰からだでまだおめおめと生きている貴方などに、この強大な蒼そう間まの権力の長おさがつとまるワケがない。そうだ。ここで──死ぬと良い」

　久那が笑った。

　ひどく醜みにくい笑顔で。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。

　それでも、あきらめたくない。

　彼女の脳のう裏りには、ふもとで待ってくれている〝彼〟の顔が浮かび上がっていた。

　無事だろうか。

　おそらく、今──







〝彼〟の記憶が、血の色に染まる。

　突然、人々でにぎわう祭りの中に、無数の影が飛び込んできた。

　楽しげな声が、一いつ瞬しゆんにして悲鳴に変わった。

　ふもとでは、反体制派の連中が無差別に人を襲おそっていた。

　蒼間に属する者はもちろん、それに荷か担たんするこの地域に住まう人々も排はい除じよの対象だった。

　彼や蒼間の能力者たちがそれを迎え打ち、人々を逃がしていた。

「姫ひめは、無事か!?」

　不安に駆かられながらもそれを振り払うように、彼は、彼女がいるはずの祠ほこらに向かっていた。

　しかし、次々と『敵』となった反体制派の能力者たちが襲いかかってくる。

「クソッ、なんでこんなことに……ッ！」

　記憶によみがえる約一年前のできごと。

　彼の家族や友人や仲間はみんな、もののけたちに殺された。

　それは、人々を救うためだ。

　なのに、今目の前で起きていることは、なんだ？

　人が人を襲っている。

「なんでなんだよぉ──っ！」

　手のひらに〝チカラ〟を集中させると、相手の懐ふところに飛び込み──衝しよう撃げき波はを放はなった。

　相手が木この葉のように弾はじかれて、地面にたたきつけられる。

　反乱を起こした反体制派は、四方から攻め込んでいた。

　それによって、現体制側の能力たちは分散され、押されていた。

　完全に油ゆ断だんをしていた。隙すきを突つかれ、すべてが後ご手てに廻まわって、受け身になっている。

　ズキズキと頭が痛む。

　記憶が、真っ赤な血に染まった記憶が彼の精神をむしばむ。

「こんなことのためにチカラを身に付けたワケじゃないだろう！」

　彼はありったけの力を込め素す手でで敵の横よこっ面つらをぶん殴なぐった。

　ずざざざざざざっ！　と派は手でに敵が地面に転がった。

〝チカラ〟を使うたびに、記憶がズキズキと音を立てて痛む。

　記憶の傷跡から、ドクドクと血が滲にじんだ。

「痛いだろ！　殴られたほうも痛いだろうが、殴ったほうも痛いんだよ。人間だから……！」

　もののけを相手にしているのとは違う。

　これは、生なま身みの人間と人間の戦いだ。

　敵はひるむことなく彼に襲いかかってくる。

「どうして、仲間同士でこんな風ふうに争わなきゃならないんだッ！」

　人間を助けるために、彼の家族は死んだ。

　友達を失った。

　右みぎ眼めも失くした。

「何な故ぜ、奪おうとするんだよ！」

　彼は、再び拳こぶしで殴り付け敵を戦闘不能にすると、すぐに、敵に囲まれた仲間のもとへ飛び込んでいった。

　仲間に飛びかかろうとしていた敵に、蹴けりをあびせ、土ど手てっ腹ぱらに拳を撃ち込んだ。

「人を護まもるのが、俺おれたちの使命だろう。チカラは仲間を討うつためのモノじゃない！　そんなのおかしいだろう。考えなくてもそれくらい判わかれよ！」

　闇やみに半はん身みを溶かしながら、じりじりと彼との間合いを詰める敵のひとりが言う。

「人の命を護るのが我らならば、我らの命は誰が護る？　護ってくれる？」

「何を言っている……？」

「貴き様さまにならこの意味が判るはずだ。家族や仲間を失った貴様なら。誰も護ってはくれなかったろう。そして滅びたのだ、貴様の故郷『四よの地ち』は!!」

　彼の故郷は、もののけの襲撃を受け、壊かい滅めつした。

　蒼そう間まからの救援が間に合わず、ひとりまたひとりと倒れ、生き残ったのは、彼だけ。

「あのとき、本ほん家けは何をした。貴様に何をしてくれた？　──何もしてくれなかったろう？　しかし！　そんな惨さん劇げきも今日までだ！　我らが指導者、久く那なさまが『龍りゆうノ眼め』を手にされれば、すべてが救われる。我々は救われるのだ！　これまでのように、龍りゆうノ眼めを張り子の虎とらにすることなく、手をこまねくようなこともなくなる。さあ、同どう志しよ、ともに在あろうではないか」

　敵のひとりが彼に手を伸ばす。

　彼はその手をつかんだ。

「ああ……。寝ね言ごとは寝てから言えっ!!」

　その瞬しゆん間かん、敵を引き寄せ、力任せに殴なぐった。

「おぶぇ……っ！」

　悲鳴を上げ、地面にくずれ落ちる敵の胸むなぐらをつかみ、彼は叫んだ。

「ふざけるな！　人の命を奪うような真ま似ねをしておいて、自分はのうのうと生き延びるなんて、もののけと同じことだ、そんなもの!!　人が人として生きている理由は、痛みを感じられるからだろう！　自分自身の、そして、他人の痛みを──!!」

　だからこそ、人間は何ど処こまでもやさしくなれる。

　痛みはおそれなくていい。

　もし、傷付いたとしてもそれはたいせつな傷跡になる。

「判わからないなら、痛みを思い出すまでぶん殴ってやる！」

　彼は、とれかかった、右みぎ眼めを覆おおっていた包ほう帯たいを引きちぎった。

　よく見ろ。この眼と引き替えに手にしたモノを見せてやろう。

　敵の数は先ほどよりも増していた。

「ど、どうするんだ!?」

　蒼そう間ま側の仲間のひとりは、相手にするには絶望的な数になろうとしている敵にひるんでいた。

「あんたたちは、子供やみんなを護まもってやってくれ。ここは俺おれがやる！」

　彼は、両手にチカラを集中させる。

「しかしっ、それではおまえが……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　俺は姫ひめを助けに行くんだ。そのついでに、こいつらをぶっ飛ばすだけだよ!!」

　光こう弾だんを放はなつ。

　光の弾丸が無数に弾はじけ、敵を討うっていく。

「……な、なんて〝チカラ〟だ……！」

　仲間のひとりは、すさまじい彼のチカラに目を奪われた。

　しかし、

「ぼさっとしてないで、早く行けっ！」

　彼の怒ど号ごうに、我に返る。

「わ、判った！」

「護れよ！」

「ああ、この命に代えてでも……」

「──駄だ目めだ！」

　彼が叫ぶ。

「死ぬ覚かく悟ごなんてするな、生きる覚悟をしろ。ぜったいに生き延びるんだ！　そして、護まもれ」

　その言葉に衝しよう撃げきを受け、唖あ然ぜんとした仲間の能力者たちだったが、それぞれが人々を助けるために、生き延びるために、走り出した。

　それを見届け、彼も走り出す。

　あとには、『敵』だった、意識を失った反体制派の連中が転がっていた。

　彼の心の中で、彼女の顔が浮かんだまま、消えない。

　この反乱の狙ねらいは判わからないが、蒼そう間まの当とう主しゆと次期当主候補の彼女が狙われるのは、必然だ。

　早く、

　早く、

　早く、




　彼女のところへ──!!




　　　　♪




〝彼女〟にとって、ここからの記憶は曖あい昧まいだ。

　彼女と母親は、反体制派の者に拘こう束そくされた。

　黄おう峨が久く那なは、わざと彼女の母親の頬ほおを何度か叩たたいて、意識を回復させると、

「これより、儀ぎ式しきをはじめる。『龍りゆうノ眼め』の新しい主あるじの誕生だ。貴方あなたは、それを目撃することを許された幸運な人間だぞ？　心して観みているがいい」

　自じ己こ陶とう酔すいしきった顔のままで、彼女たちに背を向けた。

　ゆっくりゆっくりと見せつけるように、円形にならんだ灯とう篭ろうの中心に組まれた祭さい壇だんに歩み寄っていく。

　台だい座ざの前で立ち止まると、ついに神じん器ぎ『龍りゆうノ眼め』に手を伸ばした。

「…………やめろ、お前では無理だ……チカラが………暴走…してしまう…………っ」

　彼女の母親が力なく、ぼそりとつぶやいた。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよがあった。

　やはり、久那も蒼間の分ぶん家けの出身。龍ノ眼についての知識がある。

　この神器に関する話や伝記は、嫌いやというほど聞かされてきたはずだ。

〝証あかし〟を持たない者が手にすれば、命を落とすことになる。

　それが久く那なに躊ちゆう躇ちよをもたらしたが、しかし、

「龍りゆう神じんの力よ！　我に応こたえよ!!　私こそが貴き様さまの真まことなる主あるじだ!!」

　迷いを振り払うように叫ぶと、ついに、久那はその手に、彼女もはじめて目にするその直径五センチに満たない球体を、つかみ取った。

　彼女は固かた唾ずを呑のむ。

　その瞬しゆん間かん。

「………………フハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　久那が歓かん喜きに顔を歪ゆがめ、高笑いした。

　何も起こらなかった。

「ほうら、見ろ、これを！　〝証〟など持たずともチカラさえあれば手にすることができたではないか！　恥はずべき蒼そう間ま一族の歴史は今死んだのだ！　そして、私が新たな歴史となる!!」

　自らの勝利に酔いしれる。

　愛いとおしそうに龍りゆうノ眼めを頬ほおにすり寄せ、ギロリと切れ長の目を彼女に向けた。

「私のモノだ私のモノだ私のモノだ私のモノだ！　これは私のモノなのだ!!」

　彼女は、ひどく哀かなしかった。

　欲に支配された人間がこれほどまでに醜みにくいのかと。

　もしかすると、自分もただ〝力〟を欲ほつしていたなら、こうなっていたのかもしれない。

「そこで見ているがいい！　まず手はじめに、ふもとにいる連中を吹き飛ばしてやろう」

「──久那ッ！　関係のないひとたちを巻き込むつもりですか!?」

「くだらない蒼間に荷か担たんした人間たちを罰ばつして何が悪い？　当然の行いではないか！」

　彼女の叫びも、もはや人間の姿をしているだけの醜い欲望の塊かたまりには、無意味だった。

　だが、

　光が走った。

　ひとつ、ふたつ。

　闇やみの向こう、ふもとへと続く階段の方から放はなたれた光こう弾だんが、彼女と彼女の母親をとらえていた者に命中し弾はじき飛ばした。

　解放され、自由になる。

　とっさのことで、ぼうぜんとしてしまった彼女だがすぐに、自力で動くことができない母親の身体からだをささえると、立ち上がった。

　非ひ力りきな身体を精一杯動かす。

　と、次に、遠くから闇の中から声がした。

「姫ひめ──っ！」

　彼だ。

　きてくれた。

　彼女にとって何よりも心強かった。

「姫ひめ、離れて！」

　手のひらにさっきよりも大きな光こう弾だんを出現させ、彼は、久く那なに向かった。

「貴き様さまぁぁああああああああぁぁっ！」

　突然現れた邪じや魔ま者ものに、久那は怒りを露あらわにした。

　彼と久那の間に、ふたつの影のような、久那の護もり人びとが割って入ってくる。

「死に損ぞこないの星せい弥やの子が！　せっかくの命だというのに、阿あ呆ほうが。お前たち、今度は死に損なって生き恥はじをさらさぬよう、しっかりと殺してやれ。それがせめてもの血けつ族ぞくとしての情けだ」

　ふたつの影は、音もなく動いて彼に迫せまる。

「どいてろ、ぶっ飛ばすぞっ！」

　ふたつの影から放たれた光弾をよけ、彼は叫んだ。

「やはり阿呆か。貴様のような一族でも最下級の星弥の子に、この黄おう峨が久那が親しん衛えい隊たいの護人相手に何ができる──」

「できる！」

　彼は、影よりも速く動き、ひとつめの影をとらえた。

「でぁぁあああぁあああっ！」

　光をまとった拳こぶしを影の顔面にたたきつける。

　影はぶっ飛んで何本も木々をなぎ倒しようやく止まった。

「なっ!?」

　久那の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「次ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっっっっ！」

　もうひとつの影は彼の攻撃をさけようとしたが、間に合わず、懐ふところにもぐり込んだ彼の巨大な光弾を超至近距離から浴びた。

　吹っ飛んで、一いつ瞬しゆんのうちに姿が見えなくなった。

　これが彼のチカラだった。

　明らかに人を超え、蒼そう間ま本ほん家けの能力者を凌りよう駕がしていた。

　惨さん劇げきの中でたったひとり生き残ることができた。

　それは偶然や奇き蹟せきではなかった。

　女じよ系けいの蒼間一族に、百年以上ぶりに生まれた〝男子〟の彼は、高い能力を持っていた。

　そして、あの日からさらに自分を鍛きたえ直した。

　最前線に立てなくても、愛いとしいひとを護まもれる力を身に付けるために。

　血で染まった記憶を振り払うために。

「黄峨久那っ！」

　地を蹴けって、彼が走る速度を上げる。

　一いつ瞬しゆんにして、久那との距離を縮ちぢめ、攻撃の有効範囲に入った。

「ハッ！」

　光こう弾だんを放はなつ。

　それは久く那なに寸前でよけられたが、すかさず彼は身体からだをひねり、上段に回し蹴げりを浴びせた。

「ぐっ……！」

　久那はそれを受け止め、衝しよう撃げき波はを繰くり出す。

　後こう方ほうに跳ちよう躍やくし、彼はそれをひらりとかわした。

「手にしたモノを元に戻せ、あんたじゃそれを扱えない」

　冷静な声で彼は言った。

「あんたは、姫ひめじゃない。それは、姫にしか触ふれられないモノなんだ」

「本当にそう思うか？　ならば、自分の目で確かめるがいい、──星せい弥や月げつ兎とっ!!」

　龍りゆうノ眼めを天にかざし、久那は、チカラを解放する。

「やめろ、身を滅ほろぼすぞ！」

「黙れ！　これは私のモノなのだ！　この〝チカラ〟は私のモノなのだ！　他ほかの誰だれのモノでもない！　まず最初に貴き様さまを殺してやろう!!」

　ぽぅ、と龍ノ眼が淡あわく光った。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、

「──なっ!?」

　パシッ、と空気を弾はじくような音が鳴り、小さなカミナリのような光の線が龍ノ眼から伸び、久那の右腕を侵しん食しよくしはじめた。

　瞬またたく間まに、久那の腕が二倍、三倍に風船のようにふくれあがり、そして、

「ぐぁあぁああああああああああぁぁぁぁあああぁぁあぁぁぁぁああぁぁああぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────────────────────────ッ!!」

　指先から二の腕までが破は裂れつし、吹き飛んだ。

「何な故ぜだぁぁっ！　何故だぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁあぁっ!!　私は選ばれし者ではなかったのかぁぁぁぁぁあああああああああぁああああああああッッッッ!!」

　怒いかり狂くるった鬼の形ぎよう相そうで、おびただしい量の血が流れる腕だった部分を押さえ、久那は叫ぶ。

　しかし、怒り狂っていたのは、久那だけではない。

　龍ノ眼から伸びたカミナリのような無数の線が、千本の針を刺すように久那の身体を貫つらぬく。

「ぎぃゃぁぁぁああぁぁぁぁあああぁぁぁぁああああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁっぁあぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁっぁぁぁっぁあぁぁぁぁぁあああぁぁっぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁああっぁぁぁぁぁぁあぁああぁああぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああっぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっぁああぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ………………………っ」

　断だん末まつ魔まの叫びとともに久く那なは、弾はじけ飛んだ。

「久那さんっ！」

　彼女の名前を呼ぶ声が虚むなしく響ひびく。

　久那だった血液や肉にく片へんを身体からだ中じゆうに浴びながら、彼は、信じられないモノを目にしていた。

　彼の目線の少し上、宙を漂う龍りゆうノ眼めからは、まだ、光の線が伸びていた。

　そして、次々と、久那の手によって命を奪われてしまったひとたちの身体にまとわりつき、久那と同じように破は裂れつさせていく。

　光の線は、彼女以外のすべてに伸びていく。

　もちろん、彼と母親にもだ。

「お母さまっ！」

「当とう主しゆさま………っ！」

　彼女の前の主あるじに向かって無数の線を伸ばす龍ノ眼。

　彼女の母親を助けるために、彼が彼女と母親の前に立ちふさがった。

　龍ノ眼から伸びる線に、彼の左腕はからみつかれてしまう。

「早く、当主さまを……っ！」

　彼の叫びに、彼女は、母親を支えて力を振り絞って走った。

「ぐああああっ！」

　強引に線から腕を引き離した彼が、勢いあまって転がるように彼女のもとにやってきた。

「月げつ兎とくん……っ!?」

　が、彼女は目をおおいたくなった。

　彼の左腕が手首の少し上辺りから、千ち切ぎれて失なくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ……っ！」

「そんなっ!?　でも！　でも！」

　悲鳴のように彼女は取り乱してしまう。

「大丈夫だから！　姫ひめ！　落ち着いて！」

　としかし、彼が彼女に強く言った。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめながら、彼が、彼女の母親、当主に向く。

「……早く龍ノ眼を封ふうじねば、やがてはふもとにまで被害が及ぶ、いや、この辺りの人間をすべて殺すまで収まらないかもしれない……」

　当主が、弱々しい声でそれを言った。

　その間かんにも、〝証あかし〟を持たない者が触ふれたせいで制せい御ぎよを失った龍ノ眼に異常な変化が現れていた。

　放はなつ光が大きくなると、それに呼こ応おうして、伸びた線が太くなった。

　それはすぐに、たがいに絡からみ合い形をなしていった。

「──龍りゆう神じん……っ!?」

　彼が呆ぼう然ぜんと、夜空に浮かび上がる巨大な姿を見上げる。

　煌こう々こうと輝く光の龍がそこにいた。

　ビシビシと空気が裂さける音が、そこら中じゆうで聞こえる。

　彼女も押しつぶされそうな圧迫を感じていた。

「すぐに封ふう印いんしないと……。姫ひめ、協力してくれ」

「私が!?　けれど……！」

　自分は非ひ力りきだ。

　弱い身体からだと脆もろい心しかない。

「やれないんじゃない。やらなきゃならないんだ。このままじゃ、また、たくさんのひとが死んでしまうかもしれない。……あんなのはもう二度と見たくない」

　彼が言った。

　一年前、すべてを失った彼。

　その気持ちは、彼女には想像することも難しい。

「……判わかりました……」

　彼女はうなずいた。

「……すまない、晴はる歌か……。頼んだぞ……」

　久く那なに受けた傷は深く、呼吸をするのも苦しそうにする母親。

　当とう主しゆとして、いつも凛りんとした態度の母親が、今は力なくうなだれ、娘にすべてをたくしている。

　彼女は、母親を離れた場所、樹木の根もとに横たわらせる。

「お母さま……、本当は今日、お礼が言いたかったのに……」

　こんな哀かなしいことになってしまった。

　反体制派による非情な手段で、たくさんの命が奪われ、龍ノ眼めの暴走まで引き起こした。

　彼女にとっても、みんなにとっても、楽しいだけのお祭りで終わるはずだったのに。

「すまない。おまえしか、いないんだ……」

　弱々しく伸びた母親の手が彼女に触ふれる。

　彼女はその手を取って、

「わたし、やってみます……」

　もう一度、うなずいた。

　彼女は、振り返る。

　彼が、左腕の傷を押さえていたその手を離し、流れ出た血で、地面に小さな封ふう印いんの法ほう術じゆつ用ようの陣じんを描いているところだった。

　意を決し、彼女は彼に近付く。

「どうするの？」

　彼女が訊たずねる。

「策さくがある。──星せい弥やの家は、もともと封ふう印いんの法ほう術じゆつを得意にしているんだ。だから、一番制せい御ぎよするのが難しい四よの地ちを守しゆ護ごする役目を持っていた」

　策、というのが何な故ぜか妙に引っかかった。

　彼女の心に不安が押し寄せてくる。

　心臓の鼓こ動どうがどんどんと速くなる。

「龍りゆうノ眼めの制御の仕方は、教わっているだろ？」

　彼が言った。

「はい……」

「その要よう領りようでいい、あとは俺おれがやるから。本当は、姫ひめに無理はさせたくないんだけど、仕方がないんだ。すまない。でも、なるべく姫の負担がないようにするから。心配しないで」

　封印の陣じんが完成すると、その中心に彼が立つ。

「さあ、はじめよう。姫──」

「はい」

　彼の言葉に、彼女は力強く首を縦に一度振った。

「陣の縁へりに触ふれていて、俺が『いい』と言ったら龍ノ眼の制御をしてくれ」

「はい……っ」

　もう一度、うなずく。

　術がはじまった。

　彼の血で描かれた陣が光を帯び、空に、龍に向かって伸びていく。

　光は、すぐに龍を包み込んだ。龍が、陣に引き寄せられてくる。

　龍は抵抗する。ビシビシと空気は裂さけ、龍から伸びた雷いかづちのような線が、地面や木々に触れるたびに粉々に吹き飛ばした。

　それでも、確実に龍が封印の陣に引き寄せられていた。

　このまま無事に成功してくれればいい。

　しかし、心臓はさらに、ドクン、ドクン、と速くなり、不安は増していく。

　何か。

　何かが引っかかる。

　何だろう。

　この陣は、たしかに封ふう印いんのときに使うもののはずだ。

　それくらいの知識は彼女にもある。

　けれど、肝心なモノがなかった。

　龍ノ眼を封じるための器となる法ほう具ぐだ。

　それがなくて、どうやって……。

　ハッとなった。

　彼女は、すべてを理解した。

「──待ってください！」

　悲鳴のように叫ぶ。

　彼は振り向かなかった。

「このままでは、キミがっ……！」

　血で描えがいた陣じん。

　それは、彼の命そのものだった。

　命を〝チカラ〟にかえ、暴走する龍りゆうノ眼めを抑おさえ込んでいた。

　そして、龍ノ眼を封ふう印いんする法ほう具ぐ──器は、彼自身の肉体。

　彼の策とは、自分の命を犠ぎ牲せいにすることだった。

「どうして!?　生きる覚かく悟ごをしたんじゃないんですか……！」

　彼女の悲痛な問いに、やや間まがあって彼が背中を向けたまま言った。

「方法を選んでいる余裕も迷っている時間もないだろ」

「なら、わたしがその役目をやります！　どうせ、明日あしたにでも死んでしまうかもしれない命です。私の方がその役目を負うべきです！」

「それじゃ駄だ目めなんだ。龍ノ眼の封印を完了させるには、姫ひめの〝チカラ〟が必要だから」

「でも！　でも、嫌いやです！　キミがいなくなってしまう！　そんなのは嫌です!!」

　その瞬しゆん間かん、彼女は自分の立場も、他人のことも全部、忘れてしまっていた。

　彼が死んでしまう。

　それは世界の終わりのような恐怖でしかなかった。

　涙が溢あふれて、彼の背中が滲にじんで見えなかった。

「ごめん、姫……。俺おれ、やっぱ、ここのみんなに生きていてほしい。そして、何よりも、姫に生きててほしいんだ」

　彼が言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、姫。俺、こう見えても丈夫なんだ。あのときも、生きてた。たったひとり」

　封印の陣がいっそう光を増した。

　急速に龍が近付いてくる。

「ぐああぁぁぁぁああぁぁぁっ！」

　叫び声。

　彼の身体からだが大きく跳はね上った。

　龍が彼の胸むな元もとに突き刺さるように吸い込まれはじめる。

　封印が完成していく。

　それは同時に、彼の命の終わりを意味していた。

　けれど。

　彼女は──彼に生きてほしいと願った。

　どんなに我わが侭ままで自分勝手な願いか判わかっている。

　それでも願わずにはいられなかった。

　その願いと一緒に、完全に彼の体内に収まった龍りゆうを封じ込める。

「我が願いに応こたえよ、龍りゆう神じん。そのチカラを我が手に──！」

　彼女の〝チカラ〟が陣に加わった。

　光が七色に変わる。

　夜空にかかる光のベールが、辺り一帯を照らし出した。




　彼は、命を賭として封ふう印いんのための器となった。




　　　　♪




　光が収まっていくと、龍ノ眼めの波は動どうが消えていった。

　術じゆつは成功し、龍ノ眼は彼の中に封印された。

　ぼんやりと淡あわい光を残す陣じんの中、彼の身体からだがゆっくりゆっくりと地上へ降りてくる。

　彼女は、陣から手を離し駆かけ寄った。

〝チカラ〟を使い果たし、よろめきながらも彼にすがりつく。

　抱だきとめて、抱きしめた。

　光が消え、彼の身体は彼女の腕の中。

　まだあたたかい。

　でも、呼吸をしてなかった。

　心臓が脈を打つ鼓動を感じない。

　胸には大きな傷ができていて、龍ノ眼を封じた衝しよう撃げきのすさまじさを実感させられた。

　溢あふれる涙が滑すべり落ちて、彼の頬ほおでしずくが弾はじける。

　わんわん、と自分もこんなに大声が出せたのかと思うほど、彼女は泣き叫んだ。

　泣いて泣いて泣いて、叫んで、喉のどが嗄かれて血が滲にじむほどになっても、彼女は泣いて叫んだ。

「嫌いやです嫌です嫌です嫌です……、いやぁ……っ！」
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　彼を抱だきしめる。

　その手がしびれて感覚がなくなるくらい、強く抱きしめる。

　やっと、たいせつなものが見付けられたのに。

　こんなにも弱い自分にも護まもりたいと思うものができた。

　なのに、失なくしてしまった。

　たいせつなものを失って、手にしたのは、たいせつなものを失くしたという喪そう失しつ感かんだけだ。

〝たいせつ〟の大きさだけ、大きな喪そう失しつ感かん。

「生きていてほしかったのに……。わたしの代わりにこれからもいろんなものを見てほしかったのに。キミがいなくなったら、わたしは……」

　本当は、この世界が失くなってしまったとしても、キミにだけは生きていてほしいと思っていた。

　と、そのとき──

　ぽん、と彼女の長い髪に手が触ふれた。

　やさしく「大だい丈じよう夫ぶだよ」というように。

　その手のぬくもりは──

「え……？」

「あれ？」

「え……？」

「あら？」

「…………ええっ!?」

　彼女は、目を大きく開いた。

　そのせいで、瞳ひとみにたまっていた涙が、ぼろぼろと大粒のしずくになってこぼれた。

　しずくは、彼の額ひたいに落ちた。

「つめた……っ」

　声がした。

　やさしくてあったかい、大好きな声だ。

　──彼が目をあけて、彼女のことを不思議そうに見ていた。

「あ……あれ？」

　寝ぼけたように目をこする。

　しかも左手で。

　千ち切ぎれたはずの腕が存在していて、さらには、

「あら……？」

　一年前に失ったはずの右みぎ眼めが開いている。

　彼は、居い心ごこ地ち悪そうに、何な故ぜか夕ゆう陽ひのように真っ赤に変わったその髪を左手でかきながら、

「……なんか、死んでないみたいだけど……？」

　そんなことを言った。

「え、ええ──っ!?」

　彼女は夢でも見ているのかと、彼の頬ほおに触ふれ、むにぃ、とつまんで伸ばしてみた。

「痛いんだけど、姫ひめ……」

「どうして……？」

「どうしてって言われても……」

「──うくっ！」

「うくって？」

　身体からだを起こそうと地面に手を突いた彼は、地面ではなく何かやたらやわらかいモノに触れた。

　上半身を起こしつつ、つかんでソレを持ち上げてみる。

「兎うさぎ……か？」

　それは今の彼女のように泣きはらした赤い眼めに、真っ白い身体、垂たれた長い耳をした、うさぎによく似たまんじゅうのようなまんまるな生き物だった。

　しかし、彼女にも彼にもそれがなんなのかすぐに判わかった。

「「──龍りゆうノ眼め？」」

　ふたりは同時に、その名を口にした。

　微量ながら、龍ノ眼の波は動どうがこのうさぎに似た生き物から感じられる。

　そして、

「なんだこりゃ……イテテテテテっ！」

　と、自分の胸にできた大きな傷に触れる彼からも同じ龍ノ眼の波動が感じられた。

「どうゆうこと？」

　彼が目が真っ直すぐに彼女を見る。

「どうゆうこと、って訊きかれても。わたしにも判わかりません……でも──」

　判らないことが、たくさんありすぎて、結果的に、脳が考えることを拒否した。

　だから、彼女は、感情のまま、心のまま、

「よかった……！」

　彼に抱だき付いた。

　そのまま、彼女ごと彼はまた倒れてしまう。

　彼女は彼を、ぎゅっ、と抱きしめた。

　うー、とうなりながらも、彼は彼女の背中に手を廻まわし、

「なんかよく判らないけど……、うん。──よかった……じゃなくて、よかったです……」

　と言った。

　あいかわらず、不器用な口調だった。




　　　　♪




　龍りゆうノ眼めの〝チカラ〟は、どうやら龍りゆう神じんの生まれ変わりらしい、うさぎみたいな生き物と、彼の体内に分かれて宿っていた。

　おかげで、彼は〝死〟を免まぬがれたが、その身体からだには大きな代だい償しようがあった。




　──不ふ死じ身みの身体になってしまった。




　不思議なことばかりだ。

　見えなくなっていた右みぎ眼めも、不自由だった左腕も元通り。

　傷を負っても、痛みはあるが、それもすぐに消え傷も回復してしまう。

　何な故ぜか髪は赫あかくなっていたが、目立つ程度でべつに困ったことではない。

　ただ、龍ノ眼を封ふうじ込めたときにできた胸の傷だけが、治らずに痕あとが残ったままだった。

　不死身になったということが──老いることも、死ぬこともできなくなってしまった、それがどういう意味を持つのかこのときはまだ、深く考えるにはときが早すぎた。

　他ほかにもまだまだよく判らないことがあって、不安もあるが、とりあえず、

　彼女は、彼のとなりで微笑ほほえんでいて、

　彼が、彼女のとなりで笑っている。

　ただ、それだけでいいと思えた。

　そして、彼女と彼は、蒼そう間まの家を出ることに決めた。

　彼のつてを頼り、ここから離れた場所に身を隠すことにした。

　反体制派の反乱は、失敗に終わったが、今回の事件により、蒼そう間ま一族とそれに関連する機関は、体制を見直し、立て直す必要があった。

　現在のままでは、再び反乱が起こる可能性があるからだ。

　そのためには、内にも外にも脅きよう威いになる『龍りゆうノ眼め』は、蒼間にない方がいい。

　しかし、一方で『龍ノ眼が蒼間家にある』ということは、今回の事件によって、これまで通りの象しよう徴ちようや、他勢力への抑よく止し力りよくにもなりうる。

　事実と虚きよ実じつは、関係ない。

　ある。と思わせるだけでも十分な効果があるはずだ。

　後こう継けい者しやについても、考え直す必要があるだろう。それには身体からだが弱く先の短い彼女の存在が障害になるかもしれない。

　彼女自身がそう考えた。

　だから、彼女は自分自身を、今回の反乱によって、『死亡した』と公表することにした。

　それがいいと思ったからだ。

　彼女がいなくても、龍ノ眼がなくても、母親なら見事に蒼間一族を立て直すだろう。

　それに、反乱の中でも、生きていてくれた父親もおキクさんもいる。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　彼女には、彼がいてくれる。

「本当に、最後に逢あっていかなくていいのか？」

　こっそりと屋敷を出ていこうしていたとき、彼が言った。

「……はい。顔を見てしまうと、つらくなってしまいますから……」

　ここにはもう、戻らない。

　戻れない。

　母親にも、父親にも、姉たちや、おキクさんにも、もう別れはすませた。

　これ以上は、必要ない。

　つらくなるだけだから。

　それに、

「わたしには、キミがいます」

　彼女は手を伸ばして、彼の手をにぎった。

　彼は、少し頬ほおを赤くしてはずかしそうに、でも、ちゃんと彼女の手をにぎりかえしてくれた。

　歩ほ幅はばが合って、歩き出すふたり。

　ゆっくり、屋敷が遠ざかっていく。

　振り返らないようにしよう。

　そう思ったのに。

　最後にもう一度だけ、とその迷いが、彼女にうしろを振り返らせた。

　すると、

「……………っ！」

　涙が溢あふれて、止まらなくなった。

　遠くになった屋敷の傍かたわらに、人影がある。

　父親とおキクさんが手を振って見送ってくれていた。

「ふぇぇ……」

　なさけない声だと思った。

　強くなったつもりでいたのに。

「姫ひめは、泣き虫だから」

　と彼の大きな手がやさしく彼女の髪を撫なでてくれた。

　ここは、ひどくやさしいにおいのする場所だった。

　あったかくて、おだやかで、たくさんの花が咲いていた。

「さようなら……っ、さようなら……っ！」

　彼女は手を振って、最後のお別れをした。

　母親の姿がないのは、母親なりの不器用な愛情だったんだろう。

　当とう主しゆとしての母親は、本当なら、一族が代々受け継ついできた龍りゆうノ眼めを持っていくことを見み逃のがせるはずがない。

　彼女の母親としては、娘を弱い身体からだで産んでしまったという負い目があった。

　そして、『使命』『運命』という言葉と〝証あかし〟で、娘を縛しばり付けてしまった。

　この場に見送りにきたなら、きっと、娘を引きとめてしまうだろう。

　彼女も、母親の姿を見たとたん、決心がゆるんでしまうかもしれない。

　だから、そこに母親の姿はない。

　ありがとう。

　ありがとう。

　さようなら。




　遠くなっていく。

　ふるさとが離れてゆく。

　ふるさとを遠ざけてゆく。

　だけど、

　想おもい出では持ってゆくよ。

　心にありったけ詰め込んで、持ってゆくよ。

　忘れないから。

　忘れたくないから。

　だいじょうぶだよ。

　わたしには、キミがいるから。

　歩いていこう。

　キミと歩いていこう。

　この手をつないで。




　ぎゅっ、




　と、つよく、つよく、




　彼女は、彼の手をにぎりしめた。




　にぎりしめたぶんだけ、彼のぬくもりが伝わってきた。




　キミと歩いてゆくよ。




　たとえ、短い道だったとしても、




　キミといるよ。




　ずっと。











Take me home,country roads－fin.


















　　幕間　騒さわやかな野獣。

　　　intermissio:Beautiful Monster




　　　　♪




　のぼせるギリギリでお風ふ呂ろから上がってきた。

　ジェットは、「億まで数えるのじゃ！」と何に挑戦してるか判わかんない月げつ兎とに付き合いきれず、

「ぼく、もうあがるよ……」

　と、百まで数えたあたりで、頭がぽーっとしてきたので湯船から出た。

「ふっふっふっふっふ、まだまだじゃな、ぢぇっと！」

　月兎の勝ちほこる声を背中に受けつつ流しつつ、お風呂の戸を開けると、冷たい空気がひんやりと身体からだを包んだ。

　ぱたんと、うしろ手に戸を閉める。

　まだなんか言ってる月兎の声がリヴァーブがかってちいさく鳴る。

　いつもだけど、月兎とのバスタイムは体力勝負だ。

　ヘロヘロになるまで入ってることが多くて、かなりの長風呂になることも少なくない。

「……てか、ミーちゃん待たせたままだし」

　雛ひな蕗ぶき家けにとって、束たば紗さ家けは半家族みたいなものなので、美み雨うも気がねなく雛蕗家に長居できるとはいっても、

「いちおー、アレだもんね」

　なんだか、よく判らないけど、アレだ。

　ひとりにしておいちゃいけない気がする。

　ジェットは、お風呂場から出てすぐに自室に戻った。

　部屋着に着き替がえようと、ズボンをはき長なが袖そでのシャツを頭からかぶったそのときだった。

「────ん？」

　辺りが急に暗くなった。

「……ていでん？」

　すっぽりとかぶっていたシャツから頭を出す。

　が、

「…………てゆーか、暗っ!!　なに？　なに？　どうなってんの!?」

　きょろきょろしてみる。

　きょどきょどしてみる。

「やっぱ、暗っ！」

　なんにも変わらない。

　むしろ、暗くら闇やみが増すばかりで、足もとさえも見えない。

　いったい、どうしたんだ？

　だって、まだ、陽ひが沈むにも時間が……。

「……もしかして、またなんか、じーちゃんが？　あ、でも、お風ふ呂ろか、じゃあ……」

　ま、また、もののけとか!?

　だったとしたら、ほんとにもう、かんべんしてほしい。

　あんな想おもいはこりごりなんだ。

「よ、よし、なんとかし、ぼくじゃ、なんとかできないから、よーし！　ミーちゃんかじーちゃんのトコに行こう！」

　ふたりに知らせた方がいい、って、もう、こんなんだったら知ってると思うけど、

「…………で、どこにいるの？　てか、ここどこ？　ぼくの部屋だよね？　ね？　ね？」

　誰だれも答えてくれなかった。

「ミーちゃーん!?　じーちゃーん!?」

　叫んでも、声が暗闇に吸いこまれて、数メートル先にも届かない。

　暗闇が濃くなっていく。

「うわっ……っ！」

　一歩も動いていないはずなのに、ジェットはバランスを崩し、床ゆかに手と膝ひざをついた。

　いや。

　本当に床がここにあるのか、それすら判わからない。

　まるで、身体からだが闇に沈んでいくみたいだ。

「くっそー。負けないよ、ぼくっ！」

　頼ってばっかりじゃダメなんだ。

　ぼくがやらなきゃダメなんだ。

　よく判んないけど、そうなんだ！

　そう思うのに、どうしてか、身体といっしょに心まで闇に沈んでいくみたいだ。

　心が消えそう。

　やだやだやだやだやだやだやだやだやだやだやだやだっ！

　すると、







　──ジェット。







　名前を呼ぶ声が聞こえた。

　気がした。

　やさしくて、あったかい声だ。

　聞いたことがないはずなのに、なんだかとてもなつかしい。

　心がすごく落ち着いてくる。

「だれ？」

　闇やみに向かって訊たずねる。




　──ジェット、こっち。




　声が跳はね返ってきた。

　何ど処こからでもない。

　ジェットの心に直接響ひびく、不ウ思イ議スなパやーさヴしオいイ声ス。




　──大丈夫よ、ジェット。




「うん。判わかった」

　ジェット少年は、しっかりとうなずいた。

　──さあ、いきましょう。

「いくの？　どこへ？」

　──助けにいくの。

「助けに、って、だれを？」

　──ジェットのたいせつなひとたちをです。

　声は言った。

　ジェットの心に、月げつ兎とと美み雨うの顔が浮かんできた。

　今、雛ひな蕗ぶき家けにいるのは、月兎と美雨。

　母親は、会社に行っている。

　あと、父親は、

「……あ、いた。父さんもだった」

　──忘れてたでしょう？

「う、ううん！　わ、忘れてたワケじゃないよ？」

　──しょうがないですね。

「う、うん……？」

　──さあ、いこう。ジェット。

「で、でも……。ぼく、なにもできないかも……。じーちゃんやミーちゃんみたいな力もないし……」

　──だいじょうぶ。

「え？」

　──だいじょうぶ。ジェットだからできることがあるのよ。

　その声がそう言うと、そんな風ふうな気がしてくる。

　不思議だ。

　──ジェット。

「うん！」

　そうして、ジェットは、暗くら闇やみの中に飛び込んでいた。

　導かれる声に、光を感じながら。

　あったかい光だった。

　何な故ぜか、写真でしか見たことのない祖母のことを思い出した。











つづく、










Ji－Chan & Jet!!－Honey Bunny－all over.







to be...




Ji－Chan & Jet!!!－Lovey Bunny－continued.


















　　らくがき。Afterword of Graffiti in[image: ]Ji－Chan & Jet!![image: ]







　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。

　ハセガワケイスケです。

『じーちゃん・ぢぇっと!!　ハニバニ。』は、前作『じーちゃん・ぢぇっと！』から、ずいぶんと時間がかかっての出版になってしまいました。




　というワケでして。




　時間というのは、ひどく流れの速いモノなんだなあ、とあらためて思いしらされています。

　なにしろ、一番最初の『じーちゃん・ぢぇっと！』（電撃ゲーム大賞、現電撃大賞応募原稿）を書き上げたのは、今から、五年も六年も前なんですから。

　その間に、ボクはいったい何をしてきたんだろうか。ふと考えてみました。

　これといって特に何もしてないようにも、想おもい出すのにそうとうな時間がかかるほど、たくさんのこと、いろんなことをやってきたようにも思います。「そういえば、去年の今ごろは何をしていたっけなあ」と思い出せないときも、逆に、ひとつ何かを思い出すと、次々に、あれやこれやと浮かんできて、懐かしさに浸ひたってしまったり。そのときそのときは、たいへんなことでも、振り返ってみると懐かしくて、過ぎてみれば「あっという間ま」でした。もちろん、うれしいこと、たのしいことばかりではありません。哀かなしいこと、苦しいこと。「ああ、なんであのときああしなかったんだろう」「あのとき、こうしていればよかった」そんな後悔も少なくありません。むしろ、後悔の方が多いかもです。

　特に、出で逢あいについて、考えること、考えさせられる場合がたくさんありました。このお仕事をやらせていただけるようになってから、本当に多くの方々と出逢うことができました。中でも、そのときそのとき一瞬しか出逢えなかった方もいます。そのときは精一杯で、話すこともろくにできずに別れて、もう、二度とは逢うことは叶かなわないかもしれません。そんなとき、決まってボクは、「ああ、どうして、ああしなかったんだろう」「もっと話すこともあったはずなのに」とものすごく悔しい想いをします。「よし、今度こそは」「次の機会は」と固く強い決意をするのですが、『今度』という『機会』は訪れることなく、もしくは、仮にそれが訪れたとしても、ボクは何度も同じ過あやまちと後悔を繰くり返してきました。時間が巻き戻せたらいいのに。と考えたこともありましたが、でも、結局、同じことを繰り返してしまうのでしょう。それでも、少しずつ変化もあります。

　あのとき、できなかったことが、できたことがありました。「誰だれかではなくて、ボクにしか言えない言葉がある」と、あのときは言えなかった言葉を、全部ではありませんが、言うことができるようになっていました。ボクには何もありませんから、せめてこの言葉だけは届けたいと思います。強く強く痛いくらいに思います。

　ありきたりでも、この物語りに出てくる言葉たちは、すべてが一瞬一瞬を切り取った、有限な時間の中で生まれてきた言葉たちです。無限の可能性をもっているワケではないと思います。それらは、とてもありふれた、日常にある、日常にひそんでいます。溶とけ込んでいます。

　だからこそ、

　この物語りが、言葉が、あなたのために、いつも傍かたわらで寄り添っていてくれればいいなあ、と願っています。

　これは、強くも、弱くも、なんでもない、あたりまえの物語りです。

　過去へ、今へ、未来へ、すべてのあなたのための物語りです。

　だから──




　どうか、おもしろければ笑ってください。

　どうか、つまらなければ笑ってやってください。




　そして、この本を、物語りをめぐる、

　すべてのひとたちに、こころから感謝させてください。




　ありがとう。











二〇〇七年夏の終わりのはじまりのほうにて　　　　　ハセガワケイスケ
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──さあ、未来へ。
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ハセガワケイスケ

12月26日福井生まれ。

好き→音楽、サッカー、ポテチ、のんびり。

苦手→すっぱいモノ、からいモノ、こわいモノ。

今日の担当の一言→ム、ムチャブリ!?

じーちゃんとジェットの物語をよろしくお願いします!!

[image: ]




オカアサハ

１９８４生まれ、福岡出身。

来世で生まれ変わりたいものはマングローブの木。
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じーちゃん・ぢぇっと!! ハニバニ。
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